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序文

鹿児島県教育委員会では．昭和54年度から一般国道220号鹿屋ハイパス建設に伴い，遺跡の

確認調査および緊急発掘調介を実施しています。

この報告丑は， 平成元年度から平成 3年度にかけて緊急全面発掘調査を実施した榎崎B遺跡

の記録です。

この遺跡からは，旧石器時代，縄又時代，古墳時代，余良• 平安時代の各時期の遺物・遺構

が発見されました。

なかでも，旧石器時代の礫群やピ／卜群及び縄文時代晩期の土坑などの遺構や，縄文時代晩

期の多鼠の土器などは，今後の研究に大いに役立つものと期待しています。

本報告書が南九州の歴史解明の一助となるとともに，文化財保護のために一役を担うことが

できれぱ幸いです。

終わりに，この発掘調在に御協力くださった建設省九州建設局大隅工事事務所や関係者の

方々ならぴに地元の皆様に感謝いたします。

平成 5年 3月

鹿児島県立埋蔵文化財センター

所長大久保忠昭
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例 言

1. 本報告書は，

告書である。

一般国道220号鹿屋バイパス建設に伴う白水地区の榎崎 B遺跡の発掘調査報

2. 本遺跡は鹿児島県鹿屋市郷之原町榎崎に所在し， 県遺跡台帳の鹿屋市12-182に該当す

る。

3. 発掘調査は，建設省九州建設局大隅工事事務所からの受託事業として鹿児島県教育委員会

が実施した。

4. 発掘調査は，平成元年度から平成 3年度にかけて実施し，

た。

整理作業は平成 4年度に実施し

5. 本書の遺物番号は文化層毎に付している。遺物番号は本文，挿図，

6. 挿図の縮尺は各図毎に示している。

図版と一致する。

7. 石器の石材については鹿児島大学法文学部助教授森脇広氏に鑑定していただいた。 プラン

ト・オパールについては宮崎大学農学部教授藤原宏志氏に， C 1, による年代測定はパリノ・

サーヴェイ（株）に，礫群の土壌分析は名占屋工業技術試験所の渡辺栄次氏に依頼した。

8. 本書で用いたレベル数値は，すべて海抜高である。

9. 現地調在に関する実測および写真撮影は，

本書の執筆分担は次の通りである。

それぞれの調査担当者で行った。

第 I, v1章第 1'

第III, N章第 1'

2, 

第¥/[章第 3節 2'

3節 1, 第収章 2(1), (2) ....................................... 井ノ上秀文

2節 1' 3第 3節，

第1X章 1' 2 (2), 

第V章第 1, 2, 3節 2,

3 (3)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...宮田

第W章第 2節 2... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 青崎

第V章第 3節 1' 第vil, 珊，第1X章 2(11, 4, 5 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・... 頁旨崎

栄二

和憲

唄恵

なお， 第II章は県埋蔵文化財発掘調査報古書(64) 『西丸尾遺跡』 の「位置と環境を」を加筆

して掲載した。

10. 遺物の写真撮影は井ノ上秀文， 宮田栄二，熊崎明恵が行った。

11. 本書の編集は鹿児島県立埋蔵文化財センターで行い， 井ノ上秀文が担当した。
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第 I章調査の経過

第 1節 調査に至るまでの経過

昭和53年，建設省九州地方建設局は，一般国道220号鹿屋バイパスの建設を計画し，亜児島

県教育委員会に計画地内の文化財の有無について照会した。

鹿児島県教育委員会は，計画路線内の笠野原～載川地区については昭和54年度に，大浦・郷

ノ原地区については昭和59年度に分布調査を実施した。その結果，発見された遺跡については

建設省九州地方建設局大隅工事事務所の委託を受け，県教育委員会によって発掘調査が実施さ

れた。

工事計画内の第 2エ区（白水地区）については，昭和62年 1月に分布調査を実施し，遺物の

散布地を確認した。その後，昭和62年 8月-10月に確認調査が実施され，第 3地点（榎崎 B遺

跡）は旧石器時代から奈良• 平安時代にかけての遺跡であり，なかでも縄文早期及び晩期につ

いては大遺跡の存在が想定された。

そこで建設省大隅工事事務所と鹿児島県知事との間で発掘調査にかかわる委託契約が結ばれ

工事着手前に発掘調査が実施されることになった。

確認調査は昭和62年 8月31日～昭和62年10月30日の間実施した。発掘調査は平成元年度は平

成元年12月 4日～平成 2年 3月23日の間実施し，平成 2年度は平成 2年 4月23日～平成 3年 3

月27日の間実施し，平成 3年度は平成 3年 4月16日～平成 3年 6月10日の間実施した。

整理及び報告書作成作業は平成 4年度に鹿児島県立埋蔵文化財センターで行った。

第 2節調査の絹織

［昭和62年度（確認調査）］

調査主体者 鹿児島県教育委員会 教育長 濱里忠宜

調査責任者 鹿児島県教育庁文化課 課 長 吉井浩一

調査企画者 /,, 課長補佐 川畑栄造

ケ 主任文化財研究員

兼埋蔵文化財係長 立園多賀生

調査事務担当者 ,, 主幹兼企画助成係長 濱松 骰

'l 主 査 京田秀允

1/ 主 事 川畑由起子

調査担当者 1/ 文化財研究員 旭 慶男

，，， 主 査 牛ノ消修

［平成元年度】

調査主体者 鹿児島県教育委員会 教育長 濱里忠宣

調壺責任者 鹿児島県教育庁文化課 課 長 吉井浩一
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調査企画者 鹿児島県教育庁文化課 課長補佐 奥園義則

，，， 主任文化財研究員

兼埋蔵文化財係長 吉元正幸

調査事務担当者 ，， 企画助成係長 京田秀允

1/ 主 査 平LlJ 章

ケ 主 事 木永郁代

調査担当者 ク 主 査 新東晃一

ク 文化財調査員 関 一之

【平成 2年度】

調査主体者 鹿児島県教育委員会 教育長 大田 務

調査責任者 鹿児島県教育庁文化課 課 長 吉井浩一

調査企画者 ケ 課長補佐 濱松 椴

ケ 主任文化財研究員

兼埋蔵文化財係長 吉元正幸

調査事務担当者 ケ 主幹兼企画助成係長 濱崎琢也

ケ 主 査 平111 章

,, 主 事 末永郁代

調査担当者 ,,,. 主 査 青騎和憲

ク 主 事 宮田栄二

,, 文化財研究員 大久保浩二

ケ 文化財調査員 関 一之

,, ,, 藤崎固太郎

ケ ケ 熊崎明忠

調査指導者 文化庁記念物課文化財調杏官 岡村適雄

鹿児島県文化財保護審議会委員 河口 貞徳

宮 崎 大 学 農 学 部 教 授 藤原宏志

別府大学文学部 教 授 橘 昌信

鹿児島大学法文学部 教 授 上村俊雄

ケ 助教授 森脇 広

ケ 助 手 本田道輝

（平成 3年度】

調査主体者 鹿児島県教育委員会 教育長 大田 務

調査責任者 鹿児島県教育庁文化課 課 長 阿山勝貞

調査企画者 ,, 課長補佐 濱松 骰
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鹿児島県教育庁文化課 主任文化財研究員

兼埋蔵文化財係長 吉元正幸

調査事務担当者 ク 主幹兼企画助成係長 濱崎琢也

，，， 主 木且 枇杷雄二

，， 主 事 新屋敷由美子

調査担当者 ク 主 査 青崎和憲

，，， 主 事 宮田栄二

ク 文化財調査員 吉内素子

調査指導者 鹿児島県文化財保護審議会委員 河コ 貞徳

【平成 4年度（整理・報告書作成作業）】

調杏主体 鹿児島県教育委員会

企画・調整 鹿児島県教育庁文化課

調査責任者 鹿児島県立埋蔵文化財センター 所 長 大久保忠昭

調査企画者 ，，， 次長兼総務課長 水口俊雄

,,. 主任文化財主事

兼調査課長 戸館勝洋

調査担当者 ,, 文化財主事 井ノ上秀文

，，， ケ 宮田栄二

ク 文化財研究員 熊崎明恵

調査事務担当者 ，，， 主 木且 下園勝一

,,. 主 事 中村和代

調査指導者 鹿児島県文化財保護審議会委員 河口 貞徳

岡山大学文学部 教 授 稲田孝司

鹿児島大学法文学部 教 授 上村俊雄

鹿児島大学法文学部 助教授 森脇 広

鹿児島大学法文学部 助 手 本田道輝

東海大学文学部 助教授 織笠 昭

立命館大学文学部 助教授 家根祥多

九州歴史資料館学芸二課 参事補佐 横田義章

福岡市教育委貝会文化財整備課 博腿箆跡調査担当主査 山崎純男

なお，発掘調査中および整理作業中，次の方々から指導，助言をいただいた。 （敬称略）

小林達雄（国学院大学），春成秀爾，藤尾恨一郎（国立歴史民俗博物館），田中良之（九ヽ州

大学），松永幸男，中村直子（鹿児島大学調在室），中村明蔵（鹿児島女子短期大学），鈴木忠

司，山下秀樹（京都文化博物館），黒坪一樹，中川和哉（京都府埋蔵文化財調査研究センター），
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小島達雄，小林裕＝（群馬県埋蔵文化財調査事業団），上敷領久（東京都国分寺市教育委員

会），諏訪問順（神奈川県小田原市教育委員会），堤 隆（長野県御代田町教育委員会），美濃

口雅朗（熊本市教育委員会），和田好史（人吉市教育委員会），東畑光博，矢部喜多夫（都城

市教育委員会），岡元満子（鹿児島市教育委員会），山口俊博（鹿屋市教育委員会），パメラ・

バンディーバ（スミソニアン研究所）

第 3節調査の概要と経過

ほほ東西に走る計画道路のセンターグイであるNo500杭と No505杭を基準にし，グリ J ドの東

西ラインとし，西から 1・2・3…区とした。またそれに直交して南から北へA・B・C…区

とした。各グリッドの大きさは10mx10mである。

道路建設は暫定的に 2車線分しか計画されていないため，南側部分の工事を行わない部分に

ついては調壺を実施しなかった。ただし，取り付け道路や橋梁のアパ J 卜部分については調査

を行った。

平成元年度は，遺跡の西側部分の橋梁のアパソト部分と取り付け道路を含む， 1 -8区の調

査を行った。縄文時代早期の遺物包含層までは 8区まで調査を終了したが， 7-8区について

は，旧石器時代の遺物鉱含層と礫群 1基を確認した時点で調壺を終了した。

平成 2年度は 7, 8区の旧石器時代の遺物包含層を含めてほぼ全体の調査を行ったが， G-

J -13-16区の＼層（縄文早期）， ¥Il層（細石器）については，平成 3年度に調査することと

なった。

調査の結果，旧石器時代については，細石刃，細石刃核とともに 2本の磨製石斧か出土した。

また， 7 , 8区において15個のピ、J 卜を検出し，これを取り囲むように 9基の礫群を確認した。

縄文時代早期については，貝殻文系の土器が出土し，遺構は35基の集石が検出されている。

縄文時代晩期については， 51基の土坑と 2碁の集石が検出された。土器は多量の深鉢や黒色

磨研の浅鉢等が出土し，石器は打製石斧の他に石鏃，石皿，磨石，敲石等が出土している。

古墳時代については成川式土器が出土しているが，量はそれほど多くない。

第 1図 確認調査第 3地点（榎崎B遺跡） トレンチ配置図
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奈良～平安時代については十師器，須恵器が多量に出土したが遺物邑含層は一部に残存して

いるのみであった。遺構は竪穴住居跡 l基，掘立柱建物跡 3甚が検出された。

他に時期は明らかでないが，溝状遺構や道路状遺構が検出されている。

日誌抄

調査の経過については日誌抄により， 1月ごとに略述する。

平成元年12月

4日より調査開始。 F-6区III, N層の調介。 G, H-6-8区III.N層の調在。

平成 2年 1月

G-5区W層の調査。 H-5, 4区W層の調査。 G, H-6区N. V層の調在。 I -4, 

5区III,N層の調査。

平成 2年 2月

F-6区， G-5, 6区, 11-4, 5区1lI層の調査。 F-7, 8区， H-6, 7区， I -

6区W層の調壺。 (;-s, 6区， H-4, 5区， I-3-6区V層の調査。

平成 2年 3月

B, C -8区， D-7, 8区， E-6, 7区， F-5, 6区， G, H-7, 8区， 1-7

区W層の調任。 E-6区， F-5-8区， G-7, 8区， H, I -5, 6区， H, I -8区

V層の調査。 G-7, 8区南側及びG, H-8区東側に＼冊層以下の1日石器時代の遺物包含層

確認のためのトレンチ設定，掘り下げ。遺物出土。

平成 2年 4月

23日より平成 2年度の調査開始。 G-1-7, 8区¥I[, ¥'II層の調査。 H-18, H -20, H 

-22, G -24, I -20, G -22区に包含酒の有無とその厚さを確認するためのトレンチ設

定，掘り下げ。

平成 2年 5月

G-I-7, 8区の調杏。細石刃，細石刃核，局部磨製石斧等出土。礫群検出。 F-1-

29-34区の調査。 2X 3間の掘立柱建物跡検出。 5月16日から西丸尾遺跡の調査開始。

平成 2年 6月

F-1-7-9区闘層の調杏。新たに礫群 1基検出。 14-16日別府大学教授橘昌信先生現

地指導。 G-I -29-34区III-¥『層の調査。 H, I -36区III,N層の調査。 H, I -27, 28 

区I-Ill層の調査。

平成 2年 7月

F-1-7-9区の調査。礫群 (N号）科学保存処理，取り上げ，実軋11, 土壌サンプリン

グ (II• Ill . vil. IX号）。 H, I -24-29区1lI層の調査。 3日河口貞徳先生現地指導。

平成 2年8月

G-1-7, 8区¥'II, 珊層の調査3 礫群のほかにピノト検出。 H, I -25-28区11I層の調

査の上坑検出，掘り下げ。 H-28区， I -25区N-'vll層の調在の
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平成 2年 9月

F-1-7, 8区礫群， ピット群の調査。 G- I -9 -13区の調査。 G-I -21-211区］

-ill層の調企。 H-25, 26区m屈の調査。 12日河口貞徳先生現地指導。 17日文化庁記念物課

文化財調査官岡村道雄先生現地指導。 21日現地説明会。

平成 2年10月

G -I -9 -12区I-¥1層の調査。 H, I -23, 24区m層の調査。早期の集石，晩期の土

坑の調査。 1日宮崎大学藤原宏志先生プラント・オパールのための士壌サンプル採取。

平成 2年11月

G-I-9-13区ill-¥TI層の調査。早期の集石，晩期の土坑の調査Q

平成 2年12月

G -I -9 -12区V-¥冊層の調査。塞ノ神式土器，集石検出。細石刃核，細石刃，局部磨

製石斧等出土。 D-G -12-16区の調査。土帥器，須恵器出土c G -16区から奈良～平安時

代のものと考えられる住居跡検出。中から鉄製刀子出上。晩期の土坑の調査。

平成 3年 1月

D-F -13-16区， F, G -15, 16区m-v層の調査。 G-I -21-28区V層の調査。 I

-20-24区ill-IV層の調杏。 H-J-17, 18区m層の調査。 H-21, 25区lV層の調奔。集

石，土坑の調査。 G-16区竪穴住居跡の調査。

平成 3年 2月

G - I -19, 20区I-ill層の調査。 G, H-13-16区I.II層の調査。 I -13-16区1-

m層の調査。 G-J -17, 18区ill,IV層の調査。 G, H -21-24区V層の調査。

平成 3年 3月

G-I-13-16区ill-IV層の調在。 I, J-17, 18区V層の調査。 G- I -19, 20区m-

V層の調査。早期の集石，晩期の土坑の調杏。 27日で 2年度の調査終了。

平成 3年 4月

16日より平成 3年度の調査開始。 H-13, 14区m層の調介。 G- I -13, 14区V層の調

壺。 G-J-15-16区IV, V層の調査。

平成 3年 5月

G -J -13-16区V層の調査。 G-I -13, 14区¥I層の調査。 G-J-13-16区¥ll層の調

査。 vll層卜面で H区が馬の背状に延び， G区及びH区へ傾斜している c

平成 3年 6月

G -J -13-16区¥'[層の調査。遺物の出土は少ない。 3, 4日河口貞徳先生現地指導0 10 

日で榎崎 B遺跡の調査をすぺて終了。
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第 II章位置と環境

第 1節地理的環境

榎崎 B遺跡は，鹿屋市郷之）京町榎崎に所在し，高隈山系より流れる高須川左岸に広かる化岡

台地と呼称される火111灰砂（シラス）台地東北端に立地する。

鹿屋市は，九州南東部の大隅半島中央部に位置し，半島の政治，経済，文化上の中心として

の機能を果たしている。鹿屋市は，『和名抄』によると，始罹郡の鹿屋郷と野裏郷に比定さ

れ，地名の由来は，カヤが密生していたため，「カヤ」と呼ばれ，後に「カノヤ」にむ訛した

ものともいわれている。市の東北部には砂質岩，泥質岩，花岡岩よ［）なる lOOOm級の高隈111系

が，西南部には安山岩，溶結凝灰岩よりなる 700~soom 級の肝属山系が連なるが，そのほか大

部分において発達したシラス台地が形成されている。囮側は鹿児島湾に接している。

シラス台地は，南九1'1-1に一般的にみられる地形で，約22,000年前に始良カルデラから噴出し

゜

・"' 
/
 

二シラス台地

二低地（河川を含む）

第 2図 周辺の地形分類図と縄文晩期の遺跡
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た火砕流堆積物によるもので，生産性の低い上壌にもかかわらずサツマイモや落花生を主とす

る畑作地帯となっている。本地区の台地は，閾須JI!, 肝属）II, 串良川による院析の結果，大小

さまざまなシラス台地に分断されたが特に西から鹿屋原，笠野原・永吉の三台地は大規模であ

ることで知られる。なお，これらのシラスは数lOOmもの堆積があり，滞水層に達するまで薮

lQmを要するため，本格的に畑作地帯として利用されるようになったのは，畑地灌漑事業によ

り，ダムによる台地の灌漑が進められるようになった昭和期以降のことである。それ以前は水

の供給は不便をきたし，鹿屋市の東隣りに位置する串良町の土持堀の深井戸（県指定）の例に

みられるように数lOmの井戸を掘り，牛を使って汲み上げるなど大変な労力が必要であったと

思われる。

榎崎B遺跡が存在する郷之原町は鹿屋市の西北部に位置し，北側は高隈山系が連なり高須川

により深く浸食された丘陵地帯となる。南側は高須川低地，上記の鹿屋原台地の西側に当たる

浸食の進んでいない花岡台地となる。榎崎 B遺跡は花岡台地の東北側緑辺に立地し，西側を高

隈山系を源とする高須川が東南方向へ流れる。標高約110-lZZm, 川との比高約30mで，急崖

となる。西側300mの対岸には西丸尾遺跡が存在している。榎崎 B遺跡と小谷を挟んだ東側に

榎崎A遺跡が存在し，標高約106mの南側に舌状に伸びた丘陵の末端に立地する。

現在，遺跡周辺は，国立鹿屋体育大学が1981年に開校したことに伴い，市街地化が進行しつ

つある。

第 2節歴史的環境

鹿屋市内の遺跡は，昭和50年には18カ所を数えるのみであったが，昭和58年には83カ所と急

増，現在約200カ所を数える。これらの中には，発掘調在されたものも少なくない。鹿屋市内

の主な遺跡を時代を追って概観する。

旧石器時代

鹿屋市内を含めて大隅半島ではこれまでこの時代の報告が少なかったが，最近発見されつつ

ある。榎崎A遺跡では，細石器文化期の遺物が，また西丸尾遺跡では，細石器とナイフ形石器

文化の両文化層の礫群遺構と多くの遺物が検出されている。約17,000年前の P17火山灰より下

位に検出されたナイフ形石器文化には，尖頭器が共伴しており，注目されている。

縄文時代

草創期の遺跡としては南町の伊敷遺跡が著名である。薩摩火山灰の下部より，隆帯文土器と

石斧が検出された。西丸尾遺跡では 2基の礫群と 1基の配石遺構が検出され，後者は脂肪酸分

析により墓の可能性が高いと分析されている。

早期になると，上楠原遺跡で前平式土器，手向山式に類似する押型文土器，塞ノ神式土器と

集石が，岩之上遺跡で，石坂式• 吉田式土器と集石 6基が，打馬平原遺跡で，土t廣6基，集石・

27基と，石坂式・吉田式• 前平式・押型文土器・塞ノ神式土器や各種の石器が出上している。

谷平遺跡では，集石 2基，土塙 l基，各種の土器が出土している。前畑遺跡では，多くの集石
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遺構とともに平棺式上器（壷形を含む）

石遺構や遺物が出土している。

の単純遺跡の調査がなされている。榎崎A遺跡でも集

前期の遺物が出土した主な遺跡として，神野牧遺跡，榎田下遺跡，中ノ原遺跡，榎木原遺跡

があげられる c それぞれ曽畑式土器，集石 6基と轟式・曽畑式系統の土器，集石 3基と轟式系

統の土器，曽畑式土器が出土している。

中期に該当する遺物が出土した遺跡は今のところ発見例が少なく， 県内他地域の傾向と同様

であるが，榎木原遺跡，榎日下遺跡，前畑遺跡，飯盛ケ岡遺跡等でわずかながら検出されている。

後期になると榎田下遺跡で市来式土器が，中ノ原遺跡で指宿式・市来式・西平式土器が，榎

木原遺跡では，岩崎上層式・市来式土器等が出土している c 昭和54年の鎮守ケ迫遺跡の調査で

は， 主として指宿式土器が出土している。なお， 柴立遺跡・小薄遺跡は， この時期の遺跡とし

て知られている。

晩期の遺物が出土した遺跡としては， 上祓川遺跡群の丸岡・水ノ谷遺跡，宮の脇遺跡，榎木原

遺跡， 中ノ原遺跡， 中原山野遺跡等があげられる。水ノ谷遺跡では上加世田式土器の時期に比定

される 6基の円形竪穴仕居址や黒川式上器にともなう孔列土器の他多くの石器， 土器が検出さ

れ，榎木原遺跡で入佐式・黒川式土器を， 中ノ原遺跡で入佐式土器を中心として出土している。

上記のとおり，

となっている。

弥生時代

鹿屋市には縄文時代の遺跡が多数存在し， 本県における重要な情報提供地域

水の谷遺跡，榎木原遺跡では前期から中期にかけての資料が検出されている。特に板付II式

に比定される壷や亀ノ甲式の甕，榎木原遺跡ではさらに西瀬戸内の影響を思わせる縦位突帯を

持つ壷なとは大隅半島における当時の状況を把握するために大切な資料である。王子遺跡は中

期末から後期初頭の大集落として全国に広く知られている。中ノ丸遺跡では中期末から後期初

頭にかけての竪穴住居址や円形周溝遺構が検出され，

構，遺物が検出されている。高付遺跡では中期から古墳時代にかけての河内・瀬戸内・東九州

地方の影響を考えさせる資料が出土している。

中ノ原遺跡， 前畑遺跡でも本時期の遺

古墳時代

大隅半島の志布志湾沿岸や肝属川流域は． 高塚古墳や地下式横穴の本県における分布の中心

地となっている。鹿屋地方では， 西祓川町の円墳 3基と， 短甲と衝角付冑が出土した地下式横

穴， 野里町の円墳 3基，岡泉 B遺跡の円墳 3基，大浦町の地下式横穴が知られるっ本時代の生

成川式土器を主体とした早山• 宮の脇遺跡，計這跡として 1よ， 上原遺跡，俣刈遺跡，鶴羽遺跡

等か知られる。

歴史時代

平安時代の遺物が出土した遺跡として，飯盛ケ岡遺跡，榎崎A・B遺跡，宮の脇遺跡等があ

青銅製の帯金具が出上し古代官位制を示す貴重な資料として注目げられる。宮の脇遺跡では，

されている。中ノ原遺跡ては中世から近世にかけて， 中ノ丸遺跡・川ノ上遺跡では近世の遺構

- 9 -

r--
！
 

＇ 



遺物が検出されている。なお．南北朝から戦国時代にかけての山城が多数存什している。

一般国道220鹿屋バイパス路線内の遺跡

昭和53年に計画された鹿屋バイパスの建設にともない，調在は，昭禾□51年の第一次分布調企

を皮切りに玉子・地区，大浦・郷之原地区，白水地区の調企を経て，平成 4年 6月の西丸尾 B遺

跡の調査まで連綿と続けられた＾その桔果，王了遺跡を始め次々と貴重な遺跡が調介されるこ

ととなり｀鹿歴地区の歴史の鮒明に大きく頁献している~それらの詳細については前段に五じ載

してあるが，各時期の遺構．遺物か検出された複合遺跡が多いことも注目されよう。なお．引

き続き古江バイパスの建設が叶画され分布調杏も行われている。
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第 1表周辺の遺跡地名表(1)

No 遺跡名 所在地 時代 遺物 備考 参考文献

1 紫 立花岡町柴立 条亀（後） 条痕文，メンコ，;:t線文
2 小薄町遺跡群 小薄町，有武町篇牧町 i 縄（早•前・後）凸

3 上祓川遺跡 l則II,上楠「原，丸佃，水の谷 縄草 1没・晩弥籠中古・歴土器片• 石器 17 

4 日 ケ 城 跡上祓川町芝原日ケ城 南北朝・戦国 21 

5 楠 原上祓川町楠原 古 土器片 ， 6 

6 芝 原＇載川芝原 占 土器片・里曜石•石斧 6 

7'大 窪卜戚川大窪 縄（後）～古土器片 I 

8 Ll」 外 森上祓川山外森 古・歴 土器片・石包丁 I 6 

9 瀬戸城跡祓川町湘戸口 鎌貪・南北朝 ， 

10 石 仏 頭中祓川町石仏頭 弥・古 土器片

11'長 谷 城戟川長谷 鎌倉～戦国 i ' 

12 鹿屋一谷城跡西祓JI[ll!J -ノ谷 ，南北朝初期～戦国

13 中 野蔽川 弥（中）・古土器片• 石斧

14 堀之牧遺跡群中祓川町堀之牧 弥（中）・古 土器片

lS 神 野 牧西祓川町神野牧 縄（罰・後・晩） 土器片•石器・石匙 28 

16 薬師堂の古墳西祓川町下中原飢 弥（後）・占 成!II 円墳 3基 ， 
17 西祓JI[地 F式横穴＇両祓川町井之上 5世紀半ば以前（推定） 短甲．衝角付胃 止上品のみ彫踪附利41・3・31

18 西祓川西祓川町 縄～古 土器片 I g 

19 王 十王子町王子 縄・弥（中）・古土器片 中期集落跡 I 9 

20 打 馬打馬町 古 土器片 ！ 

21 平 原 古 墓打馬町平原 5基の墓石と五輪塔〗甚

22 打馬平原打馬町平原 縄（早）・弥・近土器片• 石器 近世菓 2基 24 

23 , 榎 田 ド大浦町榎田下 縄（前・後） 11 

24 I大 浦大浦町 縄（早）・古 縄文土器 地下式横穴

25 耳取ケ丘大浦IIIJ耳取ケ丘 土器片 I 

26 I並 校大浦町並松 縄 石斧 l 
27 コラケバノケ大浦町コラケハ！ケ 縄 土器片

28 中 ノ 原大浦町中ノ原 縄 大 8京帝大発掘

29 中 ノ 原大浦町中ノ原 得詞～晩I,弥（口呵透泄，土器片• 石器 11, 13 

'30 郷-- 之 原郷之原 縄・古 土器片・石器 ， ＇ I 

31 中 ノ 丸大浦町中ノ丸 弥（中）・近世 ! 11 

32 川ノ上大浦IBJ松橋川 J上 近世 供蓑塚 2基 I 11 

33 中 原 11」 野郷之原町中原山野 弥（中) I 13 

34 航 ，kill 郷之原町前畑 縄・弥（中） ， 13 

35 i飯 盛 ケ 岡上野町飯盛ケ岡 1 希罷・弥・古• 平 63, 元年調査

36 榎 崎 A 郷之原町榎崎 i 旧・縄• 平 63, 元年調査 15 

37 1 裔 僑卜野町 弥・古 土器片

38 I榎 崎 B 郷之原町榎崎 I 旧・縄• ・r , 2, 3年調査 ， 

39 酉 丸 厄白水町酉丸厄 旧・縄～平 ! '16 

40 西 丸 尾 B 白水町西丸尾 縄（早） ↑喜塩万旦:タイ／ぐの 3年確認調査

41 白 水 A 白水町 古・歴 土師器・成川式 古江ハイパス分布

42 萩ケ峯 Al白水町 古・歴 上師器・成川式 I古江バイパス分布

43 萩ケ峯 B 白水町 古・歴 土師器・成川式 古江バイパス分布

44 白 水 B 白水町 古・歴 土師器・成川式 占江バイパス分布 I

45 山 ノ 士. A 小野原町 古・歴 土師器・成川式 古江ハイパス分布 i

16 山 ノ 上 B 小野原fill 古・歴 土師器・成川式 古江バイパス分布

47 宇 戸 平！小野原町 縄（早） 塞ノ神式 i古江ハイパス分布

48 千 場 I白水町 縄（晩） 土器片 I古礼バイパス分布
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第 2表周辺の遺跡地名表(2)

・・i'i・・o ・-+--I 遺跡名 所在地 時代 遺物 備考 参考文献

19 石 鉢 ク口ミ A 古里町 古・歴 土-師--器・成-川式 古江バイパス分布

5一寸,ー 古里町
|―----一• ' 

c,() 石 鉢 ベ[1 古・歴 土師器・成JI!式 古江バイパス分布

51 1I 1 里 A 古里IHJ 古・歴 土帥器・成川式 1古江バイパス分布

52 占 里 B 古里町 古・歴 ，土師器・成JI[式 古江ハイパス分布

53 古 里 古里Ill」花岡中敷地 縄（後）・弥・古 土器片

54 L俣 刈 海 道 町 俣 刈 迫 縄（早・後・晩）・古 成川A他 19 

55 本 戸 u 海道fl!J本戸u 縄 （前） ・古

56 : 帖 木 ケ 尾古里llfJ枯木ケ尾 弥・古 須恵器・成Ill式

57 鹿 屋 城 跡 北田町 鎌倉初期～南北朝 I 
' 

58-'古--
_~,,I_ J 城 跡 古前城町 鎌倉中期～南北朝，

59 久 J註ビムヽ 城 跡 西原町 南北朝初期～戦国

60 寿
,. 

丁 目 寿 古 土器片/ ;  

--•• 
-61 ! ' 白 崎• 印11奇Jiff 十LJ 土器片

62 臼崎 城 跡，臼崎圃J 南北朝・戦国 I 
- - . ← 

63．十1万着 二 丁 田目 晶＿Fl＿ 田町 -+----
1ヤ1 土器片

64 寿 寸11- I土謡片

65 匪尼古城跡 祈生町 南北朝初期 弥牛上器 完消

66 的 付 白 崎 町 弥 牛 団 地 弥（中）～占 土諾片• 石蝕―「 18 

67 老 神 Ill崎町老神部洛
： 

歴
I 

68 野 里 I」、 西野里町 縄（早• 前）・古 土器片
ーー 、

69 小 野 原 小野原町 古・歴 ，土器片 隻洛遺跡

70'荒 平 城 跡 天神町 南北朝・戦国

71 大 津 野里町 弥・古 土器片

72 野 里 城 跡 野里町 戦国

73 大 畑 平野単町 縄～古 石坂式ほか i 25 
-- ---

← 74)L 両小野原町 古.I!/' 十器片・鉄滓

7S 天 神 天神町 古 上器片

76 1Jヽ 牧 城 跡 野里町［凶］泉 南北朝・戦国

77 門 の占墳野里町1826-1 占 円墳 3基 ！ 

78 両 泉野甲町岡泉 縄～歴 土器片 i26,27 

79 協l 泉 B 野里町岡泉 弥・古 土謡片 円噌 3基閉利63年度調脊

80 右'" "-7 ， 上 高須町岸之ト 縄 石坂• 吉田式 ， 22 

81 横 ILL 2 横LIJIHJ 古 土器片

82 横 山 ］横[[[町 古 土器片
'--―--ャ,__ - -

83 佃］ 厄 横ILL町岡元 弥・占 上器片・石斧

84 i横 山 城 跡横山町横山 I 南北朝・戦国

85 横 山 3, 横山町
I 

占 i十器片

ー 86，谷 半 横llJ町 ， 縄（早）・占 土器片 住居址 29 

87 松 の 岡 横 山lllJ松の岡 古・歴 1土器片 仕居址・陪利24年調査
-

88 霧 島 ケ 丘霧島ケ丘公園 縄 吉田・塞ノ神 A式 昭和59年度より調査

89 キ 夕 Jヽ イ 向須町キタハイ

90 立,.→ 神 高須町立神

91 下 両 原 浜田町下西原

92 I榎木 1東・掛平 高須町榎木I原

93 浜 83 城 跡浜田町

旦':!r切須古城跡高須町高須

戸 ―

＇ 

95 高 須 城 跡 I高姐町高須

！ 弥 （後）・古 I 土器片• 石器

縄（後・晩）・古・歴 ＇土器片・肖磁•石斧

i 弥・古・歴 成）II式・青磁

縄～歴 土器片 住居址 )1} 12・14 

! 南北朝・戦国
.. 

南北朝以陥 I 

I 南北朝・戦国
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第m章遺跡の層位

遺跡は鹿屋原大地の縁辺にあたり，高隈山から伸びる丘陵末端に位置する。調査区域は東西

に長く約400mの長さである c すぐ東側には比高差約30mで高須川が南流しており．急崖と

なっている。また西側には開折された小谷が形成されており，土層の堆積の状況にも微妙な違

いがある。

遺跡の基本的な層位は以下のとおりである。

I層…表土

II層…黒色土。粘性はほとんどない。削平を受けており

残存している部分は少ない。

I11層..・暗黄褐色土。柔らかく粘性はない。上部には開聞

岳起源の紫ゴラが点在している部分もある。また
ー

II 

a
 

III 
9 0~o 。。。 ，． 

b
 

下半部には池田カルデラ起源の軽石が多く混在し

ている。上半部 (illa) を中心として縄文時代晩

期の遺物が多く出土した。

w層…黄褐色土。喜界カルデラ起源のアカホヤ火山灰に

対比されるもので，下部には軽石• 砂粒を含む。

県下各地に認められ， B P 6300年の年代が知られ

ている。

W

V

 

vl a 

vI b i:::::::rn]:m 11:l:::l:l:~::~!]:l:f :::::!f :~:l 
: : t:fJtf f ff :fJfa 

vu 

珊

~ ． ．．．． ．． ・ロrnt@rn::m::i:m:::::
IX li?JiJiJ=If f Jj{f f予r

; i=<t:r:tttrrttt>: 

V層..乳白色土。軟質であり枯性もある c 縄文時代旱期

の遺物包含層である。

汀層・・・黒褐色土。硬く締まっており粘性もある。下半部

nJ b層）には黄白色火山噴出物がみられる。こ

れは桜島起源の薩摩火山灰と呼ばれるものであり

B P 11000年の年代が知られている。

＼削晉・・・茶褐色粘土。地点により粘質の度合いが異なるが

一般的に粘性は強い。場所により色調の違いがあ

りa' bに分けられる。細石器文化の遺物包含層

である。

珊層•••黒褐色硬質土。上部は黒褐色の硬い土であり．下

部は軟質の明茶褐色土になる e 上部には赤褐色で

粒の細かい軽石粒が点在している。これは桜島起

源の P17心 lと推定され， B P 1万7千-8千年の
し，t2,

年代 が測定されている。

第 6図 基本土層柱状模式図 IX層…砂礫層。ヌレシラスを基調にしたものである。
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¥Il層と VIII層の間には，黄色砂礫や黄橙色パミス・軽石が見られる部分がある。これは高須川

に近い部分で 1区から 12区にかけて堆積しており， IX洒の二次堆積と判断される。

またVII層上面も自然作用によると思われる起伏が著しいものであり，それがVI層の堆積によ

り平坦化していき， m層面ではほぽ平坦な地形となっていく。

本遺跡の層序は，高須川を隔てて相対する西丸尾遺跡の層序と基本的に同様であり，遺物包

含層及び出土遺物も近似しているっ

注 1)' 成尾英仁 1992 「西丸尾遺跡の地質と火山噴出物」『西丸尾遺跡』鹿児島県埋蔵文化

財発掘調査報告書(64) 鹿児島県教育委員会

注 2)' 小林哲夫 1989 「桜島火山の初期活動と年代」『火山』第 2集 Vol 34 2 130 
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第W章細石器文化の調査

第 1節調査の概要

旧石器時代細石器文化の存在は，昭和62年度の確認調査の段階において確認されていたが，

その広がりは明らかではなかった。そのため縄文時代早期の調査と並行して下層確認を行った。

調査の結果，細石器文化の遺構及び遺物は調査区域の西側である 6区から15区にかけて，検

出された。この区域は台地の端部であり，すぐ西側には比高差約30m下に高須川が流れている。

出土層はサッマ火山灰の下に位置する第V[層の茶褐色粘土層である。ただし，この層の堆積面

は複雑な地形を形成している。付図 3にコンタ及び遺物出土分布を示しているように， 7・8 

区は，深い谷とは逆方向の東南方向へゆる＜傾斜していき， H-9から G-10区に深い凹部が

形成されている。また同様の円形の凹面は H-10区と 11区の境にもみられる Q さらに H-12区

から H-15区にかけては馬の背状に細長い平坦部が伸びるが，その北側及び南側には谷状にな

る。特に I-11-13区は急傾斜の凹部となっている。出土遺物は 7・8区の北側と 9・10区の

凹部そして11-13区の急傾斜地に多く認められ，その他の11-15区の平坦な部分は少ない。平

面的な出土分布よりおおきく 3ケ所の石器集中区域（ブロック）が識別された。出土石器には

細石刃が最も多く，他にスクレイパー・細石刃核• 石斧．磨石・敲石・石核などが出土している。

遺構としては 9基の礫群と，ピットが集中しているピット群が検出されている。

第 2節遺構

細石器文化の遺物が多数出土している区域は，調査域の西端部であり台地の縁辺に位置して

いる。遺物の平板実測を随時行いながら掘り下げを進め，遺物量が少なくなった下部で礫が集

中した部分が確認されたため，それを礫群として取り扱った。また礫群を残したまま周辺を掘

り下げた結果，粘土層の下層である黄褐色土層上面で，粘上層の落ち込んだ直径の小さいピッ

トが集中したピソト群と考えられるものが確認できた。

1. 礫群

計 9基検出された礫群は，緩く傾斜している部分に，弧状に並んで検出されている。礫は高

須川に転在する砂岩・頁岩やそれらが熱変成を受けたホルンフェルスが使用されている。各礫

群は明瞭な掘り込みはないものの，礫の集中度は強い。形態的には 3類に分けられる。

A類…ほぼ円形に礫が集中しているもの (1. 2. 4. 5. 7号）

B類…傾斜方向に流れたように楕円形を呈し，やや散在するもの (3. 6. 9号）

c類…礫が円形の輪状に並び，囲まれた内部は礫が少ないもの (8号）

以下番号に従って説明を行う。

1号礫群

ほぱ円形に礫が集中しており，長径 X短径は110X90cmである。他の礫群と同様明瞭な掘り

込みは認められない。熱を受けたためと考えられる赤化したものや，破損した礫が存在してい
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戸――

る。礫の大きさは径 8-15cm程度である。礫の舘数は62個であり，そのうち完形礫は27点で他

は割れあるいは破損した礫である。

2号礫群

長径x短径は110cmX 120cmと比較的規模が大きいものである。礫の大きさは 1号と同様であ

り径 8-15cm程度であるが，熱を受けたためと思われる割れやビビが認められる礫が多いc 礫

の総数は112個と礫群の中では最多であるが，完形礫は36個と少なく破損した小破片が多い。

これらの破損礫は多く接合している。

3号礫群

礫は比較的散在した出土状態であり，長径X短径は160cmX 100cmとやや梢円形を呈する。礫

の大きさは 1・2号よりやや大きなものも認められるがほぽ同様である。礫の総数は59個であ

り，熱を受けたためと思われる割れ，ピビのある礫が多い。完形礫は28点であり，破損礫は多

く接合している。

4号礫群

長径x短径は70cmX 60cmと規模は小さいものの，礫の集中度は高い。礫の総数は33個であ

る。この礫群は切り取り持ち帰っている。

5号礫群

礫群の中で最も小さいものであり，長径x短径は50cmX40cmである。 4号礫群の南西側に近

接して検出された。礫の総数は12個であり，そのうち完形礫は 6点で，残り半分は熱を受けた

ためと思われる破損礫である。

6号礫群

調究区域の最も北側に検出された。長径x短径は140cmX 60cmであり長楕円形状を呈する。

この付近は南側にゆる＜傾斜しており，傾斜方向に長軸があることより一部の礫が流れたこと

が予想される。熱を受けたためと考えられる礫の赤化が多く認められる。礫の総数は44点であ

り，そのうち完形礫は38点と高い割合である。

7号礫群

長径x短径は130cmX85cmであり，礫の集中度は高いが傾斜地にあるため低い方へ若干散在

して広がっている。礫の総数は54個で，そのうち完形礫は24点である。

8号礫群

他の礫群とは形態が異なるもので，礫が円形の輪状に並び囲まれた内部は礫が少ない。長径

x短径は100cmX 80cmで，石囲いの部分の大きさは70cmX 50cmである。礫の総数は27個で，そ

のうち完形礫は23点と最も多い値である。礫の重量組成でも軽い小片はない。

9号礫群

ピノト群の西側に位置しており，これ一基のみ離れた位置にある。散在した礫の分布であり

長径x短径は160cmX 120cmである。礫の総数は41個で，熱を受けたためと思われる割れ礫が多

く，完形礫は12点である。
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2. ピット群

1日石器時代のピ J 卜は， H-7・8区を中心とする15個のピソト群（以下 A群）と I-8区

からの 4個のピット群（以下 B群）を発見した。

A群はピ J 卜8 (以下ピノト=P) 付近の比較的平坦な場所から， p 7や P12の北東の方向

に緩やかに傾斜している地状に位置する。 B群は P17の平坦部の高位置から北東及び南東に緩

やかに傾斜しなが P16や P19へとつづく傾斜面に位置する。 A群と B群の位置関係は小谷の基

部の凹地を挟んで約 6-7mの距離に位置する。

これらのピゾトは，第¥ill層（暗茶褐色ローム層，通称チョコ層と呼ぶ旧石器遺物己含層）を

剥いだ第illI層（茶褐色ローム層）面で検出したが，掘り込み面は第¥ill層と判断した。ピ y 卜は

小型であることやピノト検出面の第VIII層とピノト中の埋土の色調が類似していることから，

ピ゜ソト中の埋土の掘り出し作業過秤において掘り過ぎが懸念されたので，各ピノトの平面形状

を確認した後， ピ／卜の掘り方の形状や深さ， ピ J 卜中の埋上の状況等， より正確なデータを

得るために半裁して確認した。

その結果， ピノト中の埋土の堆積状況やピソトの掘り方，壁などの境は比較的容易にとらえ

ることが可能であった。各ピノト中の埋土は第¥ll層を埋上とするが，なかにはピソト 12・13・

14のように，第vll層と第,m層が混在した埋土のピットも確認した。

ピ J 卜は，検出面ての平面形は円形及び楕円形を呈し，径14cm-34cm (P 15は例外として）

を測る。深さは浅いもので p10の 6cmから最も深い P17の50cmであった。また，各ピ j 卜の掘

り方の形状にはいくつかの特徴がみられた。ピゾトの平面径の大きさに比べ深さが浅く底面は

弧I犬を呈す P7・10・16・19, 掘り方が斜めで深さが深く底面は弧状を呈す P5・11・13・

14, 掘り方が垂直と斜めの組合せで底面は弧状となる P1・2・3, 掘り方が垂直で底面は平

J□ となる P4・6・9・18, 2段掘りの P6・8・9・10・12・15・16の 5種類に分類してみた。

これらピノトは，前述したごとく A群と B群の 2つの群に別れ， A群は縦 7m, 横 5mの範

囲に15個のピ！卜がまとまって検出されたo B群は 5m四方に 4個のピソトが検出されたかピノ

トの配置から北側の調査範囲外に広がるものと予想される。ここではA群について述べてみたい。

A群のピノトの性格としては，他の調壺区に同様なピ）卜が発見されないことやピノト中の

埋土の状況．規模，深さ，掘り方の形態から人為的なものと判断し，旧石器時代の平地住居の

柱穴遺構と想定している。

なお，これらピノトには，いくつかのピ j 卜間について共通性が見られるものの，全体的に

まとまりに欠けており，円形又は方形の建物，特に一棟の建物を想定した場合，ピソトの配置

に確かな関係性を見い出すには根拠に乏しく．崩易な掘立柱を持つ建物遺構を想定するのが妥

当と思われる。

今日，旧石器時代の平地什居跡としては，「はさみ山遺跡」（大阪府），「ガガラ遺跡」（広島

県），「椎木Ill遺跡」（福岡県），「下城遺跡J(熊本県）が知られている。しかしながら，その

評価についてはいくつかの問題点が指摘されている。

-25 -



第 3表 細石器文化ピット一覧

浅 し、 （`、木グ し＼

I 

汀 lli六 V ＼ p I t 長径x 平面 深さ
番号 短径 形状

(em) (cm) 

径の大きさに 掘り方が斜め i掘り方が垂直 掘り方が垂直 2段掘り
くらべ深さが で深さが深く と斜めの組合 で底面は半担
＆く，底血は 底面は弧状 Iせ，底面は弧
弧状 状

I 

1 38X34 円形
. . . . . . 

' ＇ 35 : . . . . . . 
. . . . . . 

2 32 X 21 楕円形 28 
： 

. . . . . . 

. . . . . . 
3 26 X 26 円形 19 . . . . . . 

. . . . . . 
4 21 X 20 円形 28 

＇ 
. . . . . . 

： . . . . . . : 

5 30X24 楕円形 30 , . . . . . . i 

i 1 
25,27, ＇ 

．．．． 

6 18X 16 円形
. . . . . . . . . . . . 

A ．．．．．．．．．．．． 

7 16X 14 円形 10 ! I・・.... i . . . . . . I 

.'. . . . 
8 35X22 楕円形 20,40 i •••••• 

， 27 X23 円形 25,401
. . . . . . . . . . . . 
. . . . . . . . . . . . 

.. ―. --・-------" -- . ー. . . . . . . . . . . . 
群 10 21 Xl4 楕円形 6, 10 ！ . . . . . . . . . . . . 

11 21 X 18 円形 21 ］ i ••••••••••• • I i t : I .... : 丁
12 23X20 ドj 升~18, 35 . . . . . . 

--

13 I I 18 X 18 円形 19
！' ．．．．．． I . . . . . . 

---+-!111,. •372 6X30 円形 2:,15! I 1 -

； . . . . . . 
i . . . . . . 

—• l 

X40 楕円形 24,
...... 
. . . . . . 

-
， . . . . . . 

16 45X38 楕円形' 15 i 

B 30X23 楕円形 ,20,50

......・+ ' '-—, - ’ I ！ 

．．．．．． 
17 . . . . . . 

ー・ ・-・・--・・・-・・・ 

群 i18 21 X 21 I「]形 25 
．．．．．． 

i 
．．．．．． 

．．．．．． 
19 18Xl7 円形 13 •••••• i j 
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3. 遺物の集中（プロノク）

細石謡文化の遺物包含量である第VIL層茶褐色枯土は，堆積している向の状態が単純な平坦血

ではなく，自然作用によると考えられる円形の凹地や急傾斜を有する谷状の地形が，複雑に入

り組んだ状況で堆積している。第¥Il層の遺物は，そういう地形に関連して谷状の区域や凹地に

茉まった部分や，地形とは関係なく集中した部分や逆に疎になった部分などがみられた。

遣物の平面的な分布状況から 3カ所の石器群（ブロ／ク）が識別された。北西から A・B・

Cブロックと呼称する。

Aブロック

G·H•I-7·8·9 区の南方向へ緩く傾斜した部分に分布するもので， H-7•8 区に

遺物が比較的集中した部分がみられる。ピ｝卜群及び全ての礫群を包括している。総計848点

の遺物が出土しているが，南西部は遺物が点在する程度の疎であり終結に近いと思われるもの

の，北東部は遺物の出土状況からまだ北側ヘプロノクが伸びているものと考えられる 0 石器組

成は細石刃 (129点），細石｝）核 (19点）磨製石斧 (2点），の他磨石・敲石・礫器・石核など

が出土している。使用されている石材の大部分は黒曜石であり，苔干の頁岩• 安IIJ岩がある。

また Aブロソクについては遺物分布の状況からさらに細分できうる。 I-11区で 6砂礫群より

北の部分 (A1ブロソク）， H-7・8区及び l-8区部分 (A2ブロソク）， H-9区で南

西に傾斜している部分 (A3ブロ、／ク）， 3号及び 2号礫群から東側に傾斜している部分 (A

4プロ I ク）， G-7区で 9号礫群の南西部のまとまり (A 5ブロ I ク）， G-8区で 1号及

び8号礫群を含む部分 (A6ブロ y ク）に細分できる。各小ブロ J クの遺物数は A 1ブロ／ク

ヵヽ ら順に， 142点， 482点， 94点， 88点， 16点， 18点となって、しヽ る。

ところで， G-1-8区の 9区境の 2m幅の部分は，屁囲より遺物が少なく空白状況になっ

ているが，この部分は初年度調査に於いて，旧石器時代遺物の確認トレンチを設定し調在した

ものであり，遺物が遺漏された可能性を否定できない。

Bブロ、／ク

I -11・12・13区と H-11区東側の部分て谷状に東方向へ急傾斜した地区である。遺物はそ

の傾斜部から多く出土し，系合計336点出十している。このプロ J クは出十状況からさらに東側

の調査区域外へ広がるものと考えられる。石器組成は細石}) (9点），細石ガ核 (2点），礫

器，石核などである。使用されている石材は黒曜石を主体とし，安山岩，水晶などがある。

Cブロック

G-9区南側から G-10-13区にかけてと， H-10-13区南側の部分を一括した。この中で

集中する部は G-10区の凹地にかかる傾斜部てある c 遺物は凹地の南側に多く， Aブロ／クの

流れ込み部とは凹地の傾斜方向が異なり明確に区分できる。 11-13区は比較的散在している。

出土遺物の総計は392点である。石器組成は細石刃 (23点），細石刃核 (12点），部分磨製石斧

(1点），磨石・敲石，石核などである。使用されている石材は里曜石が主体で，他に頁岩，

砂岩などがみられる。なお，このブロノクの黒曜石には特殊なものが含まれている。

-29 -



第 3節

1 . 石材

出土遺物

第刈層から出土した遺物の石材は， その大部分が黒曜石である。各石材の出土量と分布につ

いては遺物の大部分が主として黒曜石の刹片あるいは破片であり， わずかにチャートと少量の

水晶や石英が詫められる。また特定の礫器や磨石・敲石などに砂岩や頁岩などが使用されてい

る程度である。

黒曜石は全て同一産地のものではなく，多種の特徴的なものが認められ， 肉眼による観察で

は数種類に分けることができる。以下の区別は色調，風化の程度，不純物の量，

度合いなどの特徴によるものである。

ガラス光沢の

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

 

薄黒色あるいはアメ色を呈し， ガラス光沢は弱く不純物は極めて少ない。

黒色で透明感があり， ガラス光沢は強く不純物はほとんどない。

青灰色を呈し風化によりガラス光沢はないものの，中はガラス光沢があり不純物はない。

黒色で，風化が著しくガラス光沢はなく，消し炭状を星し，不純物は少ない。

薄里色で透明度が強く， ガラス光沢も強いが不純物が多く混在する。

黒色で透明感はなく， ガラス光沢が強く，不純物が多く混在する。

乳白色と薄黒色がシマ状になる。 ガラス光沢はあり，不純物が多い。

以下の里曜石を肉眼的に原産地のものと比較すると，①は大口市桑ノ木津留産に類似するも

のの色調及び自然礫皮面の状況は若干異質であり，現在のところ特定できない。②は佐賀県腰

岳産のものに類似しており，③は長崎県針尾産のものに類似している。④は独特の風化の特徴

などより樋脇町上牛鼻産（もしくは市来町今木場産）と判断してよい。⑤は鹿児島市三船産

に，⑥は大口市日東産に，⑦は大口市狸々産の黒曜石と推定される。ただし，

察によるものであり，化学的分析による検討が必要である。

これは肉眼的観

これらの黒曜石の分布についてみると，黒曜石①，⑤，⑥はほぽ全体に出土しているものの

黒曜石②，③は Cブロックに特徴的に分布しているようである。

2. 出土遺物

細石刃

総計162点出土した。 Aブロソクから129点， Bブロノクから 9点， Cブロックから23点出土

している。出士分布は第14図に示している。各ブロックの総遺物数からの細石刃の比率は， B
 

プロソクが2.6%, Cブロノクでは5.8%であるのに対し， Aブロックでは細石刃の比率が約15

％と高い。 Aブロックの中でも特に A1ブロソクと A4ブロックの割合が高く，各々の比率は

19%, 18%となり， 出土遺物の約 2割は細石刃となっている。

使用されている石材は 1点の頁岩製を除くと，他は全て黒曜石製である。黒曜石の大部分は

前述した黒曜石①であり， 2点の黒曜石④と若干の黒曜石②及び③が混在している。石材とブ

ロソクの関連で注目されるのは，

られることである。

色調が特徴的な黒曜石③によるものがBブロソクのみに認め
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細石メJは剥がされた状態のままの完形，打面のハルブを折り取った中尾部，先端のヒンジし

た部分を除去した頭中部，打点と先端を除去した中間部に分けられる。また，短くして使用す

るために，頭部・中間部・尾部と分割することも知られているが，除却と分割の区別は困難な

ため打面のあるもの，先端部のあるもの，両方ともないもので区別し，頭部，中間部，尾部に

区別した。

162点の内訳は，完形18点，頭部52点，中間部53点，尾部39点であり，頭部と中間部がほぽ

同数みられる。これらのうち，側縁に微細な小剥離痕が認められるものがあり，使用痕の一種

として考えられる Q 使用痕か観察されたものは全体で計36点あり，各部位では完形 3点，頭部

6点，中間部20点，尾部 7点に認められた。中間部のものの使用痕が多数を占めていること

は，細石刃を分割して各々を使用するというより，むしろ打面及びハルブの除去，そして先端

部のピンジした部分を除去したと考えた方が，本遺跡では妥当性がある。

細石}jの長さ及び幅の計測グラフは第17図に示した。長さは 8mm以上10mm以下のものと， 6 

mm以上 8mm以下のものが多く，幅は 4- 6 mmのものが多い。使用痕の認められるものの長さは

8-14mmのものが多い。

本遺跡で出土した細石刃のうち，完形品や頭部の打向が残存するものについては，頭部調整

はほとんど行われていない。そのため打面近くの平面形は四角形を呈している。打面も平坦で

広いものが多い。西北九州で多くみられるような頭部調整が入念に行われ，打面の半面形が半

円形を旱し，点状の打面をもつものはほとんど認められない。

細石刃核

: 11 Aブロソク

計19点出土しており，全て黒曜石製である。出士分布は小数ずつのまとまりがみられ，各々

小ブロ、Iクに対応している。 61・62はA 1ブロ、Jクに， 77-79はA4ブロ、J クに出土してい

る。 63-76はA 2ブロ／クに出二しているが，その中で分布は 3カ所のグループにまとまる。

61·62 は小礫を分割したもので—今部に礫皮面が残る。 63·65は打面からの石核惹形が施され

ているもので， 65は作業面が二面みられる。 64は自然礫皮面及びローリング面（図の網かけ部

分）の残る小礫の木口の部分から細石刃を剥取したものである。 66-70はA2ブロノクのほぽ

中央部に出土したもので比較的小型のものがまとまっている。小礫を分割したと思われる平坦

面が67・69の側面や68の打面にみられる。 66の打面は以前の作業面と考えられ，打面転移を

行ったものであろう 0 70は側面からの作業血再牛剥片であるし 71-76はA 2ブロ、J クの東側に

策中して出十したものである。自然礫皮面あるいはローリング向が全体に残る小礫を素材と

し，石核整形等はほとんど行われていない。数匝の小さな剥離で打面調整を行い，一端から細

石刃を剥取している。 73・75は下面に調整剥離が施されているが， 73のそれは以前の打面調整

である。 77-79はA4ブロックで接近して出土しているものである。礫皮面及びローリング面

の残る小礫を素材とし，そのまま打面調整を行い木口の部分から細石刃を剥取している。 77・

78は石核整形剥離はないが， 79は片側側面に打面からの整形剥離か施されている。
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i.21 Ilプロ J ク

西側部分に 2点出土している。 80は水品を伍材とし，一皿の剥離で得られた平坦面を打面と

し打面幅は広く，作業面長は短い。 81は礫皮面の残る黒曜石の偏平な剥片を素材とし，腹面を

側面として木口の部分から細石刃を制取している。

(3) Cブロ y ク

計12点出土しており， G-10-11区に比較的集中したものと， H-11区や13区にやや離れた

各々 2点と G-12区の 1点の分布となっている。素材は礫皮即の残る小礫を分割したものや，

小礫がそのまま利用されたものがある。 82は小礫を分割した平坦面が下面に残り， 83には打面

及び片側側面に分割された平担面がみられる。また83には尾縁からの調整剥離が施されてい

る。 84は小礫をそのまま素材とし，木U部分から細石刃を剥取したものである 0 85は礫皮即の

残る剥片を使用し，打面幅の狭い木口部から細石刃を剥取している。打面は以前の作菓面を使

用している。 86は平坦な礫皮面と剥離面が側即となる板状の素材を利用したもので，打面は作

業面方向からの一回の剥離で得られた平坦面であり，木口部分から細石刃を剥取している。こ

の作業面は同様に下端からも以前使用されており，その時点の打面（現在の下面）も作業面方

向からの一回の剥離で得られている C 87は小礫を素材としたもので，作業面方向からの一匝の

剥離で得られた平坦面を打面にし，整核整形や打面調整を行わず，木口部分から細石刈を剥取

したものである。これの良好な接合資料が88+89である。小礫を素材とし，作業面方向からの

一囮の加繋で分割し，得られた平坦面を打面にして，輻の狭い木口部の一端から細仁刃を剥取

している。細石刃剥取に先立ち，打面調整は全く施されていない。 90・91は小礫をそのまま素

材として利用したもの， 92は平坦な分割血あるいは刻離面が側面及び打面にみられるものであ

り，打面は作業面方向からの一同の条IJ離により得られている。

石材は全て黒曜石であるが，黒色でガラス光沢が強く，自然礫皮向が平川な黒曜石②による

と判断できるもの (82・84・87・88・90) と色調が特徴的な青灰色を呈する黒曜石③によるも

のの (83・85・92) が存在している c 逆に Aフロ］クに特徴的なローリング面を有する里曜石

は出土していない。

93は石核調幣剥片であり，一回の加撃によって剥離されたものである。背面には数匝の加堅

が，腹面と同—ーの方向から行われ，ステ j プして陪段状になっている。この剥片の打面には，

3条の桶状剥離面かみられる u この面構成より作業由再生象IJr『というより，むしろ打面再生剥

片と考えれるつあるいはまた85のように打面と作業面が入れ換わるような剖取も予想されるも

のの打面再生象IJ片と考えた方が妥当であろう。

94は一部に礫皮面か残る剥片の縁辺に，主に背面に対して二次加工を行い，また腹面のハル

ブ部分にも二次加工が施され、全体は枯円形に整形されている。スクレイパーというより細石

刈核ブランクと考えた方がいいかもしれない。 95も一部に礫皮面の残る剥片の繰辺に，二次加

工が詑められるものてある。剥離面の切り合い関係より，図の b面が C面より新しい剥離であ

る。これもスクレイパーというより細石刃ブランク関連の調整剥片の11f能性が高い。 96は縁辺
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第22図 ¥II[層出土石器(7)(細石刃核⑤，調整剥片）
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に二次加上が施されたものである。これも同様にプランク関連の剥片と思われる。

94・95・96の石質は里曜石であるが，特徴的な青灰色を呈しており， 83や85と同質の（ある

いは同一母岩）の黒曜石③である。

スクレイパー

二次加工により刃部が作られているもので，破片も含め 5点出土している。内訳は Aブロ J

クから 4点， Cブロ J クで 1点である。出土分布は第24図に示してある。

97は気胞や不純物の多い黒曜石の条l片を使用し，片側側縁に連続した二次加工を施し刃部と

したものである。他方の側縁は欠損している e この他，連続した二次加工が認められスクレイ

パーの破片と考えられるものが4点出土している。

使用痕のある象I]片

明瞭な二次加工は施されていないが，剥片の鋭利な緑辺に，使用痕と考えられる微細な小剥

離痕が認められるもので，各ブロックに 1点づつの計 3点出士している 0 98はBブロ"/クから

出土したもので，剥片の鋭利な縁辺に使用痕が認められる。 99は頁岩を石材とし，鋭和」な先端

部に使用痕が認められる。 100はAブロ、J クから出士したもので，縦長剥片の打面部は斜めに

切断されており，両側縁の鋭利な部分に使用痕が観察される。 98及び100は97と同様の気胞や

不純物の多い黒曜石が使用されている。

6 97 

I
 

こ

98 

100 

99 

゜
5 cm 

第23図 圃層出土石器(8)(削器， 1吏用痕剥片）
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磨製石斧

計 3点出士している。 Aブロ、Jクから 2点， Cブロ J クから 1点である。

101はA 1ブロックから出土したものである。頁岩の礫を素材とし，粗い剥離を基部から片

側側縁に施し整形している。他方の側縁は礫の直線部をそのまま利用し，刃部近くに研磨によ

る整形が施され擦痕が認められる。整形剥離は主に片側から行われている。 jj部も裏面からの

大きな剥離の後，入念な研磨が施されている。刃部は片刃に仕上げられており，刃部の形状は

刃部方向からみて，若干弧状になる。裏面の刃部先端には研磨痕とは異なる縦方向の使用痕が

観察される。長さは約10cmと小さい。

102はA4ブロ J クから出上したものである。石材は頁岩であり，粗い剥離により全体が整

形され，その後，敲打調整を施し整形している。 jj部は研磨により 101と同様に片刃に仕上げ

られ，刃部の形状は刃部方向からみて若干弧状になる。メ）部先端には使用痕と考えられる小剥

離痕がみられる。長さは約12.5cmでる。

103はCブロ、J クから出土したものである。長さは20.5cmを測る大型のもので，最大幅は刃

部近くにあり 7.1cmで，その部分に最大厚がありふ 3cmを測る。両側縁は両面からの粗い剥離に

より整形され，刃部近くの最大幅がある部分にはその後敲打調整が施された痕跡が観察され

る。刃部は片側（裏面）からの比較的大きい剥離によって形成され，平面形が半円状に，断面

形は三角形状に仕上げられている。裏面には広い平坦面を有しており，その面の状況や表面及

びその他の部分と風化の程度が異なることより，研I合が施されているものと判断される。石材

は黄褐色に風化している頁岩である。

礫器

A 2ブロックに 4点， Bブロ J クに 2点の計 6点出土している。 104は楕円形礫の長軸の一

端に片側から粗い剥離を施し刃部としたものである。 105は礫の半円状の緑辺に連続した祖い

加上を施し刃部としている。また，表血の平坦面にも上方からの剥離が行われているが，礫器

の整形というより石核の転用と考えられる。 106はほぽ三角形を呈する先端部に表裏両面から

の剥離が行われているものである。 107は長楕円形礫の片側縁辺に，片面から粗い剥離が施さ

れているものである。

磨石・敲石

108-110は磨石あるいは敲石と考えられるものである。 108は球状の円礫を利用したもの

で，明瞭な使用痕は認められない。 109・110は一端に敲打痕が認められるもので敲石と考えら

れる。この他，明瞭な使用痕は確認できないが，河原から採取してきたと思われる砂岩の円礫

が 8点出上しており，磨仁あるいは敲石として使用されたものと考えられる。 A2ブロ J クに

菓中して（第24図）いる。
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第25図 VII層出土石器(9)(磨製石斧）
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第26図 渭層出土石器(10) (礫器，磨石，敲石）
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第27図 珊層出土石器(11)(石核①）
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第28図 w層出土石器12)(石核②）

石核

111はAZブロックから出土した円盤形石核である。近くに出土した 2点の剥片と接合して

いる。接合により素材はやや大型の偏平な円礫であることが確認できた。早い段階で113の条lj

片が剥離されているが，そのまえの段階で113の腹面の縁辺にみられる部位が剥離されてい

る。次に113が剥離された平坦面を打面にして， 112の打面にあたる部分が剥離されている。そ

の剥離によって得られた平坦面を打面にして112が剥離されている。 111の表面 (a面）と裏面

(b面）を比較すると， b面の各小剥離面にはハルブが残り， a面のものにはない。このこと

により，最終的には a面の各剥離面を打面にして b面の各剥片（残存する剥離面）を剥いでい

ることが理解できる。

112及び113には二次加工や使用痕は認められず，表皮を取るための剥離と考えられ， 目的剥

片ではなさそうである c 目的剥片は残存しない他の得られた剥片であり，何らかの形で使用さ

れたため付近に残らなかったと考えられる。

114は a面の平坦面を打面にして， b面及び C面が剥離されている。また C面を打面にして

d面が剥離され，さらに d面を打面にして C面の下部が剥離されている。すなわち打面を転移

しながら，石核を回転さして剥片剥離作業を進めている。部分的に表皮が残っており，頁宕の

円礫が使用されている。ただし，この石材と同質（同一母岩及び同質頁岩）の剥片及び剥片は

一点も出土していないc
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第29図 VI[層出土石器(13)(ナイフ形石器，台形石器）

ナイフ形石器文化の遺物

整理作業段階で本遺跡から細石器文化とは異なる以前のナイフ形石器文化の遺物が確認され

た。これらは G-9•10区から H -11区， I -12区と帯状の分布で出土している。

ナイフ形石器

115・116はナイフ形石器である。 115は頁岩の縦長剥片を使用し，先端部近くの片側に二次
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第4表細石刃計測表(1)

番号 部位 出土区 石 質 最大長1cm)最大幅(cm)最凡駆cm) 重量(gJ 使用痕 注記番号

1 完形 G-7 黒曜石 1. 65 0.6 1. 9 0.22 1668 

2 完形 H-10 ,:, 1. 55 0.55 1. 5 0.14 両 側 縁 18728 

3 完形 H-8 ，， 1. 4 0.35 1. 4 0.06 1365 

4 完形 1-7 ，，， 1. 4 0.4 1. 7 0.10 1263 

5 完形 1-7 ，， 1. 3 0.4 1. 3 0.06 1219 

6 完形 H-7 ，，， 1. 82 0.4 2.4 0.24 1438 

7 頭部 H-8 ケ 0. 9 0. 7 1.1 0.07 1339 

8 頭部 G-8 ，，， 0.8 0.65 1. 1 0.06 1059 ， 頭部 I -12 ク 0.65 0. 7 2.2 0.11 19121 

10 頭部 H-7 ，，， 0. 75 0.6 1. 5 0.08 1336 

11 頭部 H-8 ，，， 1. 15 0.8 1.0 0.09 1399 

12 頭部 G~lO 'l 1. 3 0.45 1.0 0.09 18593 

13 頭部 1-7 ，，， 1. 3 0.55 1. 2 0.07 1227 

14 頭部 G-8 ，， 0.9 0.6 1. 2 0.08 1462 

15 頭部 H-7 ク 1. 3 0.55 1. 4 0. 14 片 側 縁 1355 

16 頭部 H-7 ，，， 1. 25 0.4 1. 5 0.09 1664 

17 頭部 H-8 'l 1. 3 0. 7 2.6 0.27 1543 

18 頭部 H-8 ，，， 0.9 0.5 2. 1 0.09 片 側 縁 1048 

19 頭部 H-10 ,, 0. 7 0.4 0.9 0.04 片 側 縁 18931 

20 頭部 H-8 ，，， 0.8 0. 7 1. 6 0.09 1349 

21 頭部 H-8 ,, 0.8 0.6 2.0 0. 10 1308 

22 頭部 I -7 ，， 0.9 0.5 1.8 0.10 1905 

23 頭部 G-12 ,:, 1. 15 0.55 1.8 0.13 19030 

24 中間部 G-10 ,,. 0. 95 0.55 1. 6 0. 11 18704 

25 中間部 G~12 ,,. 0.9 0.55 1. 4 0.09 片 側 縁 19108 

26 中間部 G-8 ，， 1.0 0.4 1. 2 0.05 片 側 縁 20023 

27 中間部 H-7 ，，， 1. 25 0. 7 1. 7 0.19 片 側 縁 1330 

28 中間部 G-9 ，，， 1.0 0.4 1. 3 0.07 片 側 縁 lb637 

29 中間部 H-7 ,,. l. 05 0. 9 l.S 0.13 1648 

30 中間部 H-9 ，， 1. 6 0. 65 , 1. 7 0.21 18357 
. 

31 中間部 I-7 ,, 1. 25 0.65 1. 5 0.15 片 側 縁 1272 

32 中間部 G-9 ，， 1. 65 0. 7 1. 5 0.21 18346 

33 中間部 1-7 頁 岩 1. 5 0.4 1. 4 0. 10 1907 

34 中間部 H-7 黒曜石 0.8 0 45 1.0 0.05 片 側 縁 1610 

35 中間部 G -12 ，，， 1. 4 I 0. 6 1. 6 0. 15 両 側 縁 18415 

36 中間部 G-12 ,, 0.5 0.5 1. 9 0.06 片 側 縁 19029 

37 I中間部 I -12 ケ 0.95 0.6 1.0 0.07 19114 

38 中間部 H-7 ケ 0.65 0.5 1.0 0.03 1611 
....... 

39 中間部 1-7 黒曜石（土牛鼻） 0.8 0.4 1. 3 0.05 片 側 縁 1214 

40 中間部 H-8 黒曜石 0.85 0. 5 1. 4 0.06 片 側 縁 1559 

41 中間部 G-13 ，， 0.8 0.4 1. 2 0.05 片 側 縁 31128 

42 中刷部 G-12 ,, 0.65 0. 4• l. 2 0.04 片 側 縁 18414 

43 尾部 G-11 ，， 1. 35 0.4 i 1.5 0.08 両側部分 18537 

44 厖部 G-9 ，， 1.0 0. 7 1.0 0.07 18307 

45 尾部 H-15 ,, 1. 4 0. 55 1. 1 0.11 片 側 縁 31170 

46 尾部 H-8 ケ I o. 85 0.4 1.8 0.04 1369 

47 尾部 1-7 ク 1. 4 , 0. 6 1. 1 0.11 片 側 縁 1028 

48 尾部 G-8 ，，， 0.95 1.0 1.5 0.11 1480 
. .. 

49 ! 尾部 H-9 ，， 1. 05 0.8 1.0 0.09 18557 

50 尾部 H-7 ク 1. 35 0. 55 1. 6 0.13 1446 

-51-



第 5表細石刃計測表(2)

釆田万＝ 部位 ,4', ナ区 石 質 ：最大長!cm!最人幅(cml最共豆1cm) 重量(gI• 使用痕 注記番号

51 尾部 G-10 黒曜石 0. 75 0.5 0.8 0.03 18327 

52 尾部 H-9 'l 0. 85 0.6 1. z 0.06 18413 

53 尾部 G -10 1/ l 0 0.55 1.0 0.07 片 側 縁 18594 

54 尾部 G-8 ,,. 0. 7 0.5 0,9 0.03 1061 
--

55 頭部 黒曜石（青灰色） 1. 7 0. 7 1. 6 0.26 両側部分 18587 

56 中間部 ，，， ，， 1. 45 0.6 2.0 0. 16 18474 
I 

57 中間部 ケ ,, I 1. 8 0.45 1. 7 0.20 片側縁辺 18484 

58 尾部 ，，， /,, l z. 5 0. 9 1. 4 0.34 片側縁辺 18579 

59 尾部 I
,, ク ! 1. 95 0. 7 1.8 0.26 18496 

60 尾部 ,, ❖ 1. 2 0. 7 3.0 0.20 18546 

以下は未実測分である

完形 H-8 里曜石 0.95 0.4 1.0 0.04 18341 

完形 H-7 ,, 1. 1 0.6 1. 2 0.08 
R 

1937 

完形 G-7 ,, 1. 35 0 55 1. 5 0.09 片 側 縁： 1667 

完形 H-7 ク 1 4 0. 7 2.5 0.14 ！ 1633 

完形 H~7 ,, 1. 3 0.55 1. 5 0.19 1616 

完形 H-8 ,, 1. 95 0. 95 1. 6 0.26 片 側 縁 1293 

完形 H-8 ク 1. 55 0.9 2.3 0.22 3955 

完形 II -11 ，， 2. 15 0. 75 1.8 0.32 18694 

完形 G-8 ，，， 1. 3 0.55 1. 6 0.13 1484 

心元 形ノ H-8 ケ 1. 3 0.6 1.0 0.09 ! 1995 

完形 G-8 ，，， 2.0 I 0. 8 2.8 0.44 1006 

完形 H-8 ,, 1. 5 0.6 1. 7 0. 15 1347 

頭部 H-8 ,, 1.0 0.55 1. 2 0.08 片 側 縁 1967 

頭部 1-7 'l ! 1. 1 j 0. 6 1. 0 i 0. 06 1513 

頭部 H-8' ケ 0. 75'0. 65 1. 7 0.05 1297 

頭部 G -13 i ケ 1.05 0.8 1. 7 0. 13 ！ 31185 

頭部 H~7 'l 0.6 0.55 1. 5 0.05 1279 

頭部 H-7 ,, 0. 8 I 0. 8 1. 6 0.09 1069 
十

頭部 H-8 ク i 1 0 0. 7 l. 4'0. 08 1595 

頭部 H-8 ,, 0.8 0. 65 ! 1. 6 • 0. 08 1084 

頭部 H -7 ケ 1. 2 0.45 1. 2 I 0. 07 I 1216 

頭部 I -12 ク 1. 15 0.6 1. 4 0.11 片 側 縁 19069 

頭部 H-8 ケ 0.9 0.8 1. 2 0.09 1604 

頭部 1-7 ケ 0 8り 0.55 1. 7 0.08 I 1915 

頭部 H-7 ,, 0 9 0.6 1. 8 0.08 1938 

頭部 1~11 ,, 
'1. 1 0.55 1. 4 0.07 t-18793 

-- --- —+—・・

頒部 H-8 ク 0. 7 0.55 1. 6 0. 05 i 1974 

頭部 H-8 ケ 0.8 ! 0. 6 1. 7 0.10 1598 

頭部 H-9 ケ
1 0. 8 0. 6 1.8 0.11 18527 

頭部 H-9' ,, 1 0 0.45 1.0 0.04 18438 

，'頭--部 '1--7 ヤ

ヶ 1. 7 0.9 1. 9'0. 27 1910 
卜~・

I頭部 G-8 ,, ! 1. 15 0.9 1.8 0. 15 1481 

頭部 H-7 ケ 1.0 I 0. 7 1. 6 0.09 1634 

頭部 H-8 ケ 1.0 0.55 1. 3 0.06 2005 

頑部 1-7 ，， , 0. 45'0. 6 1. 2 0.03 1404 

頭部 G~9 ，， 0.6 0. 45 , 0.8 0.01 18617 

頭部 I -7 , ク 0. 9 0. 4 I 1. 8 0.06 1916 

頭部 H-7 ケ 1. 05 0. 7 0. 9 0.05 1025 
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第 6表細石刃計測表(3)

番号：部位 出土区 石 質 最人長(cm)最大幅!cml最月豆kml 璽量(g) 使用痕 注記番号

頭部 H-9 1 黒曜石 0. 75 ， 0. 5 1. 1 0. 04 18380 

＇ 頭部 H~7 ク 1. 0 0. 5 I ! 1. 1 0. 05 1415 

＇ 9頁音Ii I -7 ヶ 0. 8 0 5 2. 3 0. 09 1224 

§頁音II H-8 ヶ 0. 5 0. 35 0. 9 0. 02 3958 

豆頁 音G H-7 ヶ 0. 6 0. 7 1. 0 0. 04 1629 

§頁音F, I -7 ヶ 0. 9 1 0 7 1. 7 0. 09 1606 

勇］ 名心 G-10 ヶ 1. 4 0. 8 ー← 1. 9 I 0. 21 18354 

豆貝 音〖 I -11 ,, 0. 7 0. 6 ! 1. 0 0. 04 18708 

中間部 H-8 ,, 0.6 0.7 1.4 0.05 1594 

中間部 H-8 ク 1.1 0.65 1.8 0.12 1583 

中間部 H --7 " 1. 0 0. 5 0. 8 ' 0. 05 I 1951 

中間部 II -8 ,, ' 0. 65 0. 35 0. 8 0. 01 1556 

，中間部 I-12 ,, 0. 9 0. 55 1. 0 0. 06 片 側 緑 18745 

，中開部 H-8 ,, 0.85 0.5 2.8 0.09 1983 

中間部 H -8 ,, 0. 75 0. 55 1. 2 0. 05 1312 

中間部 H-8 /, 0. 8 0. 7 1. 9 0. 09 片 側 縁 1341 

中間部 H-8 ,, 0. 7 0. 55 1. 6 0. 06 片 側 縁 i 2013 

し—，I中間部 I-7 ,, 0. 95 i 0. 65 1. 4 0. 10 片 側 縁 1909 

，中間部 I -7 ,, 0. 85 0. 6 l. 0 0. 06 1516 

中間部 H-7 ヶ 1.15 0.4 0.9 0.04 1660 

中間部 H -8 ,, 0. 75 0. 5 1. 8 I 0. 05 1376 

！中間部 H -7 ,, 0. 85 0. 5 1. 8 0. 07 ' 1632 

' -中—間-部 t1-7 黒曜石（上牛鼻） 0. 8 I 0. 55 3. () ' 0. 13 1232 

中間部 l~7 I 黒曜石 0. 95 I 0. 45 • 1. 0 , 0. 05 1246 

中間部 G -9 ,, 0. 9 0. 4 1. 4 0. 04 18458 

中間部 G-8 ,, 0.5 0.55 0.9 0.02 1490 

中間部 H -8 ,, 0. 8 0. S 0. 9 0. 04 1996 
1- _,' 

中間部 1H-9 ヶ ， 0. 8 0. 4 1 2 0. 04 18411 

中間部 'I-7 ! // 1. 3 0. 65 3. 0 0. 29 I 20091 
中間部 H-7 ,, 1. 35 0. 7 2. 4 0. 20 片 側 縁 I 19立

中間部 I -7 ,, 1. 2 0. 5 1. 7 0. 12 1038 

中間部 H-9 ,, U. 9 0. 7 2 2 0. 13 ＇ 18403 

！中間部 G-8 ,, 0.95 1 _ _()_._9 1.3 0.11 - ' 1058 

中間部 H -8 ,, 0. 65 0. 5 1. 6 0. 05」 1373 

寸J屑1令G H~9 ,, 0. 65 o. 5 1. 5 0. 03 18385 

中間部 H-8 ,, I 0. 7 0. :; 1. 1 0. 04 1 片 側 緑 1351 

中間部 H-8 ク 0. :ici 0. 7 3. 3 0 07 1452 

中間部 H-10 ,, 0.7 0.5 1.6 0.05 両 側 緑 18761 

中間部 H -8 ,, 1. 35 0. 6 2. 0 0 11 1304 

中間部 1-7 ヶ 0. 7 0. 65 l. 0 0. 03 20080 

尾部 H-7 i ，， 1. 1 0. 8 1 1. 3 0. 1~2 I , 1982 

尾部 1-7 ,, .゚8'0. 65 1. 1 0 05 1234 

尾部 H-7 ,, 0. 8 0. 7 0. 8 0. 04 1592 

尾部 H-7 ,, .゚9 0.7 1.0 : 0.06 1960 

尼 坪ロ） H -8 ,, 0. 6 0. 55 0. 7 ＇ ' 0. 02 1538 

尾部： I -12 ,, 0. 9 0. 7 2. 2 0. 08 I 19094 

尾部 ' H-7 ,, .゚9 0.65 1.2 0.06 1333 

尾部 H-8 ,, 0.7 0.5 0.6 0.02 1968 

＇尾部 H-11 ク 0. 5 0. 5 1. 5 0. 03 19076 

尾部 G-8 ク 'l. 2 0. 85 1. 7 0. 14 3959 
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第 7表細石刃計測表(4)

番号 部位 出土区 石 質 最大長1cm)最大幅1cm)最丸厚icml 重量(g) 使用痕 注記番号

尾部 H-8 黒曜石 0.8 0. 7 1. 8 0.08 1342 

尾部 H-9 ,, 1. 1 0. 75 i 0.9 0.06 18402 

尾部 H-8 ケ 0.9 0.8 1.0 0.05 1578 

尾部 I -7 ,, 0.9 0.55 1. 1 0.05 片 側 緑 1213 

尾部 H-7 ケ 1. 4 0. 7 0.9 0.07 1433 

＇尾部 H-7 ケ 0.6 0.6 1. 7 0.06 片 側 縁 i 3963 

尾部 ,H-8 ，， 0.9 0.6 1. 7 0.09 1977 

尾部 H-7 ケ 1. 1 0. 9 1. 9 0.21 末端部緑辺 20052 
---- . - ----

尾部 I -11 'l 1. 55 0. 95 1. 7 0.28 18765 
~ ~ ~ 

尾部 H-7 'l : 1. 0 , 0. 7 I 1.8 0. 12 1324 

尼部 I -11 'l 0.95 0. 7 1.8 0.09 19111 

尼部 I -7 ク• 1. 05 0. 5 i 1. 3 0.08 20079 

|尾部 H-17 i I 
，，， 1.8 0. 75 2.6 0.36 1326 

尾部 [- ケ 1. 5 1.0 3.0 0.36 1267 

第 8表細石刃核計測表

番号 ブロック 出土区 石 斤只斤 阻緬長1cm)打面幅1cm) 打角（度） 重量(g) 備 考 注記番号

61 A 1 1-7 黒曜石 1. 9 1. 3 80 2.82 打面転移 1235 

62 A 1 1-7 'l 1. 2 1. 4 90 3.46 1241 

63 A2 H-7 ，，， 2. 1 1. 4 50 2.21 20099 
- -- -

64 A 2 H-7 ク 1. 8 1. 2 70 4.86 1659 

65 ! A 2 1-7 ケ 1. 6 1.5 45 3.06 打面転移 1948 

66 A 2 H-7 ケ 1.1 0. 7 70 1. 20 1618 

67 A 2 H-8 ，，， 1. 7 1. 5 90 , 2. 28 1975 

← 68 A 2 H-8 'l 1. 1 1. 3 78 2.26 2003 

69 A 2 H~7 ,, 1. 8 1.0 80 2.01 ！ 1572 

70 A 2 H-8 // 0.85 作業面再生剥片 1394 

71 A 2 H-8' ,, 1. 5 1. 4 90 7.82 1549 

72 A2 1 H-8 ク 2.4 1. 5 85 6 25 1309 

73 A 2 H-8 ，， 1. 5 1.0 I 120 I 9. 05 1545 

74 A2 H~8 ，，， 1. 2(2. 5) 1. 3 88 5.36 20100 

75 . A 2 H-8 ク 1. 7 0. 8 80 6.64 1313 

76 A 2 H-8 ，，， 2.3 1. 4 75 6.36 1542 

77 A 4 G-8 ，，， 2.5 0. 9 80 5.41 1492 

78 A4 H-8 ，， 2. 1 0.8+0.5' 88 i 5. 00 1477 

79 A4 G-8 ク l. l 0.8 90 4. 75 1060 

80'R I -11 水 晶 '1. 5 1. 8 65 6. 52' 18769 

81 B I -11 黒曜石 1. 3 0.5 105 4.26 18477 

82 C G-10 'l 1. 9 1. 2 56 3.25 I 18479 

83 C H-11 里曜石（青灰色） 1. 85 1. 55 55・2. 58 18540 

84 C G -11 黒曜石 ! 1. 8 1.0 74 5.01 18485 

85 C H-11 黒曜石（青灰色） 2. 1 0. 9 94 4.35 打面転移 18539 

86 C c~10 黒曜石 2 0 0.8 73 3. 89' 18486 

87 C G -10 1 

，， 2. 1 1. 1 75 , 4. 21 18416 

88 C G -11 ，， 1. 6 I 1. 4 71 2.97 89 と接合 18536 

89 C G -11 ,, , 2. 6 2. 15 80 4.67 打面形成剥片 18545 

90 C 'G-12 ，， I l, 9 1. 3 87 4. 06 i 19066 

91 C H-13 ク 1.1 0.95 90 2.00 31123 

92 C H -13 ! ，' 1. 6 I 1. 2 , 90 2. 79 31122 
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第 9表 その他の石器計測表

番~! I打面::剥片［り悶

94'ブランク H-11 

95 調整糸IJ Jt G-111 ,, 

96 調整剥片 H-9

97 削器 G-8

98 使用痕ある剥片 H -10 ク

99 使用痕ある剥片 H-11 頁 岩 3.8 

100 使用痕ある剥片 H-9, 黒曜石 2.32 

101 局部磨製石斧 G-9 頁 岩 10. 25 

102 磨製石斧 1-7 頁 岩 12.58 

103 磨製石斧 G-9 頁 岩 20.5 

104 礫 器 I-11 頁岩 13.8

105 礫 器 H-7 貞岩（熱変成） 10. 0 

106 礫 器 I-13 頁岩（熱変成） 13.3 

107 礫 器 H-7 砂岩 10.8

108 磨石・敲石 G-10 砂 岩 6.35 

109 敲 石 H-8 砂岩 9.05

110 , 敵 石 H-8 砂岩 6.82 I 

111 円盤形石核 H-7 1 頁 岩 7.35 

112 剥 片 H-7 頁岩 3.65

113 剥 片 H-7 頁岩 3.95

114 石 核 G-10 頁岩 5.45

115 ナイフ形石器 G-9 貞 岩 4. 7 

116 ナイフ形石器 G-10 黒曜石 2. 15 

117 台形石器 G-10 ヶ '1. 9 

坦台形石器 G-10 //—~ ―:面

119 台形石器 H-11' ,/ 1. 73 

120 台形石器 I-12 // 2. 2 

121 台形石器 G-10I // 1.53 

石 質 最大長1cm)最大幅1cm'最旭lcm1 重量Ig) 

黒曜石 2. 6 1. 0 0. 7 1. 38 

黒曜石清灰色） / 3. 55 2. 25 1. l 9. 36 I 
I 

3.1 1.0 0.75 1.71 

2. l 1. 5 0. 35 1. 45 

3.3 2.25 2.26 7.35 

3.03 

ク

~ 

ヶ

黒曜石

臼+1.18 
1.5 I 0.47 

I 
3. 55・0. 95 

3. 71 I z. o 

備考 1 注記番号

18481 

18993 

18473 

18559 

三

5.05 

7. 1 

2.88 

1. 15 

1. 7 

2.65 

3.3 

s. 7 I 4. 6 

11. 4 I 6. O 

15.7 3.95 

8.50 18931 

s. 1 I 4. 2 j 954. o 

>
s. 1s I 2. 2 

~ 5._J 5. 02 

旦2. 15 1. 0 

1. 95 I。.74 

0.93 

0.49 

1. 18 
I 

1. 51 i 0. 49 

2.91 

5.97 

97.83 

247.16 

680.0 

664.0 

730.0 

665.0 

19103 
I 

18428 

18513 

1902 

18900 

19205 

1630 

31108 

20087 

18915 

1384 

1562 

31. 12 

70.42 

163. 11 

7.45 

4. 55 

2.10 

4.84 

1. 40 

2.50 

0. 70 

言
ニ
ニ
〗I 18673 

18986 

19232 

18945 

加工による刃潰しを施している。 116は表皮の残る剥片の片側に二次加工を行っている。

台形石器

計 5点認められた。 117は不定形制片を用い，片側側緑は打面のままで他方の側縁は折断を

行い甚部に調整を施している。 118は打面をそのまま残し，両側縁に調整剥離を施している。

119は片側側縁と基部の一部に調整を行い，反対側縁は折匝している。 120も側縁を急傾斜のブ

ランティングと折断を行っている。刃部近くの背面は剥落している。 121も欠損品であるが直

線状の刃部と，連続した小剥離によるブランティングが認められる。これらの台形石器の刃部

には使用痕が観察される。
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第V章縄文時代早期の調査

第 1節調査の概要

縄文時代早期の遺構及ひ遺物は第v層から検出されている。調査区域の第V層は，全体にわ

たり良好に堆積していだ c

出土遺物は調介区域の西側から東測まで広範囲にみられるものの，小区域に集中する部分は

数ヶ所認められるが，多くは散在した状態であった。

遺物のなかて上器は数刑式のものが認められ，前平式上器，吉田式土器，石坂式土器，塞ノ

神式などみられた。そのなかで出上量が多く主体となるのは石坂式士器であった。石器では石

鏃，磨製石鏃，石斧，礫器，磨石・敲石，石皿などが出土した。

遺溝としては，集石遺構が35基第V層下部から検出された。付図 4に第V層のコンタ及び集

石配置を示している e 第V層面は局部的にわずかな門地や谷状の部分がみられるが，概ね東南

方向に緩く傾斜している。

出土土器から判断されるように，数型式の土器は各々分布を異にしており，各々の集団がそ

れぞれの区域に遺物や遺構を残したことが理解できる。

第 2節集石遺構

第＼「層下部から計35基の集石が検出されだ。これらの集石は 7区から34区までの広範囲にわ

たり認められるが， H・I -10区， G-20区， G・H・I-22-24区， H・I-27・28区に集

中して検出されている。特に G・H・I-22 -34区には多くの集石が近接してまとまってい

る。これらの策石の分布は出上遺物の分布と重なっている。出土遺物のなかでも．十器の堕式

別の分布とそれぞれ対比が可能であり，各土器型式の有する時間恙が集石にも対応される c す

なわち計35基の集石は薮グループの時間芦に区別できよう。ただし．個別の各集石に対応する

土器刑式を確定するには困難なものもある。

各々の集石の外観的な特徴や大きさは第10表に示したとおりであり，半向的な特徴から以下

に分類できる 0

1類…… 直径約 1m前後に礫が集中し，下面には直径80cm程度の円形あるいは惰円形の堀り

込みが認められるもの。礫の総数は54個から，多いもので105個のものがある c 礫は

完形の他，火熟を受けだためと考えられる破損礫がある 0 (4 , 5 , 9 , 10'19, 23 

号）

2類…… 比較的狭い範囲て直径 1m程度かそれより狭い面積に，礫が散在して分布するもの

で，礫数も少ない。集石の半数がこれにあたる。

(3, 6, 7, 8, 13, 14, 16, 17, 20, 21, 22, 24, 25. 26, 28, 32, 35号）

3類…… 礫数は多く，集中度も強いが，下面に掘り込みが諒められないもの。火熱を受けた

ためと思われる破損礫が多い。 (l, 27, 29号）
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4類・・・・・・ 礫が直径約 2m前後のやや［ムい範囲に広がって分布しているが，比較的礫がまと

まっているもの C (11, 31号）

5 類•….. 礫が直径 :3-4 mの比椴的広い範囲に散在し，集中していないものe 礫数も比較的

多い。 (2, 12, 15, 18, 34号）

6 類•….. 33号集石のように，礫が長径 9m程度のかなり広い範囲に散在しているもので，礫

数もきわめて多い。

以上のように 6類に分けられる。 34号集石は広さの点ては 6頷に区分されるものの，形態的

には 2類及び 3類と 4類が極めて近い位置に接近しているものとみなしてよいc

各集石の礫重量グラフは第41・12図にボしている。これによると，礫の集中度は強くて平面

的に類似しているものの，下部に掘り込みのある 1類は100g未満の細礫が少なく 200g前後ま

で等星であるのに対し，掘り込みのない 3類及び 4類の礫は100g未満の礫の比率が多い傾向

にあるのまた，礫数の少ない 2類は，各重量のものが平均しており，その分100g未満の礫比

率が最も少ない。このような差は，各類の集石の性格の違いによるものと考えられる。

第10表縄文時代早期集石一覧

釆印-r ロJ 検出区 長径這荏 cm) f 握り込みの有証 掘り込みの大きさ I I 礫
長径ゞ短径x深さ

数 取上げ番号 備 考

1 I-7 120Xl00 80 1 礫器 l

2 G-7 440X310 81 号外

3 G-8 lOOX 70 22 2 

4 G -10 lOOX 70 C> 「万、□X70X 10 105 6 

三6→ H H--110 り
lUOX 60 口 泡 SOXlO 56 5 土器 l

120X 60 14 8 

7 I -10 80X50 17 7 

8 G-13 80X40 14 31 ， H -16 140X 80 '戸'） (80)X70Xl0 79 ， 
10 G-20 90X80 C> 80X75X10 59 29 

l_l G・H-20 280X200 -'-178 ＇ 28 上器

12 G -20 420X300 117 30 

13 I G~22 180Xl00 38 23 

14 I G一塁222 _ 90X10~- 3 21 24 

15 H~ 450 X 240 , 132 17 

16 H -22 140Xll0'38  18 

17 , H --222・2 23 26900XX420 70 
24 19 

18'I 
、., □§7 F , 15 礫器 1

19 I -23 140X 100 () 120 X 85 X 15 14 

20 H -23 ！ 70X65 21 

|し ＇ H -23 60X30 
~ ~ '-

8 26 

22 G -23 30X30 5 25 

23 H -23・24 200X 100 , C> 75 X 60 X 20 69 20 礫謡 1

24 Jl -24 100X60 ； 20 24 
- --

25 G-24 140X 140 ！ 28 22 

26 H -24 120X 40 17 16 

27 G·H~25 I 120X 80 ,,~ 、 (90X80X 10) 70 7 

28 H~26 
50X30-30 ' I I ＇ 

13 10 磨石］
＇~・

29 H -26 I 280X2 196 8 礫器 3

30 H [ -27 330X 100 54 27 土器敲石

31 I -25・26 190 X 130 ！ 98 11 

32 I -26 40X30 ， 13 

33 I -26・27 900X450 761 12 礫器暦石

34 -- H-29 700X340 310 I 3 石皿 1

35 J~34 150 X 60 32 ！ 1 礫器 1
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1号 2号 @ 
!J も

心
9 ~ 

急＿嘉ら fJ[b 

(j) 簡 f!Jt) 
...... N トーl

匂
0 

ョ 鬱心 0 令 Ill 112. 50m 

心。鐸岬螂會▽
113. 50m 

3号 ゜゜€ <! 
0 

叩
0 ゃ

｀ 
~ 

~© () 

蕊 i: も和

゜ IP 

゜念

゜
， ゚

C )  t::Jo 

゜口
""o ◎ 

~ 

@ 隧t) も◎

Q 令 a 令芍 a O ¥21 

0 

゜
/j 

゜
a ()) 

｀ 
Cl' 

゜
唸

｀ 
'Cl 

Q) 
1;> 

q; 0 
(Q 

ヽ

C¥ 

() 

Q゚ 

゜
(<, JP ご過年。ご釘~~ .,. ,:,. 

゜C二つ 1 m 
I一― I ___ j _ - - - -j 

第30図 集石 1~3号
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呂

I ←←←一一一<< ' 4号

ヽ
ん？疇
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1' 

ぐ

5号R ~ 

亨—=--~-4Qm 

亨涎 '"'111.90m 

R6号
() 

7号

”̂》

゜゚◎ 
◎ 

じ｝
a;;;;, 

―-0 診
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ロ
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Q
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虎
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6

0
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111. 60m 
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9号
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~ 
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~ 

E

O

L

 

応

e
 eo トー』

トーL

:=, 
さ――

s ~ 予景乞— 110. 30m 
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~ 疇哀『— 109. ?Om 

゜
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第31図集石4~10号
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11号
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゜
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3
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 ゚

C
 

0

0

 

か
戸要迂鉦註戸證焚汽約奨マ翠遠か索戸， 0

Q~109. oom 

13号

,
3ふ
汐
沿
0

。望

C-

(!/) 
14号

日）

c;,□ 
R 賽全

びo疇で。
り。信誓゚

乙
,;;J 

゜
G
 1

0
8
.
 6

0

m
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8 

゜
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゜
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I'•' • —_L_ . _I 

第32図 集石11,13, 14号

-60 -

"" 



12号
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() 
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"' 
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゜
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第33図集石12号

-61-



0 
15号
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第 3節出土遺物

1. 土器

V層出土の土器は，形式別に l類-¥11類とその他に分類した。そのうち， II類の士器は出土

量も多く，本遺跡の主体をなすものである。

I類土器（第45図 1)

I類土器は，貝殻条痕を全面に施し，口縁部に貝殻腹縁による刻目を有する円筒土器であ

る。 1は， H-7区で集中して出土（第44図）し，完形に復元された上器である。口径16.3

cm, 底径11.6cm, 器高29.3cmを測る。内外面に施された粗い貝殻条痕は，胴部では斜位に口縁

部と底部では横位に施文され，内面の口縁部は横位に，胴部は縦位に施文されている。 I類土

器は，前平式土器に比定される。

II類上器（第46図～第50図）

II類土器は，口緑部に貝殻腹縁による刺突文を，胴部に斜位又は綾杉文状の貝殻条痕を施す

円筒土器である。口縁部の刺突文の種類により，横位のもの (IIa類土器，第46図 2- 8), 

縦位のもの (IIb類土器，第46図 9-11), 斜位又は綾杉文状のもの (IIC類士器，第46図12

-47図）に細分した。

2-6は口縁部に 2条， 7・8は6条の貝殻刺突が横位に施されている。 8の口唇部には刻

目が施されている。 2は復元口径25.6cmを測り， 2・6は口縁部が若干内湾する。 9・10のロ

唇部は， 9には貝殻刺突文が， 10には貝殻腹縁による刺突線文が施されている。 9は復元口径

19cmである。 11は右下がりの貝殻条痕の地文の上から，口緑部に縦位の貝殻刺突文が，胴部に

貝殻刺突線文が施されている。 12は復元口径21.6cmを測り，口唇部は平坦で内傾し刻目が施さ

れている。口縁部は貝殻腹縁による刺突文が縦位に施され，その上から沈線が施されている。

13は復尤口径14.2cmを測り，口縁部は貝殻腹緑による刺突文が斜位に施され，瘤状の突起が貼

付されていな 14は復元口径27cmを測り口唇部は平坦で内傾している。 LJ縁部は貝殻腹緑によ

る綾杉文状の刺突文が施され，その下に 2条の横位の刺突文が施されている。円形の孔は補修

孔と思われるが貰通していない0 15は口径24.8cmを測り，口唇部は平坦で内傾し箆状工具で細

かい刻目文が施されている。口縁部は貝殻腹縁による 2条の刺突文の間に傾位の刺突文が施さ

れ，胴部は貝殻条痕の地文の上から貝殻刺突線文が施されている。 16-39はII頬土器胴部（第

48, 49図）である。貝殻条痕が綾杉文状に又は斜位に施されている。 16は胴部下方で貝殻条痕

が横位に施されており，底部に近い部分と思われる。 40-49はII類土器底部（第50図）であ

る。復元底径は， 40か17.6cm, 44がllcm, 45が13.4cm, 46が 8cm, 47が9.6cm, 48が13.8cmで

ある。すべて平底てある。 40・41・44は胴部は貝殻条痕が綾杉状に底部側面は横位に施され，

42・45・46は底部側面に貝殻条痕が横位に， 43は縦位に施されている。 48は胴部から底部側面

まで貝殻条痕による格子 H状の綾杉文が施されている。 49は底部外面に貝殻腹縁による押引文

が，底部外縁に箆状工具による刻目文が施され，吉田式土器と思われる。 II類土器は， 49を除

き石坂式土器に比定される。
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lil 類土器（第51 図• 第52図63)

III類土器は，口縁部，桐部と‘ちらも貝殻腹縁による刺突文が施されているものであるの口縁

部の刺突の種類から，横位に刺突されているもの (IIIa類上器，第51図50-52), 羽状に刺突

されているもの (IllC類土器，第51図53-56) に細分した。

50・51は同一個体である。貝殻腹縁による刺突文が，口縁部は横位に 4条，胴部は羽状に施

されている。復元口径21.2cmを測る。 52は口唇部が平坦で内傾し，内側に明瞭な稜を有し断面

が三角形を呈する。口縁部は貝殻腹縁による刺突文が3条施されている。 53・54の口縁部は，

貝殻腹縁による刺突文が羽状に施され若干内湾気味である。 55・56は山形口縁を有するもので

ある。 55は山形口縁部に付く瘤状の突起部である。貝殻腹縁による刺突文が施されている。 56

は山形口縁部に瘤状の突起を貼付し，口繰部から胴部にかけては，貝殻腹縁による刺突文が羽

状に施されている。 57-63は， III類土器胴部である。 57-60は貝殻腹縁による刺突文が羽状

に， 61-63は横位に施されている。

N類土器（第52図64-68)

N類土器は，すべて同一個体である o H・I -10区， I -11区で集中して出土した。 64はロ

橡部， 65-67は胴部， 68は底部である。胴部は若干膨らみ，頸部で「く」の字に屈曲してラ J

パ状に開いた口縁部となる。復元口径25cmを測る。口唇部は刻目を羽状に施している。口縁部

から頸部にかけて平行沈線文が 3条，胴部にも数条施され，また頸部から胴部にかけて撚糸文

が縦位に間隔をあけて施文されている。器壁は全体的に薄い。塞ノ神 A a式上器に比定され

る。

V類七器（第53図69・70)

69・70は，同一個体である。 W類土器と同じ付近 (H-10) 区から出土している。器面はナ

デ調整が施され無文である。 69は底部に近い部分と思われる c

11穎土器（第53図71)

71は山形口縁を星する土器で，口唇部外側に細い刻目が施されている。外面は波状に荒い条

痕を施している。形式は不明である。

w類土器（第53図72・73)

珊類土器は壷型土器の口縁部と思われる。 72は口唇部が丸みを帯び，口縁部は箆状工具によ

る条痕が施されている。 73は口唇部が先細に仕上げられ，［」縁部は外反している。ナデ調整が

施され無文である。 72・73とも胴部がないため文様や形態は定かではない。形式も不明であ

る。

その他の土器（第54 図• 第55図）

74・77-80は I-13区より集中して出土した土器であるが，復元不可能であった。 77の口縁

部と78-80の胴部は同一個体であるが，これらと74の底部が同一個1本であるかは不明である。

74は復元底径9.8cmを測る。外面は箆状工具でナデ調整され，内面は貝殻腹縁による調整が施

されており，底部付近は横位に，服部は斜位に条痕が見られる。 77-80は箆状工具で器面を丁

-74 -
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W類.¥11類土器

M穎土器• その他
68 

71 77 

1 -2 3 -4 ~5 -10 ■ 30以上 ● 11固体分出土

第43図 早期の土器分布図
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寧にナデた後， 2~3 条の細い沈線で縦位または斜位に文様を施し，内面はナデ調整が施され

ている。また77の口唇部は刻目がめぐり， 1カ所もしくは一対の刻目のある瘤状突起が配され

ている。 75・76は同一個体の可能性も考えられるが，器形は不明である。器面は貝殻条痕が横

位縦位に施されている。 76は上げ底の底部で，底径5.2cmを測る。これらすべての土器の形式

は不明である。

集石内及び集石周辺出土の土器（第56図81-第57図106)

集石内及び集石周辺から出上した土器は，包含層内出土土器と区別して最後に取り上げた。

集石内より出土した土器は， 7点である。 81は掘り込みのあるまとまった集石 5号の角より出

土した。また90・98・102・103は，平面的に散在した集石の範囲の中から出土した。 90が集石

30号， 98・102・103が集石33号より出土している。 99・101は同一個体であり，集石33号の石

の下より出土している。縦位の貝殻条痕の上から貝殻腹縁による刺突線文が施された土器であ

る。他の上器は集石周辺部からの出土である。 105は角筒土器の口縁部と思われる。
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第57図 集石及び集石周辺出土土器(2)

第11表 V層出土土器観察表(1)

挿屈番号遺物番号 出土区＇層 胎 土 焼 成＇色 調 内面調整 外面調整・文様

第45図 I I -26 V 石英• 長石・角閃石 良 好 茶褐色 貝殻条痕 貝殻条痕 貝殻腹縁刺突文

'I 2 I -26 ,, 0 ~ 暗茶褐色 ヘラ削り 1 貝殻条痕 貝殻腹緑刺突文

3 G -22 ク ク 金実母 I ,, ,, ,, 貝殻条痕綾杉文 貝殻腹柑剌突文

4 ク ， ク ケ ❖ ❖ ，， 

第 5 G-21 ,, ,, ,, 茶褐色 ,, 
ケ

I 6 I I -27 ,, ❖ ,; 
I ，， 

1 ナ デ 貝殻条痕 貝殻腹縁刺突文

46 I 7 G -22 ,, ，， 角閃石 ク ~ ケ ケ

8 G -29 ケ ケ ク 暗茶褐色 ケ 貝殻条痕綾杉文貝殻腹緑刺突文

図
， I -26 I O I ， ❖ 明ク ケ 貝殻腹緑刺突文

10 , H -27 ,, ， ,, 茶褐色 ,, 貝殻条痕綾杉又 貝殻腹縁刺突文

l 11 F-8 ,, ! 

ヶ 金雲閃豆石十，— '， 

,, ，， 貝殻条痕 貝殻腹縁刺突文

12'G -21 ,, ! ヶ角 ク
1 明茶褐色 ケ 貝殻腹緑刺突文沈線

13 H -22 ,, ク 金雲母 ケ 暗，， ，， 貝殻条痕綾杉文 貝殻腹緑刺突文第
47 14 ケ ,, ク 角閃石 ,, 

里掲色 i ，， ，， 
図

lo I -26 ,, 暗茶褐色 貝殻条痕 貝殻腹緑剌突文❖ ,, 
'l 

16 i H-22 ク I！ ~ ，， 茶褐色 ,, 貝殻条痕綾杉文

I 17 I I -24 ,, ，' 金雲母 I ク ,, ク ,, 
！ 

ヶ 角閃石第 18 ク ,, ,, 
’’ 

，， ❖ 

19 I I -29 1 " : '， 金雲母 ，， 暗茶椛色 I ,, ，， 

48 20 I -23 I ,, I ，， 角閃石 ,, i‘火火 ，， ！ 
ケ ，， 

21 H-24 ,, ，， ， 赤ヶ ❖ ❖ 

図 三ト'― 222 3 G-22 ，， • ❖ 灰，' ク
I 

，， 

H-24 ,, ク ，， 灰褐色 ,, ,, 

24 I -29 , ,, ヶ 金雲母 ケ 茶褐色 ， 
I 

ク
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第12表 V層出土土器観察表(2)

！紺番号 遺物番号出土区 層 胎 土 焼 成 色 調 1内由調整 外面調整・文様

i 25 G-22 V 石英• 長ゎ・角閃石 良 好 茶褐色 ナ デ 貝殺条痕綾杉文

26 H -23 ， ケ
,, 暗茶掲色 ,, 

! 
,, 

27 I -27 ,, ~ 金雲母 ケ 茶褐色 ヘラ削り 1
ケ

＇ '- ！ 

28 I -28 ,, ,, ク 暗茶褐色
,, ，，， 

. . 

29 H -28 ,, 
’’ 角閃石＋i 

,, I茶褐色 ナ デ
,, 

第 :;o I 1 -24 ,, ,, 金寮母 ケ
,, ク

,, 

31 H-7 ,, ，， 角閃石 ！ ，， ,, ,, ,, 

49 32'I -25 ,, ー，' 1 ヶ ,, 
I ヶ 貝殻条痕

33 ,, ケ
,, I ク

,, 
＼ 

ケ
,, 

図
34 H -22 ，， ,, ， 里褐色！ ク

,, 

35 H -24 ケ
， " a 

-l-
,, ケ

36 H -28 ケ ケ • 淡茶褐色 ， ケ

37  -1 H-22 ， ,, ,, 茶褐色 • ~ 

38 I -26 ,, ケ i ク 赤条褐色 ク ク

39 H -24 ケ ク ！ ケ 黒褐色 I ❖ ❖ 

40 H -22 ク ク ク 茶褐色 ， 貝殻条痕綾杉文

41 G -21 ケ ＇ 
ク 淡茶褐色 'l ク

42 I -26 ケ
， ,, 茶褐色 ,, 貝殻条痕

第 Ii 43 I -25 ケ ク
,, 暗茶褐色 ク ＇ 

I 44 G-22 ケ ク ク 茶褐色 ,, 貝殻条痕綾杉文

50 
45 H-21 ケ • ク•

， 
,, ,, 貝殻条痕

図
46 H-23 ,, 石英• 長石・金雲母 良 好灰茶褐色 ナ デ 貝殻条痕

47 I -20・22 ,, ， ，， 茶褐色 0 ， 

48 I -26 ,, ク・ ク ＇淡茶褐色ヘラ削り・ナデ 貝穀条痕綾杉文

49 C-8 ,, ,, ，， 茶褐色
,, 貝殻条痕押引文刻目

50 H~:l6 ク ， 角閃石
,, ク ナ デ 貝殻腹縁刺突 羽状文

51 H -25-21' ,, ク
,, ,, ,, 

I 
ケ

第
52 I -27 ク

I 
,, 

l灰茶褐色 I ,, ！貝穀腹縁刺突文ク

1黒褐色51 53 I -25 ,, ,, ,, ，， 貝殻腹緑刺突 羽状文

51 H -28 ケ
,, ,, ケ ク 貝殻腹緑刺突文

図
55 , I -26 ケ ケ ❖ 淡茶褐色

,, 

, 56 I -27 ク ,, ク 里褐色 ナ デ 貝殻腹縁刺突文 羽状文

57 H -27 ,, ,, ケ ＇茶褐色 ク _J ,, 

58 I~25 み•
,, ,, ク ク

,, 

59 クヽ
,, ,, • 'l 

,, 

60 I -35 V ケ ク 灰茶褐色 • 貝殻腹緑刺突文

第
61 , H -22 ，， ケ j ク 暗茶褐色 ク

,, 

62 I -22 ,, ク・ • " 
,, 

I ~ 

52 
63 H -22 ケ I茶褐色 I ,, ，， ,, ケ

j 64 
I -11 

ク ，， ケ ＇淡茶褐色 I . 撚糸文沈線
H -10 

図
! 65 H -10 C'  ' 

,, i ， ケ . ~ 

66 i I ! ,, 
’’ ク

,, 
I ~ 

67 1-10 V ,, ,, ク ケ I ,, 

68 ケ
,, ❖ 

,, I ，， ク ケ
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第13表 V層出土土器観察表(3)

挿位番号遺物香号 出土区層 1 胎 土 焼 成 色 調 i内面調整 外面調整・文様

'69 H -26 V 石英•長石・金雲け 良 h『・ 汲茶褐色 ナ デ ナデ

第 70 H ~JO C ,, ，， ケ ケ ❖ 

53 71 E -14 ク ， 角閃右 ❖ 
; 

,, ❖ 条痕

図 72 I -24 ❖ ，， ク ， ク ナデ・条痕

7:l i F -6 I ,, ,, 
I ク ， 

I 

,, ナデ

第 74 -I -13 ! ,, ,, ,, 茶褐色 貝殻条痕
ナデ 削りのあとナデ

54 75 H・I -16 ,, ,, 
ケ 淡茶褐色＇ヘラ削り 条痕

図 76 H -16 ク ケ ケ ， ナ デ 条痕か？

77 I -13 'l ❖ ケ ＇ 
,, ナ デ；条痕

第 I78 ケ ,, • ,, ,, ,, ，， 

5図5 I —s7—o 9 +, — 
i 

ヶ ,, ，， ク ヶ ~ ，，， 

,, • ,, ケ ,, ~ ケ

第14表 集石及び集石周辺出土器観察表

挿図昏号 遺物番号 集石番号 層 胎 t 焼 成 色 調 内面調整 1 外面調整・文様

81 Jr 万ロ V 石美• 長石・金雲母＇良 奸 茶 褐 色 ヘラ削り 貝殻条痕綾杉文

82 6号 ,, ケ 角閃白 ケ ,, ナ デ 貝殻条痕

83 ク ,, ,, ク• 灰茶褐色 ，， 不明

□―-,, i ,, ,, 
金雲母 ' ケ 茶褐色 ケ 貝殻条痕

85 1. 11号 I,, I ,, 角閃石 ,, 淡茶褐色 ヘラ削り 不明

第 86 ! 15分—,', ク I ,, ＇茶褐色 十 デ 貝殻条痕

87 18号 ， ,, 
ケ ，， ケ ，貝殻腹橡刺突文

88 ,, ケ ， ケ 灰褐色 ク• 貝殻条痕

89 ク ❖ ケ ❖ i炎茶褐色 ,, 貝殻条痕綾杉文

56 90 30号，，
， 

I 

,, i 1灰褐色 ヶ 貝殻腹縁刺突文

＇ 
,, 淡褐色 ＇ ,, 貝般条痕 綾杉文口92. 33号，'ー~ ❖ ,, 『．

赤茶褐色 ！ ,, ， ケ ， 
93 ❖ 0 ’‘ 

,, 茶褐色 ケ 9 

94 ,, ,, 
＇ 

，， 灰褐色， ，， 貝殻条痕・ 綾杉文

凶 95 I 
ク

I ケ
ク

i 
,, 暗褐色I. -~,ii一条痕

96 I ,, I ',, ク ,, 灰 色イ； 明！不明

I 97 ク ,, C 金雲け ,, 淡灰褐色 ナ デ 貝殻腹縁刺突文

98 ,, ， 、 角閃石 ， 
！ 

,, 
❖ 貝殻腹縁刺突 綾杉文

99 ク 0 ,, C ＇ I I廿音茶褐色 ❖ 貝殻条痕 貝殻腹球刺突文

100' I 0 ； I ，' ,, ,, 
Ii炎茶褐色 I ,, 刻目

101 ， ❖ ク‘ ’ 暗茶褐色， ,, 貝殻条痕 貝穀腹隷刺突文

第
102 1 ク

， ヶ ,, ク 淡茶褐色 ,, 貝殻条痕 9

10:J I 
i ,, ,, ,, 

＇ 
ク 0 ,, 

:;図7 . ~1()4 sl ,, 

~· 

,, ク I茶褐色 ,, 沈線

,, ,, ,, I B音茶褐色 II
,, 貝殻条痕文 沈線

i 1()6 ,, ,, i ,, 'l ,, 
I 

,, 貝殻腹杖刺突 貝殻条痕文，沈線
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2. 石器

第V層から出土した石器は， 石鏃・スクレイパー・石斧・磨石・敲石・石皿・礫器など総計

140点認められた。これらのなかで礫器は最も多く 71点出土し， 全体の50.7%を占めている。

また磨石・敲石類も40点と次いで多く，

打製石鏃

全体の28.6%を占めている。

計 6点出土している。そのうち 3点図化した。基部形態は凹基及び平基であり， 整形加工の

剥離は比較的大きい。使用されている石材は黒曜石・チャート・頁岩である。また石鏃の未製

品と思われるものが 2点出土している。

磨製石鏃

2点出土した。 llOは全体に研磨を人念に施したもので， 表裏両面は平坦にし，両側縁は幅

1 -2 mmを研ぎ分け鋭くしている。基部は丸みをもちややふくらみ，縦方向の研磨が行われて

いる。先端部を一部欠損しているが，推定長は約 2cmとなる。 111は頁岩製であり，打製石鏃

の両面に研磨したものである。凹基式で鋸歯状を呈する側縁及び基部には押）上剥離による痕跡

が残存している。 110はG-7区から， 111はH-16区から出土した。

贔肩
107 

108 

109 

一

土

I 
如'''"'"田 1111 日叫!•!'"ml--

ご

110 

I 
<:: -. --::> 

゜

こ

111 

;J cm 

炉

ロ
112 

゜
5 cm 

第58図 V層出土石器(1)(石鏃）
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スクレイパー

H -10区から 1点出土した。 112は気泡・不純物の多い黒曜石の剥片を素材にし，鋭利な片

側縁辺に粗い二次加工を施し刃部としている。

磨製石斧

113は砂岩のやや厚手の剥片に粗い整形剥離を行い，縁辺は敵打による整形を施し，主に刃

部付近にのみ研靡を施したものである。刃部は片刃状に近い。基部には柄の装着痕と考えられ

る光沢痕が認められる。他に，刃部の小破片と，基部片と思われるものが各 1点づつ出土して

いる。

打製石斧

114は表皮の残る剥片の周縁に祖い二次加工を施したもの。 115は頁岩製で整形剥離と敲打調

整により丁寧な整形が行われている。刃部付近には使用による磨滅部分が残る。 116も表皮の

残る剥片に粗い二次加工を施したものである。他に同様の粗い二次加工と敲打調整を施したも

のが 3点出土している。

117は棒状の偏平な礫の両端に二次加工が行われているものである。 118は集石18号を構成す

る礫のなかの一つであり，剥片の鋭利な縁辺に粗い剥離を行い刃部としている。 119は集石33

号のもので，縁辺に敲打痕，一部には擦痕が認められる。 120は両端に顕著な敲打痕，また片

面に部分的に敲打痕，裏面には研磨痕が認められるものである。これらは敲打具の一種と考え

られる。

礫器

紛計71点出上し，令石器数の半数を占めている。礫器は円礫を素材とし，その縁辺の一部に

片面から数回の柑い剥離が行われ刃部が形成されたもので，素材礫の形状や刃部の位置により

数類に区分できる。

l類…… 偏平な亜円礫を使用し，長軸の一端に粗い数回の剥離を行い礫の縁辺の形状に応じ

た刃部が形成されている。 19点出土c 121-132である。刃部には使用によると思われ

る｝）潰れが観察される。

2類…… 素材礫の形状は 1類とほぽ同様であるが，刃部は数回の粗い剥離を行い尖頭状を呈

しているものである。 5点出土。 13:l-135

3 類…•• 長さが幅の 2倍以上ある棒状の偏平礫を使用し，長軸の一端に粗い剥離を行い刃部

としている。全体で30点出土しており，小型のもの136-141 (3 a類）と比較的大型

のもの142-143 (3 b類）があり，各々 15点づつ出土している C 143は側縁部に敲打

痕が観察される。

4 煩…•• 素材礫の形状は 3類とほぽ同様であるが，長軸の両端に粗い剥離痕が残るものであ

り，両端とも刃部として使用されている。 8点出土している。 144-147。144の長軸

の一端は敲打使用によるものと考えられる。 147は片側側縁に敲打痕が観察される。

5 類…•• 比較的大型の亜円礫を素材とし，粗い剥離により半円状の刃部を形成している。刃
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部の輻が最も大きく，重量もある。 7点出七した。 148である。

磨石・敲石類

つの石器に磨面及び敲打痕，あるいは敲打痕が円形に集中し凹みのあるものなど，複数の

使用痕がみられるため，ここでは磨石・敵石類として取り扱った。これらの石器は使用された

痕跡により次のように分けられる。

l 類·…• 平坦曲に磨面のみを有するもの。 149, 150。 9点出士。

2類・・・・・・ 平坦面及び側縁に磨面を有するもの C 9点出土。 151-153。このうち152・153は平

捐面の中央部に敲打痕が集中した凹みがみられる。

3 煩…•• 平坦面に磨面があり，側縁あるいは部分的に敲打痕がみられるもの。 8点出土。 15

4-157。157は，比較的大型で長楕円形を呈し．長軸の片側と片側面に著しい敲打痕

がみられる。

4類・・・・・・ 部分的に敲打痕のみがみられるもの。 158, 159。13点出土している。

また， 160は部分的に敲打痕がみられるのみでなく，平坦面の中央部に集中した敲打

による凹みがあるものである。

この他，同様の円礫を使用し，部分的に磨面が観察されるものが 2点ある。 161は平坦面の

中央部に，靡面があり擦痕が観察される。磨面はわずかに凹面を呈し，砥石と考えられる。

石皿

計・10点出上している。平坦面が使用のため磨減し凹んだもの162-165と磨面はあるもののほ

とんど凹んでいないもの166-169がある。使用されている石材は安山岩 (163-165) と花尚岩

(166-169) 及び溶結凝灰岩 (162) である。

石器の出土分布（第67図）

石鏃及び石斧は出上点数が少ないだめ散在した分布となっている。二点出土した磨製石鏃の

周辺には打製石鏃は出土していない。

多量に出土した礫器はほぽ調査区域の全休に広がるものの， 8区周辺と 13区から 18区まで及

び， 22区から27区にかけてと三ヵ所の出土鼠の多い分布が知られる c

調理用の道具としての磨石・敲石は，その大部分か22区から26区にかけてのほぼ一ヵ所に集

中して出土していることがわかる。また 6・7区周辺及び13-15区にも小さなまとまりもみら

れる。石皿の出土分布は，その大半が22区から28区に出土しており，靡石・蔽石の集中してい

る区域と童なっている。

このように各石辟の出土分布は，ほぽ 3ヵ所のまとまりとなり，出上量では東側のものが多

戯を占めている。それはまた出土土器の分布及び出土旦とも対応している c
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第59図 V層出土石器2)(石斧，礫器①）
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第60図 V層出土石器(3)(礫器②）
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第62図 V層出土石器(5)(礫器④）
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第63図 v層出土石器(6)(礫器⑤）
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第66図 V層出土石器9)(石皿）
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礫器

磨石・敲石

石皿

第67図 縄文時代早期の石器出土分布図
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第15表 V層出土石器計測表(1)

番号 器 種 出土区 石 質最大長lcml 最大幅1cm) 最大厚lcml 璽薗(g) 備考 注記番号

107 石 鏃 I -26 黒曜石 1. 7 1. 3 I 0. 4'0. 54 I 19903 

108 石 鏃 H-10 黒曜石！ 2.4 1. 7 0. 7 I 2. 16 1 17595 

109 石 鏃 I -21 頁 石山 2. 75 , 1. 65 0.45 1. 72 20332 

110 磨製石鏃 G-7 頁 岩 1.8 1. 9 0.15 0.63 先品部欠捐 1497 

111 磨製石鏃 G-16 頁 岩 2.3 1. 3 〇.25 0.88 31078 

112 スクレイパー H-10 黒曜石 6.1 3.4 2.0 45 17587 

113 磨製石斧， I -26 砂 岩 14. 7 6. 1 2. 1 275 19921 

114 打製石斧 l H-23 頁 岩 . 8. 4 7. 1 2. 1 175 20745 

115 打製石斧 I F-16 頁 岩 9.8 5.0 1. 6 110 19739 

116 打製石斧 G-24 頁 岩 12.5 5. 1 1. 9 155 20807 

117 石斧 ウ H-1.7 砂 石~ 12. 7 3.9 1. 5 100 24016 

118 蔽打器 H-22 10.3 12. 7 5.8 685 集石18-75

119 敵打器 I砂 岩 11. 7 9.3 5.9 695 ，集石33-434

120 散打器 I -17 I頁 岩 9.6 7. 1 3.0 300 23940 

121 礫 器 I -20~i 砂岩（変成） 11. 7 9.6 3.8 550 ！ 24001 

122 礫 器 H -25 砂岩 13,6 10. 2 2.5 520 19757 

123 礫 器 G-7 ，，， 13.8 9.4 2.9 600 943 

124 礫 器 GH-9・10・11・12 砂岩（変成） 14.0 , 9. 7 2.5 505 

125 礫 器 G H-21-22 頁岩（変成） ! 14. 3 11. 3 3. 7 785 

126 礫 器 ，，， 13. 5 10. 7 4.5 775 集石1号

127 礫 器 H-26 ，，， : 11. 9 11. 2 4. 7 600 

128 礫 器 ，，， 12.6 10. 1 , 3. 4 680 集石29号

129 礫 器 I -11 ，，， 10 8 11 4 4. 1 670 集石29号

130 礫 器
,, 12.5 11. 0 3.5 655 集石29~8

131 礫 器 G-8 砂 岩 16.3 10. 1 4.6 1220 946 

132 礫 器 H-5 頁岩（変成） 13.6 10. 9 5. 1 920 

133 礫 器 I -24 ，，， 16. 2 , 12. 5 5.9 990 20298 

134 礫 器 I -24 頁 岩 12.0 9.9 3. 1 480 

135 礫 器 頁岩（変成1 10.0 12 5 5. 1 650 ャ一集石23-52

136 礫 器 H-24 ，，， 11. 9 6.2 4.0 375 20725 

137 礫 器 H-26 頁 岩 11. 0 6. 7 I 2. 9 330 19752 

138 礫 器 J -17 砂 岩 13.3 7.3 3.6 445 23967 

139 礫 器 I -17 頁岩（変成） 11. 5 8.8 2.3 310 23943 

140 礫 器 I -13 頁 岩 14.4 8.5 4.3 620 30991 

141 礫 器 I 
ク 14. 1 6.2 3.4 390 

142 礫 器 GH-9・10・11・12 ，，， 16.0 9.0 4. 1 940 

I -27' 143 礫 器 ク I 20. 5 9. 1 5.3 1020 I 

144 礫 器 H-11・12 ,, 12.9 5. 7 3.6 380 

145 礫 器 E-15・16 ，，， ， 14.9 9. 4 j 3. 4 660 I 

146 礫 器 ，，， 22. 1 9.9 5.3 1420 

147 礫 器 ，，， 18.4 8. 1 4.6 845 集石35号

148 礫 器 H-5 頁岩（変威） 17.2 17.3 4.0 1660 

149 磨石敲石 H-26 ，，， 10. o 8.6 5.0 し 605 奥石28-1, 7, 8 

150 磨石敲石， 溶結品炊岩 8.0 6.0 3. 7 120 集石33号

151 磨石扁支石 I -26 安山岩 11. 5 8. 9 5.5 855 I 19955 

152 磨石蔽石 H-22 ク 10.8 9.3 4.8 730 20573 

153 磨石蔽石 G-15 ク 8.2 6.9 4.2 410 19944 

154 磨石敲石 G-22 I安山岩＿ 11. 6 7.9 5.4 745 20722 

155 磨石敲石 ，， 11. 0 8. 7 6. 7 765 集石33~24

156 磨石敲石 H -26 -1ヒ岡~ 石~ 11. 2 9.6 7.0 1000 19798 
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第16表 V層出土石器計測表(2)

釆田昇J 器 種 出土区 石 質 最大長lcmi 最大闘icml 最大厚lm.i 重鼠咽1 備考 注記番号

157 磨石・敲石 II -22 砂偉結凝灰岩岩 17.6 9.5 5. 6 ! 1320 20572 
158 磨石・敲石 H -23 8.2 7.3 4. 3 I 400 I i 20744 
159 磨石・敲石 H -22 花尚斑岩 10 6 7.5 6.9 660 20337 
160 磨石・敲石 H-7 砂 岩 11. 4 S.8 4. 4 I 405 958 
161 砥 石 I -22 砂 岩 10. 8 6.4 4. 3 I 445 20323 
162 石 皿 H-27 溶緒凝灰岩 24. 2 17.6 6,6 2600 19859 
163 石 皿 安 111 岩！ 9.9 ， 4.6 375 
164 , 石 皿 G H-21・22 ,;, 7. 7 6.2 3.6 192 i ― I -―― 

165 石 皿 I -26 
巌ヶ 岩 I 31. s 13.5 9. 1 6100 19973 

166 石 皿 F-6 花 24.1 23. 7 10. 8 10000 I 1010 
167 石 皿 H-29 I 

,, 28. 1 22.3 12. 1 10150 集石3号
168 石 皿 H-2:l ク 2:i 4 24 2 9.6 8300 20819 
169 石 1lll ,, 23. 1 21. 4 8. 7 6150 

第17表未実測礫器計測表

分類 出土区 石 質 骰大長(cm)! 最大幅(cm)最大：旱km) 電量(g) 備考 注叫番号
1 I -24 ＇砂岩（変成） 15.0 10. 5 3.6 760 
1 H~13 貝岩（変成） 12. 1 11. 8 2.8 480 31007 
1 F -15・16 凝灰岩 10. 9 9.2 4.4 465 

- -

1 I砂 岸 13.4 10.0 5.0 840 
］ H-10 頁岩（変成） 12.4 9.9 3.5 430 17562 
1 J -17 砂岩（変成） 12. 1 (7. 1) 3.0 315 23949 
1 I I -18 頁料（変成） 12.3'11.6 4.6 ！ 795 23976 
1 H-17 頁岩（変成） 14.S 9. 7 3. 2 1 570 24013 

一一

2 i H-8 砂岩（変成） 13.9 9.6 3.3 535 949 
2 I -25 i 頁岩（変成） 11. 2 10. 3 4.0 515 
3 a I -13 頁岩（変成） 18.8 8.3 5.3 840 30990 
3 a G -14 砂岩（変成） 13.4 6.6 2.5 260 31009 
3 a I -18 頁 岩 13.0 6.5 3,3 355 23989 
3 a H-23 ，， 14.4 8. 7 3.9 565 20666 
3 a I -18 ク 12. 4 7. 7 3.5 415 23992 
3 a H-9・10・11・12 ク 16. 0 5.6 3.0 390 
3 a I -27 砂号（変成1 (11. 71 5. 5 I 2. 7 230 I 19990 
:l a H-5 頁 岩 BO  6 4 3.5 335 
3 a GH-21・22 ク (7. 9) 7.8 2. 7 265 ， 

3 b I -22 頁 岩 13.3 10. 1 4.5 770 20320 

3 ..b ' H-8 ,, 15. 5 8.5 3. 6 680 947 
3 b H-8 _ 一頁翌1変成岩1 20.0 6.4 4.8 765 968 

-3 -b I -9 15.9 8.6 4.0 905 18108 
3 b B-8 ,, 15.2 5. 1 4. 1 465 982 
3 b'G H-9•10·11·121 ,, 

I 15.3 8.8 3.4 600 

ししーしI 
I -15 砂 岩 18.0 1 6.9 3 1 445 31197 

3 b I -13 頁 岩 14.6 6.6 4.5 470 30998 
, 3 b G-14 ，，， , 15 8 10.8 4. 9 975 31012 

3 b H-8 ク 19.4 9.3 2. 7 695 967 
3 b H-6 ク 19. 3 6. 5 3 2 490 755 
3 b G H -21・22 頁岸！変威） 15.0 9. 1 4.9 650 
4 H -25 砂岩（変成） 15. l 11. 7 3.4 645 19745 

ロ H -24 ,, (10. 5) 9.6 3. 6 445 20634 
H -17 頁 岩 (14. 7) 8.9 3. 6 ! 550 24019 

4 H -26 砂岩（変成） 11. 6 i 7.4 2.8 300 --ゴ 21069 
4 I -11 ,, 13. 3 7.2 3. 7 435 ＇ 18033 
5 H-5 1頁 岩 16.5 13. 4 I 3. 9 855 
5 G -10 貞岩（変成1 10. 7 13.8 3. 6 535 18911 
5 I -22 ク 19.6 13.6 6. 7 1760 20321 
5 G-16 ＇ ， 16.2 15.5 ::i.2 ! 1610 19937 
5 G-23 ， 10.6 13. 7 4.4 730 20696 
5 I -16 ， 12.9 14.6 6 0 1090 31041 
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第VI章 縄文時代晩期の調査

第 1節 調査の概要

縄文時代晩期の遺物は，調企区のほぽ全域にみられるが，東西の両端部付近の出土量は極端

に少なくなる傾向にある。遺物の出土する皿層の暗黄褐色土は， 上部には開聞岳起源の紫ゴラ

が点在している部分もある。また，

IIl層は，畑地の造成や最近のサイロ

下半部には池田カルデラ起源の軽石が多く混在している。

（牧草保管用施設）建設等により， 上半部が削平されてい

る部分もみられたが． ほほ定した層の堆積があり，概ね東南方向へのゆるやかな傾斜を持

つ。遺物はこのIII層の上半部 (IIIa層） を中心に出土している。なかでも東南部の21-34区付

近は， 60cm前後の層厚があり多くの遺物が出土したc

出土遺物について見ると， 土器は多呈の深鉢，浅鉢があり， それぞれ粗製土器，

ある。他に少量の孔列上器や組織痕土器等がある。石器は，打製石鏃，磨製石鏃，

精製士器が

石匙， スク

レイパー，石錘， ピエス・エスキーユ，打製石斧，

石，石皿等がある。他に，軽石製品や石製品，

磨製石斧，横刃形石賂，礫器，磨石・敲

土製品等も出土している。

遺構は51基の土坑が確認され，

27区では集石が 2基検出された。

第 2節

1. 土坑

遺構

土坑は合計51基が確認された。

9 -16区及び22-28区の 2ヵ所に集中している。また， I -

これらは 9-16区の西側のグループと， 22-28区の東側のグ

ループの 2つに大きく分けられる。検出面はいずれも m層面であるが， その標高は東側のグ

ループは109m前後であり， 西側のグループは111m前後から 112m前後である。平面形は円形

や楕円形，不整形などさまざまであり，大きさも 60cm前後から 170cm前後，

ら90cm前後である。遺物も多量に入っているものもあるが，

深さは10cm前後か

まったくないものもある。
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3, 4号土坑（第69図）

H -19区に 2基切り合って検出されたが，その前後関係ははっきりしない。 3号の検出面か

ら102の石f111と96の磨石・敵石が出士した。このことから，土坑の掘り込み面はもう少し上部

の可能性も考えられる。 102は安1廿岩を素材とするもので，一部欠損しているが全体を敲打に

より船形に整形している。磨石は 2類に分類されるものであり，平坦面に磨面があり，周縁部

にも磨面あるいはつぶれた敲打痕が見られる。

9号土坑（第70図）

I-10区に当初半分確認して掘り下げたが，後に掠張して全体を掘り下げた。長径175cm,

短径129cmのほぱ楕円形を呈している。深さは， 78cmで今回調査した上坑の中で最も深い。遺

物も，最も多く 10-31の土器と， 91-93, 97の石器が出土している。 10-18は机製の深鉢であ

る。 12は「く」字状になると考えられる胴部から，ゆるやかに外反し口縁部となるもので，胴

部径と口縁部径がほぽ同じになるものと考えられる。 19-29は精製の浅鉢である。 21は床面近

くから出土したもので， U緑部と底部が欠損しているが，頸部から底部近くまで比較的残りの

よいものである。頸部のくびれ部の直上の断面部分に研磨痕が観察され，破損した口縁部を再

生したものと考えられる。肩部から頸部に至る中間部付近の外面にわずかな段を有する。肩部

にリボン状の突起を 1ヵ所貼り付ける。底部に近い部分にば焼成後の穿孔がある。 31は平底の

底部から，ほぼ垂直に近く立ち上がり口縁部へとつづくものである。口繰部にはリボン状の突

起をもつ。内面の底部付近にわずかに炭化物の付着が認められる。石器は91の磨製石斧片，

92, 93の打製石斧， 97の磨石・敲石が出土した。床面に近い部分から木炭片が出土している。

29号土坑（第74図）

H-23区に検出されたもので，長楕円形の形状である。床曲の片側の壁寄りに，長径30cm,

短径17cm, 底径15cm, 深さ約15cmのピットを 1個もつ。遺物は土器片等が 9点出土した。 45は

粗製の深鉢の口緑部である。肩部は「く」字状になるものと考えられ，頸部のくびれ部の外面

にわずかな段をもち，はぽ直線状に外反し口縁部となる。

34, 35号土坑（第74, 75図）

H --25区に 2基接して検出され，その距離は約35cmである。いずれも平面形は楕円形であ

り，形態，大きさともに類似しているが， :'l5号がわずかに大きい。また，長軸もほば同じ方向

である。いずれの土坑からも多くの遺物が出土している。 47-52は34号から， 53-57, 59は35

号から出土した土器である。 49は補修孔を持つ柑製の深鉢である。 52は丸底，あるいは，わず

かな平底と考えられる底部からゆるやかに内彎しながら，内外面ともにわずかな段を持つ口縁

部となる精製の戊鉢である。 58, 60はそれぞれの土坑内から出土した土器片が第76図にホすよ

うな状況で接合した。 58は4個の破片が両者で接合し， 2個がそれぞれの土坑内で接合し，同

一固体と考えられる土器片が 6個になったが，これらは接合しない。粗製の深鉢である。頸部

でわずかにくびれ，はぼ直線状に外反し， 4カ所でわずかな山形の口縁部となるものである。

60はそのほとんどが35号内で接合したものであるが， 1点だけ34号のものが接合した。末青製の
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浅鉢である。わずかな平底から，ほほ直線状に外反し、口縁端部でわずかに内彎するものであ

る。口縁部にはリボン状の突起とその両測に鰭状突起を組み合わせたものを有する。石器は94

の頁岩製の横刃形石器と 99の磨石・敲石が34号から， 90の頁岩製の石鏃と 100の砥石が35号か

ら出土している。

36号土坑（第75図）

H-25区に検出された。長径87cm, 短径80cmの円形に近い形状である。深さは約60cmである

が，床面に深さ28cmの不整形のピ j 卜を持つ。このピノトは11層下部の薩摩層まで掘り込んで

いる。遺物等は出土しなかった。

37号土坑（第75図）

I -25区に検出した。検出面での大きさは長径67cm, 短径65cmの円形を星している。検出面

からの深さは 5cmであるが，実際の掘り込み面は検出面より上部の可能性があり， もう少し深

くなるものと考えられる。 62は外面はケズリを施し，内面は研磨による粗製の没鉢である Q 外

面にはススの付着が認められる。

41号土坑（第76図）

I -26区に検出されたが，用地外に延びているため，一部しか調査しなかった。平面形は

はっきりしないが，断面形は掘り込み面からすり鉢状に掘り込み，中央部でほぱ垂直に掘り込

んでいる。垂直部分の深さは約60cmであり，床面の径は約45cmである。遺物は検出面から床血

まで出土している。 76は床面より上部から出土した机製の浅鉢てある。口縁部の外面に断面?

角形の突幣を一条貼り付ける。口唇部の枯土帯は長めの鰭状の突起の可能件も考えられるが，

はっぎりしない。外面は条痕後ナデ整形し，内面は研磨している。外面にはススが付着してい

る。

43号土坑（第76図）

H-26区に検出した。検出面での大きさは長径79cm, 短径70cmで，ほほ円形である。深さは

検出血から40cmであるが，実際の深さはもう少し深くなる可能性も老えられる。遺物は士器

片，石皿，焼礫等が出土しだ。 103, 104の石皿はいずれも安LlJ岩を素材とするものである c

104は割れて，ハラハラの状態で出土したものが接合している。

48号士．坑（第77図）

I -28区に検出されだc 長径85cm, 短径61cmの楕月形で，深さは24cmてある。多量の木炭片

が出土し，その木且は同一方向にそろっており，床面も土が黒っぽいことから，かなりの大き

さの木材が入っていだものと考えられる。

50号土坑（第77図）

H -28区に検出された。長径78cm, 短径64rmの楕円形で，検出面からの深さは 5cmである。

実際はもう少し深かったものと考えられる。中から25cm前後の円礫と平石が出土し，他に土器

の胴脊［や底部も出土している。
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第18表土坑一覧表

番号 l区 平面形 長径(cml 包恰cm) 深さ icm) 1 出土遺物等 傭考 旧番号

1 G-9 長楕円形 170 88 44 土器片 l 細かい木炭片 19 

2 G-9 1楕円形 113 82 17 細かい木炭片 20 

3 H-9 長楕円形 134 66 ， 27 石皿，磨石・敲石 4号と切り合い 21 

4 H-9 楕 円形 (57) 47 44 3号と切り合い 22 

5 H -10 口 形 l 80 78 17 18 

6 H -10 楕 円形 108 73 17 細かい木炭片 23 

7 I -11 楕円形 89 67 20 土器片等21 44 

8 I -10 不 整形 167 120 21 士諾片 43 ， I -11 楕 円形 175 129 78 土器片等96 木炭片 42 

10 I -11 楕 円形 146 122 35 土器片等 24 

11 H-13 楕 円形 101 80 
！ 

13 土器片，チャート片，木炭片 ， 36 

12 H -13 楕円形？ (75) 53 13 細かい木炭片 40 

13 H-13 円 形 ・110 100 14 ＇上器片 39 

14 G --13 長楕円形 153 82 45 ＇木炭片少量，土器片 41 

15 J -16 長楕円形 168 90 42 土器片 52 

16 I G-16 楕円形 120 91 52 土器片
， 

53 

17 F -15 楕円形？ (130) 111 32 土器片等11 一部調在区外 46 

18 F -16 円 形 102 92 ， 22 47 

19 E-14 円 形 60 48 20 土器片等 45 

20 I -22 楕 円形 86 52 12 38 

21 I -221円 形 1 72 67 24 土器片 37 

22 I -23 FIJ 形! 96 ： 77 23 35 

23 ! I -23 楕 円形 133 ' 90 12 33 

24 'l -23 不整形 160 135 15 士器片 34 

25 H-23 楕円形？ (110) (85) (20) 上器片等 一部確認トレンチ 29 

26 H-23 楕 円形 109 69 25 27 

27 H-23 格円形， 139 77 19 土器片 3' 礫 l 28 

28 H~23 隅丸長方形 l 81 52 18 検畠面に木炭片，焼十 30 

29 H -23 長楕円形 I 142 81 14 上器片等 31 

30 H-23 長楕円形 163 84 22 土器片等 32 

31 II -23 楕円 形 115 77 16 I 26 

32 H-24 楕円 形 122 80 41 土器片等 5 25 

33 H-25 円形？ 57 10 1土器片等 50 

34 H-25 楕円 形 107 88 37 土器片等58 7 

35 H-25 楕円形 : 117 95 47 土器片，石鏃 1,頁岩チップ 細かい木炭片 6 

36 H-25 円形 87 80 77 ,r ) 

37 I -25 円 形 (67) (65) (5) 土器片等17 12 

38 I -26 楕 円形 140 113 50 上器片等23 10 

39 I -26 栢 円形 85 49 44 ＇土器片等 9 ， 
40 I -26 楕 円形 68 49 ！ 30 16 

41 I -26 楕円形？ 142 (59) 88 土器片等18 一部調査区外 13 

42 I -26・ 円 形 97 90 34 土器片等 4 8 

43 H-26 円 形 (79) (70) (40) 石皿，礫，土器片 48 

44 H-27 円形？ 150 (130) 145 2 

45 H-27 円 形 100 86 16 土器片等 8 17 

46 1 -27 楕円形 163 102 37 土器片綽，木炭片 14 

47 H~27 円 形？ 89 79 13 土器片 1' 木炭片 6 4 

48 1~zs 楕円形 85 ' 61 24 木炭片 15 

49 r~zs 隅丸長方形 102 79 35 土器片等29 11 

so H-28 楕円形 (78) (64) (5) 土器片，円礫，平石 3 

51 I -30 楕円形？ (82) (32) (154) I土器片 1 一部地層横転 1 
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第19表 土坑出土土器観察表

番号I
出土 器面の調整

土坑 1 外面 1 内面 i備

[
］
[
-
3
4
-
5
-
6
-
7
8
 

ナ
＿
ナ

7 I ナ

tl研

7

8

8

8

 
8 I !iJf 

デ 1 ナデ i

デ 1 ナデ

口三：
考番／□

備考

>:! I; ; I; デ

磨 外スス付

口 ァ外スス付

ナ
ー
ナ
ー
研

□
 

5
3
5
1
5
5
 56 I 35 

57 I :35 

条痕，ナデ 1 条痕，ナデ

ナデ，ナデ

;;+r 
デ

竺~外スス付
磨

14 I 9 I 条痕，ナデ 1 条痕，ナデ

15 9 条痕，ケズリ ナ デ

9

9

9

9

9

9

9

9

-

9

9

9

9

9

9

9

口，＿
10

16
□

□

□

□

□

□

□

□

□

-27□
□

[30

ロ

ナ
一
ナ
一
ナ
璧
研
研
研
一
研
一
研
研
一
研
一
研

ナ

ナ

ナ

研

研

研

研

研

研

研

研

研

デ

、

ア

[

]

磨

口

＇

磨

磨

」

：

磨

テ

外スス付

研磨 I研磨

研磨！研磨

条痕，ナデナ デ

ナ デ 条痕，ナデ内底スス付

ナデナデ

33 10 ナデナデ

34 11 研磨研磨

35 11 ナデナデ

36 11 研磨研磨

37 11 Iケズリ＇研 磨 I外ススイ寸

38 14 研磨研磨！

39 14 研磨研磨

40 15 研磨研磨

41 16 研磨研暦

42 21 研磨研磨□ _L:f:___ーテニニ二
44三 Iナ 2 1 ナデ，ケズリ

60 I 35 口

67 I 38 I 研

68 38 I ナ

デ，ナデ

~ 磨研磨

外スス付

外スス付

竺
テ
云
三
磨
磨
一
磨
一
磨
一
磨
一
磨
磨
一
磨

~ 
穿孔且緑再生' 0類〗~三□デナ

$ 磨研

デ 1 ナ

デ

;ffii 
デ

磨

磨

テ

口
外スス付

外スス付

79 I 45 ナ デナ デ 1外スス付

80 45 条痕，突幣 条痕，ナテ 外スス付前期 9

_8_1 46 ナ デナ デ外スス付

82 48 ナデ

83 46 : 研 磨 l 研 磨剥洛著しい

84 49 ; ナデ＇ナデ

85 49 ナデナデ

86 49 ナデナデ

87 50 , ナデナデ

88 50 研磨 1研磨
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第83図 土坑内出土土器(5)

第20表 土坑出土石器計測表

来田万＝ 器 種 出土土坑 石 質最大長1cm) 厳大幅1cm) 最大厚(、cm) 重鼠(g) 備考 注記番号

89 石 鏃 I 33 頁 岩 2 67 1. 77 0 52 3... 22 先端部欠損 50-12 

90 石 鏃 i 35 頁 岩 2.65 1. 68 0.42 1. 43 6 -60 

91 磨製石斧 ， 貞 岩 5,6 8.5 0. 9 13.6 破片 I 42-155 

92 打製石斧 i
， 頁 岩 9.8 7.8 2.45 215 基部欠損 I 42-180 

93 打製石斧 ， 頁 石9止 26.5 ， 2. 1 368 ！ 42-77 

94 I打製石斧 11 頁 岩 4.8 5.3 0.55 14 ! 刃部の破片 36-2 

95 横刃形石器 34 ，＇ ー貝マ ― 岩 8.87 7.35 0. 87 61 一部欠損 7~1 

96 磨石・敲石 3 安白岩 9. 7 8.6 4.3 550 15246 

97 磨石・敲石 ， ィ—庄ヒ 岡~ 石~ 8.9 6.9 5 410 42-172 

98 磨石・緞石 34 昴詰凝灰岩 5. 6 5.2 2.4 82 7 -49 

99 磨石・敲石 33'花尚岩 6. 7 6. 1 3.9 214 中央に凹み 50-3 

100 砥 石 35 亨岩 11 4. 9 I 1. 3 123 平面に擦痕 6 -10 

101 砥 石 35 砂 岩 4.8 5.3 
＇ 0.6 31 6 -10 

102 I石 皿 3 安山岩ー 32.4 23. l 11. 5 11000 15245 

103 石 llJl 43 安山岩 42.8 25.6 14 17400 48~9 
104 , 石 Jill 43 1 安 111 岩 40.4 24.9 10.9 10300 48-4・5・8 
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2. 集石遺構（第86図）

I -27区に 2基検出された。いずれも III層中で検出され，その標高はおよそ109.30m前後で

ある。いずれも礫表面の肉眼的観察では火を受けた痕跡は認められない。

1号集石

11個の礫を長径30cm, 短径20cmの円形に近い形状に敷きつめたような状態で検出した。中心

部にはわずかな空間がある。礫の大きさは長径 4cm煎後のものから10cm前後のものまであり，

形状も一定していない。その重量糾成は第86図に示すとおりである。礫の種類は 1個が凝灰岩

で他はホルンフェルスである。掘り込み等は確認されなかった。

2号集石

9個の礫を長径25cm, 短径15cmの長方形に近い形状に敷いたような状態で検出した。礫は 5

cm前後のものから 10cm前後のものまであるが， 10cm程度のものが多い。その重量組成は第86図

に示すとおりである。礫の種類は 1個が頁岩で他はホルンフェルスである。 1号集石と同様に

掘り込み等は確認されなかった。
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第86図集石遺構
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第 3節出土遺物

1. 土器

調査区域の全体から多量の土器が出土している。士器の出土する Ill層の暗黄褐色土は，一部

に削平や攪乱が見られるものの，ほぱ一定した層の堆積があり，わずかな凹凸はあるものの，

ゆるやかに東南方向へ傾斜している。

土器の分布を見てみると調査区のほぽ全域に見られるが．西測及び東側の両端部と中央部の

21区近辺は．その密度が薄くなる傾向が見られる。中央部付近は牧草保存用のサイロ等の建設

のため，攪乱を受けており，明確な分布状況を把握することは困難であるが，深鉢の底部と浅

鉢の口縁部の分布図を見てみると， 9 -15区周辺と， 27区周辺の 2ヵ所に，大きく分布が分か

れる傾向が見られるようである c

土器は粗製土器と精製土器とに分けられ，それぞれに深鉢，浅鉢があるが，桔製の深鉢とし

たものは極端に少ない。以下，類別ごとに説明していく。

A類（第92図105-第94図156)

口縁部に，断面三角形あるいは台形状に近い形状の突幣を 1条貼り付ける粗製の深鉢であ

る。突帯が口縁直下に付くもの (105-129) と，口縁端部に付くもの (130-156) とがある。

全体の器形を明らかにできる破片はないが， U縁部はいくつかの形態に分かれる。直線的に外

傾するもの (105, 109-117, 140-148等），外反するもの (107, 108, 130-,133等），直行す

るもの (118, 119, 122-124等）．内彎あるいは内傾するもの (126, 129等）等である。これ

らのうち，内傾するものは次の B類と器形的に類似するものもある 3

B類（第95図160-第98図173)

桐部が「く」字状， もしくはそれに近い形状に張り，内傾あるいは内彎する口縁部へと続く

粗製の深鉢である。口縁部に幅広の突帯を張り付けるもの (B-I : 160-166) と突帯の付か

ないもの (B-II:168-173) とがある。

c類（第98図174-第107図237)

ロ縁部が外反し，胴部が「く」字状，あるいはそれに近い形状に張る粗製の深鉢である。胴

部から外反する口縁部へと続くもの (C-I : 171-191), 桐部が「く」字状に張り，頸部で

屈曲し，直線状に外傾する口縁部となるもの (C-II : 197, 198), 胴部が「く」字状に張

り，口縁部が外傾，あるいは外反する点は前 2者と同様であるが，頸部外面に削り出しあるい

は板状のエ具によると考えられるわずかな段を持つもの (C-Ill : 202-237) がある。 177は

内外面ともに条痕が見られるが，胴部最大径の部分の内面は指頭状のものにより，ナデ消して

おり，口縁部側にはわずかな稜線が見られる。口縁部にはリボン状の突起を 2個相接して付け

ており，その部分は口唇部との間に隙間がある。

D類（第107図238-第109図272)

口縁部が外傾あるいは，外反する枡製の深鉢である。全体の器形が明らかでないため，中に

は前の C類に含まれる士器も存在するものと考えられる n 269-272は口縁部が山形になる。
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E類（第llO図273-281)

ロ縁部が内髯する粗製の深鉢である。この類の土器の中には先の B類に含まれるものが存在

する可能性も考えられる。

F類（第ll2図287-297)

有文の粗製深鉢である。ヘラ状工具による沈線文や，やや太めの凹線文がある。いずれも小

破片で，胴部片が多いため，全体の器形等は明らかでない。

粗製深鉢の底部（舘112図298-第114図384)

ほとんどが底面が外側へ張り出すものであり，円盤貼り付けのものも見られる。平底 (298

-356) と上げ底 (377-384) に大きく分けられるが，わずかに上げ底ぎみのもの (355, 357 

-376) も見られる。この上げ底ぎみのものの中には，底面の中央部をヘラ状のエ具で研磨し

ているもの (361, 364, 373, 375) が見られる。底面内側は平坦なもの (326-348, 359, 360 

等）．丸みをおびるもの (298-322, 349-351等）がある c

G類（第115図385-390)

胴部が「く」字状に張り，頸部で屈曲し，外反もしくは外傾する口縁部となる粗製の浅鉢で

ある。 390の外面には明瞭に条痕が残る。 388-391は外面に赤色顔料が付着している。

H類（第115図392-第130図514)

粗製の浅鉢で，丸底あるいはわずかな平底と考えられる底部から．口縁部へと続くものであ

る。底部からゆるやかに立ち上がり，そのまま外傾あるいは外反する口縁部となるもの (H-

I : :l92-461)。底部からゆるやかに立ち上がり，頸部付近でわずかに屈曲し，わずかな稜を

もち口縁部へと続くもの (H-II : 462-475)。口縁端部を肥厚させたり，口縁部の内面ある

いは外面， または両面に沈線を有するもの (H-ill : 476-511, 514)。口縁部外面に，断血か

三角形の突幣を貼り付けるもの (H-N : 512-513) 等に分けられる。また， 397, 398, 411, 

412のように45-50cm前後の大型のものや， 434, 453のように15-20cm前後のものもある。外面

の調整は，ナデあるいは条痕が多いが， 397, 398, 415, 510等のようにケズリにより調整された

ものもある。内面はナデまたは研磨により調整されている。

l煩（第131図522-524)

精製の深鉢としたものてある。 522に代表各れる。底部の形状は明らかでないが，丸く張る

胴部から頸部でしまり，口縁部は外反する。口緑部には内外面ともに沈線を施す。

J類（第131図525-534)

精製の浅鉢である。胴部が張り，頚部で屈曲し，外反する口縁部となるもので，最大径はロ

緑部にある。 529, 531-534は山形の口緑部である。

k類（第131図535-第133図580)

精製の浅鉢で，桐部が「く」字状に張り稜をもち，頸部で屈曲し，外反する口縁部となるも

のである 0 [J縁部は内外面ともに沈線をもつものが多い。 535-537, 541, 545等は口縁端部が

わずかに立ち上がり，さらに細分の可能性もある。
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L類（第134図581-第137図633)

梢製の浅鉢で，丸底の底部から，胴部が丸く張り，頸部で屈曲し，外反する口縁部となるも
ので最大径を胴部にもつ。口縁部はその内外面に沈線を施すものがそのほとんどである。 602,
629はリボン状の突起の両側に靖状の突起を付けるものである。胴部の形態や口縁部の形態，
特に口橡端部の形態によってはさらに細分の可能性をもつものである。

M類（第138図634-第140図660)

前の L委直と類似するが，口縁部がL類に比較して短いものである。口緑部に沈線を施さない
もの (634-638) と，施すもの (639-660) とがある。

N類（第140図661, 662) 

底部から直線状に延びる胴部が「く」字状に張り，明確な稜線をもち，頸部で屈曲し，外反す
る口縁部となるものである。 661は口縁部内外面に沈線を施すが， 662は沈線を施さない。

0類（第140図663-666)

底部，口縁部の形態は明らかでないが，肩部外面にわずかな段を有するものである。

P類（第141図676, 677) 

底部，口縁部の形態は明らかでないが，桐部がわずかに外反し，「く」宇状に張り，頸部で
屈曲し，口縁部となると考えられるものである。 676は内外面ともに赤色顔料が付着してい

る。

Q類（第141図678-680)

胴部がわずかに張り，口縁部はわずかに外反するものである。

R類（第141図681, 682) 

ロ縁部が内髯するものである。

s頷（第141図683-687)

底部の形態は明らかでないが，丸く張る胴部から，わずかに立ち上がる口縁部へと続くもので
ある。口縁部は，内外面あるいは片面に沈線を施す。 685,687は胴部にも沈線を施す。

T類（第141図688-第143図720)

底部からゆるやかに立ち上がり，口縁部へと続くものである。口縁部に沈線を施すもの (T
-I : 703-720) と，施さないもの (T-II : 688-702) がある。口縁部の形態には外反する
もの，直行するもの，内髯するものなどがある。

lJ類（第143図725-727)

孔列土器である。 725, 726はB-I類の器形に類似し， 727はH-I類の器形であるっ

v類（第143図728-732)

組織痕士器である c 網目状のもの (728-729) と，菌目状のもの (730-732) がある。

667-671はL類もしくはM類の肩部から頸部にかけての破片であるが，頸部直上の断面を研
磨しており，口縁部を再生したものと考えられるものである。
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A類土器

1~2 =- 3~5 疇 6~10 ■ 11~20 璽 21~30 ■ 31~ 

第87図 皿層出土土器分布図(1)
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B-1類士器

B -II類土器

C-1類土器

c-m類土器

D類士器

1-2 ----:;::;;3-5 昌 6-10璽11~20■21~30■ 31~ 

第88図 皿層出土土器分布図(2)
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E類土器
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第89図 皿層出土土器分布図(3)
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H-ill穎士器

]類土器

L穎土器

1-2 - 3-5 疇 6-い ■11-20■ 21-30■ 31-

第90図 皿層出土土器分布図(4)

-135 -



M類上器

T-1類土器

T-II類土器

＼ ＼＼ .. .ゞ.只

I¥ ＼ 二
＼ ＼＼ 

一・・．・・・・．タ.・． . ・・．・.・．．． . ・ ．． ． . レ

~\' --
＼＼ 

礼＼ 乙

¥i¥ 

o-s類士器

＼ ＼＼ 

I¥ D¥ 0 

ド I¥¥ 上一-~—• 

~\' ----
＼＼ 

C,~\ ,:;:. 

＼＼ 

U, V類土器

← 

F' %?  ⑭ ,,.,.,.,'--. C'h 

裔条談翁?哀
、r-----

'/ 
¥ I ----

... ・：婆：•

〉）
／／  レ／

／ 

一

F ＋ I'-, Ch ． ロ
I I ＇ L— ヽ t----c□ ， ' . ．． 

0 • ゚ ij . 
I¥ I ＼ 

〉）
／／  ン

• 0類 " R類

／ 
u p類 □ s類
.Q類

1-2~3-5~6-10 璽 11-20 ■ 21-30■ 31-
第91図 m層出土土器分布図(5)

-136 -

-—呵

,--



:105 ク：丁豆;:<-,-!!_,,,...,必呼弐:_,---_衣恥埠ぃ

'.""'."~~:;;.,-"'\ if,:~~ 
---•~-----,::cs-- --------・--・ ―-----—'----'--c ✓ 

刀□

106

-~ 重.-ぶc~ ・・, : 
ぷら'i'.'F・・°'む玲,.,.さ・勺

¢ャ:竺竺竺
~ ~、- . "—=今

色ここぶ /107 ;""--ヽ"'"'・ぶさ•··~ーて'::""'"'¥

み ご二二塁f→勺吋nouc・・・・ 今と

i ...... — , .~'~ ・心．ぇu, , j 

、r・ ~ 

芦巨
-,,,,..,,~, 
！足吟桑''''  ,,,,,,,''こ・

も"'~¥ 
迄心と"' ,'. ,,' 
;、～滋i

I 

¥, 

｀：名~'
'/警"

;""";:;,:, 

具-

r・・ .. 
'・・. 

でゞ桑
ぷぷ、c,,_.. ,Jりょム

111 

／
112 

.,.S' 

ic-1りや
•. .. ,.~ -, 弓_;―ー吟唸

---ご-:- 芯出り,'•-,:;;;-::;; ミC:--... , . ・ジ`~,._, . ふ

~::: ー•こ竺..::---"'. 全

‘‘’ 
~1"! ¥? 
笠茫-··•·ふ9-- , ..' 
哀駈迄ぐぷ..、 •• . ! 

に.. 汚"''"'・'ご '~ ------~ 

/' 妥~茂
パ

＼ 

;o:-~ だ;F,.,,-,,~----..、>
,•,、 A\、も
'心’

／
116 

[
-

だ___"_, _ _,,,,, 

--、`

一迅

唸b""''吋
-・・-・ → ""'・ ~----;.;,. ·~,.,•.,.,,,, ― tみ ．． 町，．,., ..... 
”んふ、;.--,,
,ヽ,.• ,-・ 
四;;_芯ふc-'i 。121
. ・-
，，'をi'!:'!:'f:f-5:・' '.. , .... , .. 
、ら.,.• ダ ;i'.-．， 

,.,.,..,, な．吋
．・、."・' 

‘ 
.. ， 

[
l
)
2
4
 

八
ー

年
5

翌
ゃ
花
尤

{
}
'
5

¢•l 

a

クぷ
‘
g

`•y 

ャ；`
．．
 ”
 

•• 

'

・

r

T

ぷ
"

翫
―
-
↓

}
3
t

；
一
を
＂

-`＇ [T
吝．｝｝

氏
、
-

第92図

5
 

2
 

八
仏尻

〗0。
10cm 

皿層出土土器(1)(A類）

-137 -



--., 一ヽ ・グ-鴫-ふ:ふマ 、心•
.、"'-・ --・. 一C... -..  : .. V・~

炒 4、・--・-・心 a..;,.て
• "•~~ し~"'、_,,,

ロ
126

.• 辛........呵,.,

一I, . .,, .... 
し＇芯？ 曹ー.,.,・-ゞ

‘疇愈羹ぞ
ゥ—·

烹昇翠＇や‘
羹祇pj,・

•一 -.... ・ ぞ-;,;;ぶ~--------~＾ャ・｀•一- --- ・--• ゞ ・itz;'"'"', .. -ー......, .. -ーて~-~ 改~~~--- -:.-.• ' ~ 旦~128

4̀-
言 /131 

号；竺’,.~ 

4
 

3
 

乃
月
い
日
[
1

］
136 

第93図 m層出土土器(2)(A類）

-138 -



'[? 
ず ・139

、,,、、

fiJ", 

,-;f 1曇

-139 -



c
 

164 

第95図 m層出土土器(4)(B類）

6
 

6
 

ー

6
3
0
 

ー
—

~Orm 
し_.L l L_上_j . • l ----'--・・ 

-140 -



170 

0 10cm 
I I I― --,--1 I , ・ ・_」

第96図 m層出土土器(5)(B類）

-141 -



戸
L
I

r
-

―

―

―

-

＇

」

-

．

＿

目
0
1

0
 

（既
CD)

9
)
幽
廿
廿
丑
廻
国
図

L
6
~

-142 -

~ 



173 

176 

0 10cm 
I一 1 T'1  I I I I l 1 

第98図 皿層出土土器(7)(B, C類）

-143 -



T  

二
三

0
◎

 

~
1
4
4
 

1  

10
cm
 

第
9
9
図

皿
層

出
土

土
器

(8
)

(
C
類）



第100図 皿層出土土器(9)(C類）

-145 -



゜I 」----'---I - ----1 , i 

第101図 皿層出土土器(10)(C類）

-146 -

,--＇ 



呂

交

邑

亡
二
二
二
ニ
ニ
コ

,
 ra>,, えtり

―-l.＇~――-．,」

日;iOI0 

既3)(LL) 器廿廿丑璽自

LV[I 

図ZOL抵



0 10cm 
卜—ナーよ I I I I――ー・し 1 ―-1 

第103図 m層出土土器(12)(C類）

-148 -



万
パ

208 

0 10cm 
I'J''―ャ―・―'',------j

第104図 皿層出土土器(13)(C類）

-149 -



｀  

|  1 5 0  1  

瀕 1 0 5 図 国 祠 圧 廿 廿 叩 叩 ( 1 4 ) ( C D )  

゜「 | T , ＇ 「
; • 9

日 ， ＇ ’

1 0 c m  

,'-
旦
ニ
ニ
ニ

1 1  



鳴・

ヽ~ ・..、.-......、

・-ヽ_.... "-・~, 一,,• ヽ_ .. ___  __  

'"心-ご:.,• 今ぐ，？ ゴヽ
~ ・ペ~-・ 

,,,. 
ぃ-夕宍改:,)?
、~·•·~"''疇・.

., .. .' ~-"~.... "" --_,-~~--•··---· 

220 

二：釜ビ弓註;-,;;・.:,・'ごごう'":'t
.,-.・・  → ~ 叫·•心埒妥訊言:,,,t~~

ペ t,沿;,a•..• 
ヽ. ~ ャ.. , 

ヅ租忠をよと才・必J・,
., ．．．． ..... , 『,・...,.,,_-;;・,,, 

ニニニ-笠辰i・
、一夕亨‘ぷこ少

勺~'""'"'ぷ磁 ''-""')•,<~-ヅ
.,,, 灼，"'':'.炉‘''l' ;;:~ ぶ r

222 

224 

5
 ：22 

ふ
号
〗

己i

ご

ぃ

i

やそ一i方づ
」{
~
i


吝
i

・
し
"

＂ 

ペ
i

［
 

lJ233 
9
 

.
 

• 

9

9

.

J

‘

 

ヽヽ9
.
 

＾
北
•
`
·

l
，ぃ
．．
 

，J

＂, •• 
9
 

5

r

}

,

5

i

 

f
 ．

．

 
い
9

9

入

.
s
 

••• 

9
.
i
,
．
 

ゲ
3
i
.
9
,．，．r
●

,
t
~
 

i
f
f
,
 

い
入
，
洸
，
＇
・

r‘

・ゞさ
tぃ`

.~ 

f竺}'ti
g迅；ぶi

.. , 
/ 

，. そ.;.'、S・,.;. ; 、,..,,.'.<'>: ··-•: .,,, .ヽ,.・ぷ．
泊や‘• ‘ 

・ヤ ・
-・・-・ ・'c:・・,, .. '""●'ヽ，、ヽ

.、:、.—... ~ 
-' 

第106図 m層出土土器(15)(C類）

-151 -



演 1 0 7 図 目 画 圧 廿 廿 器 1 6 ) ( C ,  D f f i )  

ー 1 5 2 |  

ベ

鱗
ミ
ニ



m~ 
[
 

c
 ゜

ー

丁、
"
7

`
9
 

一

又

‘,9,;＇‘

‘
"
i
'
,
5
5
心

,
A
'
 

9
9
』

9

r

、

'

＇

、

，；ゞ
'’'，

9

一

．`
 

ー
●

,

9

,

＂， 

．
、

9

,

．
 

」

r
9
.
‘
`
9
 

＂．
 9

,

9

 

9

9

,

 
・ヽ＞

ヽヽ，し

，
 

,

・

’

r

 
9
,
9
・
’
 

', 
'

t

¥

,

 

類D
 

,＇＼ 

9

,

 7
 

一器土土出層皿図8
 ゜

鄭

-153 -



こ忌I 『翌
h

！［＼悶，胃〗
i言り~冷

'fし，•
Jt:, 尻

ーヌ91ー

唇`
ー
＇

~
 

ふ
甜

~
i ¥j l 、図,1, 

゜
j' 
゜

，
 
，
 

↓
 
抵

八
:,J
'.,' 
乳;:J.'
9、

J 

9- ~. 

J~令
9~~t

.. ~ 

••
t
 

.：

・f̀ 

?
;~

~
:

;-L
 

.~i‘

、~.‘~:999~ /
,
'
'
f
~
.
~
 

r:~9‘'its``r.,l<t;1;~し~



| SST | 

（縣山）（6L)V廿廿丑寧iI[図OLL~



第111図 m層出土土器(20)

-156 -



・ヽ,'---'、がク-. 
£へ

｀ 
. ... 

昌::~:;;.,.,..
三望..• 一・-心,,..I

288 

汀
月
口
り
日

2`89 

5
 ，
 

3

2

 

2

月
口
ロ
い
い
り

，
 

内
日
い

9
,
 

／
 之夕．

l
,

＂9,
9

 

汀
り
ぃ

・
'
，
'
 

／
t,

二こ一：／
:`

i

瓦
f
]

て

尽＇
~,' 

di”r‘ 
——>~>{

ざJ
 

后

291 

297 

口dLJ:ニ。。
299こD

298UdL□ 302 
Lld,°',111 ,o, 

ua 
ロニf.lll5

307 こ］こ308~-'---'------"-上 ~Ocm
第112図 皿層出土土器(21)(F類，底部）

-157 -



□二。9口QOL」sfL_J_ニ12

ロニ□上23LL8し二□
313 314 315 316 

Ud LJ&,18ロニ19
、ご：中~- 317 

｀祠［口 320

□ ~:~ □ 
ロロ□三ロニロ
口二，5ロニ>--ニ'.1□三3::,

ロニニ□三:,L_ニS:,
□二三:13,L二三ロー
ロ □二

338 

339 ; I r三§
I A 340 しーニニ／

>~
341 

（ピ~344
343 

342 

ロニこロニロ
346 347 

[、348し―~~__ ,JOcrn 

第113図 皿層出土土器(22)(底部）

-158 -



ロニ〗1, L□)50 Lb::1 
ロニ"''L二~53 C二〗:~!
ロニ 355 L二(6 L二〗

357 

こ
360 

こニ363 口
~L二三:,,

362 / にこ〗
366 

〈一二

ロニ〗:, L_三，〗
二 ,1 L 二¥,, L二〕

ロニ71 ロニ l

L_J_Q Lニニ〗 □ロ

二

ロニ：部）。ロロ:
-159 -



~ 

▽ご／
388 

9 べ-・-・'； ぶ冷・',,・ -,,-.. ~-' ,. .. ,,_ 
, ,,'• ぶ'・--心し：今'"', -

が-:-•''\•,:.左、:SC- . 

、;,;:._,;:,.Q,,邑，-
；ェ←ぎ・,・・;茨宍¥•• 至↓ざ企,-.;
•-<is r - ,_.' 

392 

0 10cm 
I'-i--, T I'T 「― T―•ユ

第115図 皿層出土土器(24)(G, H類）

-160 -



|  1 6 1 ー

゜t
一

-
-
i
 

1
0
c
m
 

第
11
6
図

m
層

出
土

土
器
(25)

(
H
類）



9>
•

,1"1'
三戸旦

．冷,,,,,,, 

s
o
t
 

（既
H
)

(9Z)~ 

廿
廿
丑
廻
国

-
―
―
―

-
l
l
―
-
」
ー

巨
:lQI

0
 

図

Lu抵

-162 -

~ 



|  1 6 3  |  

0
 

10
cm
 

t, 
―

I
―
T
―

I
 

-
I

 
--
-―
――
'-

_
L
_
_
j
 

4
1
2
 

/ /  

ジ

1  

芝
i, 

第
11
8
図

皿
層

出
土

土
器
(27)

(
H
類）



（慨
H
)
(8l)~ 

廿
廿
丑
睫
国

図
6
l
l
~

-164 -

~ 



0
し

第120図 m層出土土器(29)(H類）

-165 -



／
 

430 

0
_
 

10cm 
, I ..、. I 

第121図 m層出土土器(30)(H類）

-166 -



戸旦

ヽ

9295
，．＊ 

9
 
.• 

J,'.f̀
,・
と
．
＂

:
・
、
.

,ri:
＇ 

d

匹
：
ふ
応

`̀ `

•:i 

:．
9

．ゞ‘：
L

J

9
>
 

入
ご

：：ロ8
寸
寸

I~~ O
L
o
t
 

日
:
:
i
o
T

（二）

H
t
t
 

（既
H
)
(
L
t
)

幽
廿
廿
丑
塵
目

図
N
N
l
抵

g
E
1

い
＼
げ
・
"

9
 .. 
1
 .

.

 
;
｀
ト

9
.
J
'
i
~
.
9

・`

＇
・
・
・
1

••.• ヽ
．．
 

i
4
.
f
>
J
.＂，

1
心、`
＇ぃ．

t
．．
 
\!•91 

ぃ
・
;
ぃ
.
.
,
．．．． 
ヽ
i
t
h
だゞ`
t

ぃ

i
村[',士,バぃ戸虹
i

'

炉
刈
ふ
心
9

5

.

9

妃“.、
3
し

「

バ

i¥’ヽ
t
.
j

ー

••• 

I
ム
・
ヽ

□

[`
いい甕

□

叫ェーり

t1ri¥'f/＼ー＼

-167 -



． ・'-'一ゞ：..,, ' 
"'1',・,. ` 文~` 

.... ,, ← <.,, こメ
~ ヽ"ふ｀ヘ- .、 I.』̀
‘逹.,ゞ'..、,

｀ヽ
"'・;,, 翌ふa

451 

455 

，
 0 10cm 

I I - __  I _『 I I 

第123図 皿層出土土器(32)(H類）

-168 -



460 

0 10cm 
t--「 I I―- - t l - L _ _c ___ j 

第124図 皿層出土土器(33)(H類）

-169 -



゜
/ ／  

|  1 7 0  |  

一
、

.
.
 
-
~

· 
・
 

一言
，-

,
 
一

.,
、-
る.
..
..
.

.・: 
竺
ゲ
苓
,c;

.. 
一

ら;:
;.,

.~.
...

;.~
守
イ
そ
ナ
ら
，
.
翌
；
ら
:
.

,. 
-

'
-

-
-

-ヽ
・

--, 
-

-、-
-
-、；
、”

-
'
-

-
-

＇、
＇・
デ稔
ご，

•一
-
-ヽ

，ヽ
-
-
'

＇ぐ
-
_,, 

-
.
 

'
ヽ

，
ヽ

,; ・' 
c: 

＇ 
-

ヽ
9

-
-

,, 
__ 

，
＇
 

ヽ
-
..
'こ

1
0
c
m
 

第
12
5
図

m
層

出
土

土
器
(34
)

(
H
類）



／  
、＂`

'~
 

を：：
：こ：
べ
,J'!-
"

←
戸

,
..
. 

：：
"'

"ミ
，~

;-ぷ・
/.
_;
;

ら,
.. 

_
,
、
:
.
•

~.-
. モ,,
,
.. 

虚
.
、
•

~ • 
~ 

~ 
沿

,
.
 
.,
 

a
·
•
•
 

.
 

·'
• 

中ヽ
｀`

｀
ら

-
.

'
'

芯
l.

はざ
涵孔
：翌
？＿
．

,;
c公
文
ヽ
"
'
-
·
>
.
~
•
.

ふ
芦
琴
姦
~

、
年

芯
・

.. 
,
,
,
 ●`
妥ふ
涵迅

<c
< 

J
 

.
'

 

吐
~
A

:;<'
,:,:
: デ

|  1 7 1  |  

ゞ·
?;
:·
'ヽ
；・
ぶ,
,,
•:
.;: 

、-::
:;:,ゞ

心.
_,
,

・
，
呈
炉
ぶ
応
袷
・

ダ噂
・：

.. 
ー・＇ヽ

点屯
・玲
竺・
唸・

9

守忍．ぐ
',
.,
-t
.

匂津
・：
繁迄

，・む，
i必ら
；ら
・ヤ
..

• ふ"
~·

-•
''

.'
・
'
'
,

• 
• 

.、
,

.
 ・・

．
 

·•
·'•

 
.
 

.
 

.
.
 玲
知
人
を
．
、

，
へ

.
.
-

,
.

,
.

 み
.

・；
,.
_,
. 

ぺ
9
・

咲,.,:,,
・
・全
-ざ
ミ

~-
-:.

 炉
J

甚
t
~・
ベ・
三ぶ
:.

●● 
"

'
 

ゃ
＄.. 

--
ザ
・
_
.
・
,

.• ~
.
 

• .
 ·•··

 .. 
ャ
・
.
,
·
:
·
_
•
.

-~
-
--
-・・

・
-
-
・
・
.
 ぷ
.
・.. ·-

•-
へx

左
.,c

し・
ヤヽ
如`

ふ^
ご
ご
.

;,
 心・

.
 _
,c.
・.,
. .. 
_.,
,.,
,_.
_ 

.,-
,_ 

ゞ
-
~

.;
 

.
 ゞ

·
·
-
-
•
"
•
•
.
 

"
・
 

心・
，．
~

••
 一

．．
．ヽ
..
.

• ••
• .. ·•

c
 

、'
+•
·•
-:
:·
'

-ヽ.
．． •

 • 
,:;
; 

..
 ・，
・・・,
,,.

・'・"
 
.
 ・

．・..
• し

：
ヽ

..
..
 ,

 ゞ
．

 ヽこ:,
.,

..
 
;. 

-
• 

0
 

1
0
c
m
 

I
 
T
 

'
 

―「
―
ト
ー

T
―

,
 

1
 

第
12
6
図

皿
層

出
土

土
器
(35
)

(
H
類）



已

刀

噂

叫

罰

狐

□

}:i[ 

ロ＇ 口い

（既
H
)

(9E)~ 

廿
廿
丑
廻
匡
固

La抵

↑i
v
 

イー
l
y

！
 

！
 

1 I 

-172 -



国 祠 圧 廿 廿 器 3 7 ) ( H 溢 i )

- 1 7 3 ー

演 1 2 8 図

0  1 0 c m  

― - ― ― - ＿ - ― ― ―  

i ' ‘ 9 r , ＇ ・ 9 9 ,  ．． 7 ・ , , 1 , ， t i F i ・  

, ＇ ー 、 ' ¥ i , r , tり d r ‘ , ．． し L ‘ ぃ f 贔 f＾J  ~
-
—

;
.
,
 

＇ 

.； 4 9 i t y . 9  

0
·'

\.
• 

i
 し

し

ヽ

・ヽ
,.
 

.
.
.
 

,
 

・,., 
・•

-<
"',
 ,,, 

,
 ・
 

・,, 
,•

.,
;;

/i
 

.
 ,
 •

 ・
c
 

-・'
<¥¥
・';
;,,
 
,, 

., 
，’・,、ヽ

'd
、;

..
、'
.」
,,
.

.,-
.. 
,, 
:・
・>
W)
/;
 

が
：
念
，
芝

:~
' ̀ ~ 

'
 
,,
 ぐ
汗

,.
 

~
 

~ 
~ 
~. 

な
'
を、ど

•c
. 
心,,
,

哀9 -
"
>
 

,] 
約
れ
心
·
•
·
"
"
ぷ,,ヽ

；

自＼

9 匝 防 ，
．  、^．  
.” •·

 

:
・
,
、
.
.

,,
 

'
.
.
'
 

,
,
,
 
ヽ

'
.
・
.
,
_
,
 

•,
• 
... 
・;! .

, 
., 

，
 

''.
•"

',
,.

_
. 

.. 
'..
 
-,,: 

,
 ,,, 
-

,
 

.•·:
,;, "
':,
、̀,, 

,•;
 

., 
.. 
_
,
、
,
.
.
•
,
.
,
,

,' 
・¥,
.、.
.
,,
,'
. 

·
r
凱・
.,
..
、~
＇・

、と
メ

,
:
 
公

自~
翠
交
＼

'ヽ 1 , ｀ ~ ． 』
心 、 s .

~ ~  

5 9  

＂ ／ ー
E 3

ロ4 8 4  



|  1 7 4  |  

；498
 

討
→
母
心
四
噴
涵
"
'
"
"
'
・

-
=
 

岳・,.
心
ぶ
を
芯
．ゞ

‘
l餃

.•
 ~
..

..
. 

,
 

_, 
ヤ,.,
.
....
.. 
,
 

芦
こ

'~
:,,

 ぞ
~

完~
z?

_-
<;

~
，
 

'ゞ
ん
炉
や
；
＇

'
.
.
.
 芯,
,.
さ

ゞ
.
 ..,_
ふ.,,
、

0

3喝夕
:・ ・ふ
・1

ー
玉

丑
盃

合
'
·
•
.
 

,.
 
-●
●●
、,
~
c
~
.
.
.
.
.

・
ー
・

゜
1
0
c
m
 

心
ぶ
治
二
冶
品
斎
,
.
,
.
、
：
芸
如

し幸
;;;s
る
写
旦

~
~
 ~
 

悴一,
.._

.. 
で

.
 

.,
_.
,.
_.
,;
. 

"
 

・-...
. 

.. I
t>

ど
ぶ

・
ら
・ヽ

と・
""
'"
'ャ
．

．ユ・
:..
'"
"'
吹？

~,.
, _

_
 

さぶ
．
 

-~... -
,, 

第
12
9
図

／ 」
m
層

出
土

土
器
(38
)

(
H
類）



5
1
0
 

,・
"'
""
''
*ク
ー

.=
'~

',,
,,_

 .. ,-
~.-=

 
,. 沼

包
.
、
.

.
 

.
.
 
ペ
C

•-

,
 
~---

· 乏~
+,
;·

．ヽ
'~

 ~
 ~

 
.ゞ
.
没
~

~ 
~、

',

~
 

a 5 1 2  
s:J ぶ

|  1 7 5  1  

入
こ

5
1
5
 

5
1
6
 

／
517  

ii
三
三
:
:
?
,
,

5
2
0
 

0
 

1
0
c
m
 

I
 
,
 
,-

-
-
-
,
 

I
 

,__
::_

_i_
_~

-
-
-
-
-
寸

第
13
0
図

皿
層

出
土

土
器
(39
)

(
H
類
，
底
部
）



,.,~ 
ー.,.~.

--~ 翠ふ:--..;'. ヽ~も点鯰，苓ぶ ＜戸~
遠;..-<,:·'."••. •.• ベ
.~^ . 
、、ゞ‘ 、·•· ＼

 

可ー:
〗
羹’Y

、-ー. 543 

第131図 皿層出土土器(40)(I , J , K類）

-176 -



＇、こゃ 4●,・≪=. 

10cm 
564 L - .'I  

第132図 皿層出土土器(41)(K類）

-177 -



''<,c•' 

569 

第133図 皿層出土土器(42)(K類）

-178 -



588 

。多 10cm
I , • , I・,  ―← [_」

第134図 皿層出土土器(43)(L類）

-179 -



.,--c・・、.....
マ_, ぷ'""""'....... 

I・'~J戸緬云:
604 

608 

゜
609 

10cm 
_j 

第135図 皿層出土土器(44)(L類）

-180 -



611 

＼れ9芯C'i:'.,. .-, 
. -← ・"'ユ・"'

,・.: 
.·• 

¥ 

名竺翠啜饂-:-.. . 
L・.,... ,. ● 如•左: . 

寃云議蘊噂

. ,,-_,. ~•s,.-a, 
'，令;,,,-',.._ - ふ

613 

ぷ;.;..;..がビ笠g:_
: j 
ゞ,...... 心・＂和~-

玉：ー豆二:匿五―

)i.,:~li長;~9

616 

唖
ik~ 言密
戸オ.:・'"'

｀ 
1 、,-.~.-

620 

吃~.~雰·~ ~ci,,".i,· ギ...呵-

~-
, ,-~:.、一温'-'f-''•ヘ溶.,,:・.",. 一．．：. - ,_,_,..' -., ...... . 
... ;;; 宴，し、“ゃ砂 會ヽ•• <J予守喝訳レ・.

,C 』

ヽ ' .,, ごこ、 t

ー・・-紀,.,.ぷヽ渇'-- . 

~・ へ~｀’

・-・--,.・¥ 

゜i------,ー一丁―→マー了 ― 1 -「 ---,----7 

,, 

10cm 
二

624 

り
627

第136図 皿層出土土器45)(L類）

-181 -



／ 

630 

;=-~~ □ ----¥ 
(~-~--~7□ーロ::

第137図 m層出土土器(46)(L類）

-182 -



ごご苓玄炉芯

曰,,,.. 
I • ．．． 

" ・・・--" ..... ．． 

ベごB
.
-

こ
―
〗

641 

643 

＼
 

0 10cm 
1- 「 1 「― r I __ , ・ 1

第138図 m層出土土器(47)(M類）

-183 -



|  1 8 4  |  

：
654 

泣 そ 芦

[ -
― ― -

／
―

-
ー
T

--
＼  

、ー
ヨ：
ー一
，.
.
で
"
!

し
_
,

-
,
 .、
.

• ぢ
ク

-
_
_
 ;

.
.
 

-・ 
,
 .

 
.
 ,
 

.
.

 ,
 

.
.
.
 ―

 
.. 

-. 

''""
'--"
""',
, 

·-
·,
、~
’,~

..
 

¥ 6 5 1  

[ 1 、 •

l o - {` - ―  
l -

) ] ▲

 

｀  

三'[↑
二 [ } " . J i-五 ‘ や r f

- l 〗 ' ヽ ‘

, ' r 、 9 -

9 - '  

9 i
、

↓  

r 、

, f ~ ’ ‘

 、9 、

↓ ,  ＇ 

，＇ 

6
5
2
 

二＼ ←冷王・.・・
・.
-こ
・.

j
 

6
5
5
 

6
5
0
 

0
 

1
0
c
m
 

I
 

<
 

<
―

「
'
t
-―
'
'
'
、

1

第
13
9
図

m
層

出
土

土
器
(48
)

(
M
類）



口一ー― ---i

ロニ i,661 

戸ー―ーニニ］ 年 \•~ 竺 a

二 二人
665 

-―--=-=二—- /~ 

.• ~·-··、三·,)--~666

ミ＼
668 

[671 

三
'4
“會

r心

4
↑
 

、ヽ
9
,
 

9

9

,

 

翌，心
f. 

｛
 

}, ．．
 9

9

『

9
，心

f
．5

よ
9

,

 

・}ん

ぎゞ
・

t̀
 

i

窓へ
4

厄～

ヘi
,
9
,

J.‘‘ 

ふ
＞
~

0 10cm 
1--, ―--, ― 1―「 1-―1 「―-, ,--1 

第140図 m層出土土器(49)(M, N, 0類）

-185 -



9

0

 

7

8

 

6
 

/
U
 

6
 

そ
:― 
f

夏
-
i
,
.
’

三
霊
{
:

ノ，

l．
和
ゞ
g

,

I

,

｝

ふ
9

.

.

.

.

.

l

.

 

,
．
一

¥

5

 

』

[

、

こ

・
•9 

4
 

:<[]'亨
｀
』

687 

゜- 10cm I I'.  『 I I _J_―_ _;__—— 

第141図 m層出土土器(50)(P , Q , R , S , T類）

-186 -



701 

/700-/702/ 

706 

0 10cm 712 
I r r I r r ,------1 

713 

第142図 皿層出土土器(51)(T類）

- 187 -



it'-ヽ
，; ,, .• ,、ニ

,,. 

a-#-''•"f"~,.,,rc,e.',,;;,i 

賢＼応芍I 
'.. ふ冠,.,.芯ふ忍鯰-,/

.) ..』,

．ヽ・’’

一琴 □；i 鮮~

6
 

ー/
7
 

9
9
’
・
:
9
.
 

．．
 

.• 

F
 

．鴫’.

3
ん

'

~
P
べ

[
3
i
 

心

ri

{

}

 

ら
．
r

~-=c"---パ~-,

\• • 一 -
， 

口こ;21~こ2
＼ 

724 

,I 0 n゚- ゜゚
Q, 

＼ こ
723 

727 

／
730 

0 10cm 
t- l l _L I ―t --「― l l 1 

〗
賣7

3
1

1 -_― 

第143図 皿層出土土器(52)(T, u, V類）

~188~ 



第21表 III層出土土器観察表(1)

釆田--,, ロ
区 分類 I 器面の調整 備 考 釆田：方ロ 区 I i分類

器面の調整
傭 考

i 外面 内面 外面 1 内面

10:.i I -111 A]ナ デ ナ
デデt-＇ 153 , I -28 A ナ デ ナ デ

106 H -18 A ナ デ ナ 154 r~zs, A ナ テ ナ デ 外スス

107 I -27 A__lナ デ ナ デ！外スス 155 H -10 A '条痕，ナデ ミガキ 内外スス

108 H-9'A 条痕，ナテ ナ デ 156 1 I -29 A ナ デ ナ デ

109 G-30 A ナ デ ナデ，ケズリ 157 I -18 条 痕 ナ デ 外スス

110 H-31 A '灸痕，ナデ 条痕，ナデ I 158 I~28 ナ デ ナ デ

111 I -27 A 条痕，ナテ 条痕，ナテ 159 I -18 ナ デ ナ デ

112 H -26 A ナ デ ナ 7ー―ゞ＇ 160 I -26 B , 条痕，ナデ 条痕，ナデ；一部ミガキ

113 , I -26 A ナデケズリ ナテケズリ 外スス 161 I -26 B 条 痕 条衷，ナデ

114 I H -31 A 条痕，ナデ 条痕，ナデ 162 I -19 / B ナ デ ナ デ

115 I -28 A ナ デ！ナ デ 163 I -11 i B ナ デ！ナ デ

116 I I -26 A ナ デ ナ デ 164 H -18 B 条恨，ナテ ナ デ

117 I I -27 A ナ デ！ナ デ 外スス 165 II -25 B 条痕，ナデ ケズリ

118 H-29 A I条痕，ナデ 条痕，ナデ 外スス 166'I -19 B ナ デ ナ デ

119 I -26 A ナ デ ナ デ 167 I~19 B Iナ デ ナ デ

120 H~251 A i条痕，ナテ 灸痕，ナテ 168 H -26 B 条痕，ナデ 条痕，ナデ，

121 H-26 A 姜痕，ナテ ナ デ 169 H-25 B ! 条痕，ナデ 条痕， tデ

122 I -29'A ケズリ ナ デ I 170 I~z5 B ナデ，ケズリ ナ デ

123 I -26 A'ナ デナ デ 171 : I -26 B 条痕，ナデ 条痕， tデ
．． 

124 H-7 ! A 条 痕剥落罪音＼ 172 I -271 B , ナ デ Iナ デ

125 I I -12) A'ナ デナ デ 外スス 173 H -26 B 条痕，ナテ 条痕，ナデ

126 I -10 A ナ デ 条痕，ナデ 174 I -261 C ナ デ ナ デ 内外スス

127 G -30 A 条痕， tテ 条痕，ナデ' 175 H -25 C'ナ デ ナ デ 1 外スス

128 H-24 A 条 痕 条 痕 174-17 I -11 C 
ナ デ 条 痕

129 G-16 A ナ デ ナ デ 17 -261 C 条 痕 条 痕補修孔

130 G-34 A ナ デ ナ デ 178 H-14 C 条痕，ナデ 条痕，ナデ

131 1-13 A ナ デナ デ 179 H-14 C 条痕，ナテ，条痕， tデ 外スス

132 H-30 A 条 痕 条 痕 180 H-25 C ナ デ ナ デ 外スス

133 F -16 A 条 痕 条 痕 181'F~15 C ナ デ ナ デ

＇ 134 I -12 A ナ デナ テ一ゞ ！ I 182 H-9 C 条 痕 lナ デ＇外スス

135 H~34 A ナ デ ナ デ！ 183 I~29: C ナ デナ デ

136 I -28 A 条痕，ナテ 条 痕 184 H-27 C 条 痕 条痕， tテ 外スス

137 1 G~13 i A 条 痕 ナ デ 外スス 185 H-15 C ナ デ 条痕，ナデ

138 M~lO A 条 痕 条 痕 内外スス 186 G-15 C ナ デ ナ デ

1391II-ll'A ナ デ ナ デ 187!H-10 C ナ デ＇ナ デ スス，補修孔

140 H -28 j A 条 痕 ナ デ 188 i I -19 C ナデケズリ ナ デ

凰 I-12 A 条 痕 ナ デ 外スス 189 H-9 C 条痕， tデ 条痕，ナデ

142/H-10 A 条 痕 ナ デ 外スス 190'H-10 C 条痕，ナデ 条痕，ナデ 外スス，内泰11落

143 G~12 A 条 痕 条襄，ナデ i 191 H-32 C 条痕，ナテ 条 痕

144 1 H -9 A ナ デ ナ デ 192 H-15 ナ デ ナ デ 内外スス

145 I~28 A 条痕，ナテ iナ テ 1 193 H-9 ナ デ ナ デ 外スス

146 I~13 A ナ デ 灸襄，ナデ 194 I -29: 条襄ナデ，ナ デ

147 I -12 A 条 痕 十 デ 外スス 195 I -14 ！茶痕，ナデ ナ T ' i 

148 I~25 A ナ デ_Lナ ァーミ 外スス 196 I~15 ナ デ 条痕，ナデ

149 I~18 A ナ デ ナ デ 197 H -26 C 条痕，ナデ ナ デ I

150 H -10 ! A 条 痕 ナ デ 198 . I -27 C 条痕，ナデ 1条痕，ナテ タトスス

151 I -261 A ナ デ ナ デ 199 条痕.tテ 条痕， tテ

152 G~8 I A 条 痕 条 痕，内外象lj洛 200 H-9' ナ 7-― -- ナ デ
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第22表 皿層出土土器観察表(2)

番号， 区
器面の調整

， 
器面の調整

分類
外面 内面

備 考 采田巧ロ→ 区 分類
外面 内面

備 考

201 H-91 ナ デ ナ デ 249 H~25 D ナ デ iナ デ

202 I~z5, C 条痕，ナデ ナ デ 250 I -11 D 条痕，ナテ！ナ デ 外スス

203 H-11 C iナ デ ナ デ 251 I~26 ! D ナ デ 1 ナ デ

204 I -27 C ナ 7 -, ナ デ 2S2 H-13! D ナ デ！ナ デ

205 C 条痕，ナデ 条痕，ナテ 253 H-13! D 条痕，ナデ ナ ァ一ゞ

206 G-15 C 条襄ナデ 条痕， ナデ 254 H -11'D ナ デ ナ デ 外スス

207 H -15 C I ナ す一ヽ ナ テー、 255 I -24 D 条 痕 条痕，ナテ 1 外スス

208 H-10 C 条痕， tデ ナ デ 256 I -13 D 荼痕，ナテ ナ デ 外スス

209 H -12 C ! ナ デ ナ デ 257 H~ll D 条 痕 ナ ナー＜ 外スス
... 

210 G-7 C ナ デ ナ デ 258 I -28 D 条 痕 条 痕

211 I -27 C I条痕，ナテ ナ デ 内外スス 259 I -27 D ナ デ ナ ァ―̀ ， 

212 I -21 C ナ デナ ァ―‘‘ ， 260 1 I -24 D 条痕，ナテ 条痕，ナデ

213 H-13 C ナ デ，ナ ァー、 ' i 261 H -26 D 条 痕 条痕，ナテ

214 I -29 C ナ デ，ナ 丁-令 ! 262 H -28 D iナデ，ケズリ ナ デ

215 D-14 C ナ プ―"I！ナ デ I 外スス 263 I -10 I D ナ デ 条痕， tテ

216 J -18, C ナ デ iナ デ 外スス 264 H-19, D , ナテ，ケズ') ナ デ

217 • H -28 C ナ デ！ナ デ 内外スス 265 H -26 D ナ デ 粂痕，ナテ

218 G -13 C'ナ デ ナ デ 266 I -30 D 条 痕 条 痕，

219 I -14 C'ナ 7 ーC ナ デ 267 H -19 D ナ デ 条 痕 1 条IJ洛

220 I~28 C'ナ デ ナ デ 268 H -27 D ナ デ ナ 7一―ゞ

221 H-11 C I ナ デ ナ デ 269 H -27 D ナ デ，ナ 7一―ヽ 外スス

222 H~28 C ナ デ ナ デ 270 G -14 D 条痕，ナデ 条痕，ナテ 外スス

223 H-27 C 条狐ナデ ナ テ 271 I -10 D ナ テ ナ デ 外スス

224 H --20 C ナ デ ナ テ I 272 ! H -27 D ナ 7ー―： ナ ナ一ゞ 外スス

225 H -27 C 条 痕 条痕， ナテ！ 273 1 H -10 E 条痕，ナテ 条痕，ナデ

226 H-10 C ナ デテ丁1 ナナ デ i外スス 274 H-11 E ナ デ ナ プー< ， 

227 G -一、”16 C ナ デ I 275 I -27 E ナ デ ナ デ

228 1-9 C 木久・ 痕 iナ デ 276 I -27 E : ナ テ 条痕，ナテ

229 G-9 C ナ デ ナ デ 277 H -27 E ナ デ 条痕，ナテ 外スス

230 ! G -12 C ; ナ デ ナ デ 278 H-10 E ナ デ ナ ァ一さ 外スス

231 I G-13 C : ナ デ ナ デ 279 H-32 E ケ ズ I} ケズリ

232 : I -13 C • ナ デ ナ デ 内外スス 280~I ~26 E I ナ デ ナ デ

233 H -27 C'ナ デ ナ デ 281 J -36 E• ナ デ 条 痕！外スス

234'I -27 C ナ デ ナ デ 282 H -16 条痕，ナテ ナ デ外スス

235 I -13 C ナ デ，ナ デ 283 I -19; 条痕， tテ＇ ナ ナーミ

236 H -10 C ナ デ＇ナ デ 外スス 284 H~27 粂痕， tテ 条 痕

237 J -16 C ナ デ ナ デ 285 H~10~ ナ テ ナ デ 内外スス

238 I -24 D 
ナ条痕， ~ ナ―デ-ギ—寸II 条ナ

テ 外スス 286 G-9 条 痕 条痕，ナテ

239 H-11 D 痕 外スス 287 I -16 F : ナ デ ナ デ

240 I -11 N 条痕，ナテ 条 痕 288 H-30 F ナ デ ナ デ

241 j H -24 ! D 条痕，ナテ ナ デ-' 289 I -28 F ナ デ ナ デ

242 ! H -35 i D ナ デ ナ デ 外スス 290 I -15 F ナ デ ナ デ

243 1 I -9 ! D- 条 庚 ナ 7一―令 291 G-10 F ナ デ ナ デ

244 i I -25 • D• ナ デ 条痰，ナデ 292 H-9 1 F ナ デ ナ デ

245 , G~23 ! D I 条 痕 ナ デ 293 I -12 F ナ デ ナ ァ一中

246 I -29 D I 条 痕 ナ デ 294 I -13 F 条痕，ナテ ナ デ

247 H -IS D 条痕，ナテ 条 痕 i外スス 295 H -31 F ナ デ ナ デ

248 I -25 D 条 痕 条 痕 296 1-13 F 条痕， tテ ナ デ
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第23表 皿層出土土器観察表(3)

番号 区 I 分類
器面の調整

備 考 番号 区 分類
器面の調整

備 考
i 外面 1内面 外面 内面

297 l-ll, F 1 Tデ，ーケズリ ナ デ 432 H-28, H iナ デ ナ デ 外スス

385 H-18 G ナデ，ケズリ ナ デ 外スス __ 433 I -26 i H ナ デ 研 磨 外スス

386 I -16 G , ナ デ ナ デ スス 434 H-27 ! H ナ デ iナ デ

387 H -27 G ナ デ ナ デ，スス 435 I -11 H ナ デ 研 I合，外スス

388 H -18 G ナ デ ナ デ 外赤色顛料 436 I -18 H 条痕，ナテ 研 磨

389 , I -16 G ナ デ ナ デ，外赤色顔料 437 I -29 H ナ デ ナ デ 内外スス

390 I -14 G 条痕， tテi研 磨 438 I -18 H i条痕，ナデ 研 磨

391 H-16 ナ デ ナ デ 外赤色頷料 439 I -26 H Iナ デ 研 磨 外スス

392 I -11 H ナ デ 条痕，ナデ 440 I -26'H ナデ，ケズリ 条痕，研磨 内外スス

393 I -16 H ナ デ ナ デ 441 I -29 H 条 痕：ナ デ 外スス

394 H-28 ! H 条 痕 条痕，ナデ 442 I -26 H ナ デ 研 磨 内外スス

395 , r~1s·H 条 痕 ナ プ-、彎 ， 443 I -12 H 条痕，ナデ！ナ フ-—, , 

396 I -27 H 条痕，ナテ ナ デ 444 I H-27 H 条痕，ケスリ 条痕，研磨 I

397 G -33 H ケズリ 研 暦 445 H~26 H ナ デ 研 磨 i

398 j叫 29 H ナデ，ケズ1) 条痕，研磨 446 I -19 H ナ デナ デ 1内外スス，補修孔

399 , H -32 H ナ デ ナ デ 外スス 447 H-31 H ナ デ iナ デ，外スス，補修孔

400 H-26 H ナ デ 研 磨 外スス 444--+ 89・I , H I -32 I H ナデ［ナデ 外スス

401 , H -27 ¥ H iナ デ＇研 磨 4 → _ -18 H 条痕，ナデ 条痕，研磨 外スス，補修孔

402 H -20 H 条 痕 研 磨外スス 450 H-10 H 条痕，ナテ 研 磨 外スス

403; H -33「 H , ナ デ 1ナ デ 外スス 451 I -25 H ナ デ 条痕，ナテ

404 H~z7 H ナ デ ナデ，研磨 1外スス 452 l -27 H ナ デ 研 磨，外スス
I I 
405 H-26 H ナ デ ナ ァ- 453 I -26 H 条哀，ナデ ナ デ

406 G~9 H ナ デ 条哀，ナデ 内スス 454 I -15 H ナ デナ デ

407 H-14 H ナ デ 研 磨 455 I -25 H iナ デ 研 磨 外スス

408 I -26 H 条 痕，条痕，ナデ 456 I -26 H 条痕，ナデ 灸痕， tテ，内外スス

409 H-8 H ナ デ研 磨 外スス 4S7 H-10 H 条痕， tデ 条痕， tデ 外スス

410 I -19 H ケズリ 研 磨， 458 I -27 H 条襄，ナデ ナ
ナ-,, • 

411 H-10! H ナ 7一―ヽ 研 磨 外スス --竺±26 H 研磨？ 研 磨 外スス

412 H~26 H ナテ，ケズリ 条痕，研阻＇ 460 H -26 H ナ デ ナテ，研磨 外スス

41311-12 H ナ デ 研 磨 461 H -31 ! H ナ デ ナ デ 内外スス

414 I -15 H 条痕，ナデ ナ デ 462 H -15 H'ナ デ ナデ，研磨 内外スス

415 I -29 H ケズリ，ナ デ 463 I -26 H 条痕， tテ 条痕，ナデ 外スス

416 H~32, H 条 痕研 磨 464 j H-19 H 条痕，ナデ 研 磨

417 H -13 H ナ デ 1ナ デ 465'H -26 H ナ デ ナテ，研磨 外スス

418 I -26 H ナ デ ナ デ 466 I -18 H ナ デ 条痕，研磨

419 I -19 II ナ デ 研 磨 内外スス 467 I~10'H ナ プ一ャ ナ デ 外スス

420 H -27 H ナ デ 研 磨外スス 468 H-32 H , ナ ァ一ゞ 研 磨

421 I -24 
H ロ,条ー 痕デ ナ

デ 469 I I -26 H ナ デ＇研 磨 外スス

422 I -15 H 研 磨 470 I -25 H 条應ナテ ナ デ

423 H-26 H ナ デ ナ デ 471 I~z7 H ナ ァ一ヽ 研 磨

424 G -13 I H ナ デ＇ナテ，研磨 472 H -26 H ナ デ 研 磨外スス

425 二 29I H tデ，ケズ＇） ナデ，研磨 1 外スス 473 H -26 1 H ナ デ研 磨 外スス

426 H -17 H 条痕， ナテ 研 磨 外スス 474 G -20 H : ナ デ 研 磨 内剥落

427 j H -27 H ナテ，ケズ') 研 磨！外スス 475 ↑ H -26 H ナ デ！研 磨 外スス

428 I -26 H Iナ デ 研 磨 476 I -26 H 条痕，ナテ lナ デ

429 1 I -18 H Iナ デ研 磨 477 I H ナ デ 研 磨

430 H-11 H ナ デ l研 磨 478 G-31 H ナ デ 研 磨

431 G -13 i H ナ デ ナ デ 補修孔 479 I -11 ! H 木夕 痕 ナ デ
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第24表 皿層出土土器観察表(4)

番号I 区
器面の調整 器面の調整 I 

分類
外面 内面

備 考 釆田昇J 区
分類， 外面！内面

備 考

480 . I -27 H 条 痕 ナ デ 535 H -14 K 1 研 磨：研 磨＇内外スス

481 J -16 H ナ デ：ナ デ 536 H-14 K 研 磨研 磨 内外スス

482 I -18 H ナ デ ナテ，研磨 5:37 I -14 K 研 麿 研 磨

483 G~32 II 木欠 痕 条痕，ナテ 538'H -7 K 研 磨 研 磨

484 I -27 H ナ デナ デ 5:=l9 i I~17 K 研 磨 研 磨

485 G -321 H i！ ナ デ ナ デ 外スス 540 H-18 K 研 磨 研 磨
~ ~ 

486 I -27 H 条 痕 研 磨 内外スス 541 F-16 K 研 磨 研 靡

487 J -18 H , 条 痕 研 磨 外スス 542 G-11 K , 研 磨 研 磨

488 G-32 H ナ デ ナ デ 外スス 543 H-9 K 研 磨 研 磨

489 G -6 H ナ デ 研 磨 544 I -30 i K 研 磨：研 磨

490 H-16 H 条 痕 研 磨 外スス 545 H-8 K 研 磨研 磨 内外スス

491, H-26 H ナ デ，' ナ デ 546 , H -18 K 研 磨 研 磨

492'H -15 H ナ デ！研 磨，外スス 547 H -26 K 研 磨 研 磨＇

493 H-25 H ナ デ研 磨＇ 548 I -27 K 研 磨 研 磨

494 H-15 H 条 痕 研 靡 外スス 549 1-10 
kK I I 研研 --一磨靡— 

研 磨

495 H-20; H 条 痕 ナ デ 外スス 550 D-13 研磨 外スス

496 I -26 H ナ呵 デ 研 磨 外スス 551 I -26 i K 研 磨！研 磨

497 D-14 H ナ デ 研 靡 552 H~13 K , 研 磨 i研 磨

498 H-15 H ナ デ ナ デ 553 I -17 K 研 磨 研 磨 j

499 G-14 H , ナ デ，研 磨 内外スス 554 H-11 K 研 磨 研 磨

500 H-27 H ナ デ・研 磨 内外スス 555 I -10 K 研 磨 研 磨

501 I I -22 H : 条 痕 研 磨 外スス 556 H -19 K 研 磨 研 磨 内外スス

502 I -18 H iナ プ-" 研 磨 557 I -27 K , 研 磨 研 磨

503 I -27 H ! ナ デ 研 磨 内外スス 558 H-7 K'研 磨 研 磨，外スス
- -- . 

504 H-10 H ナ デ 研 磨 内外スス 559 I -27 K 研 磨 研 磨

505 H-6 H ナ デ 研 磨 外スス 560 H -25 K 研 磨 研 磨

506 J -17 H ナ デ ナ デ 外スス 561 G -12 K 研 磨 研 磨

507 H-28 H 条痕， tテ＇研 磨 内外スス 562 H~15 K I研 磨＇研 磨

508 . H -26 , II ナ デ i ナ ァ-ゞ ＇ 563 H -15'K i研 磨 研 磨，

509 H-19 H ナ デ ナ テ 1勺剥落 564 H -10 K 研 磨 研 磨

510 G-23 H 条痕，ケスリ 研 磨 外スス 565 I -14 K 研 磨 研 磨

511 H-6 H ナ デ 研 磨 外スス 566 G-13 K 研 磨 研 磨

512 I -27 H ナ デ 研 磨 567 1~10 K 研 磨研 磨，

513 I -27 H 条痕，ケズ 1) 研 磨 外スス 568 I -11 K 研 磨 研 磨

514'G~12 H 条 痕研 磨 内外スス 569 I -28 K 研 磨 研 磨

522 I I -12 I 研 磨 研 磨 570 I -11 K 研 磨 研 磨

523 H-26 I 研 磨 研 磨 571 I -24 K 研 磨，研 磨

524 H-12 I 研 磨 研 磨 572 I -15 K 研 磨研 磨

525 H-16 I 研 磨，研 磨 内外スス 573 G -15, K 研 磨研 磨

526 I -29 J i研 磨研 磨 574 I -27 K 研 庖研 磨 内剥落

527 H -16 , J 研 磨 研 磨 内外スス 575 I -14 K 研 磨 研 磨

528 I -11 J'研 磨 研磨 576 I -11 K ! 研 磨 研 磨！

529 i H -29 J 研 磨 研 磨 I 577 H-9'K 研 磨 研 磨外スス

530 I -28 J 研 磨 研 磨 内外スス 578 I~21 K 研 磨研 磨

531 I -29 J 研 磨研 磨 579 , H -26 K 研 磨 研 磨

532 I -24 J 研 磨 i研 磨 580 i I -29 K 研 ！若 研 磨

533 H-26 J I研 磨 研 磨 581 L 研 磨 研 磨

534 I -26 J 研 ＇窄右 研 磨 1 外スス 582 H~26 L 研 磨研 磨
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第25表 皿層出土土器観察表(5)

I 群面の調整 i 
！ 

1分類 器面の調整
I 

来田よ勺ユ
区分類 外面 内面 l備 考 番号 1

区 L外面 内面
備 考

583 H -27 i L +研liJf_ 磨 研 磨 631 I~24 L I研 磨研 磨

584 H -13 1 L 磨 研 磨 632 I -28 L IM 磨研 磨

585 H~zs L 研 磨，研 磨 633 I -29 L 研 磨 I研 磨

586 H -11 I, 研 磨 i研 I 石木布 ， I 634 , H -28 Mr研 磨 研 =+ 635 I H -19 M! 研 磨 1研587 H -28 L 研 磨 研 磨 I

;';88 I -27 L 研 磨 1研 磨ii I 636 I I -11 M 研 磨 研 磨 i

58f I H -28 L 研 磨 1研 637 ! I -10 j :vi 研 磨；研 磨！内外象IJ洛

590 I~25 L 研 磨 研 磨 内外剥落 638~G -16'M 研 磨！研 磨

591 H-7 L 研 磨 研 磨 639 I M 研 磨 研 磨
~. 

MMl 研研592 I~10 L I研 磨 研
磨磨+-＇ 640 I -25 磨 研 磨

593 H -29 L i研 磨 研 641 H -31 磨 研 磨 I外スス

594 G~13 L 研 磨 研 磨， 642 H-33 M 研 磨 研 磨 I

595 H-6 L 研 磨研 磨外スス 643 I~15 M 研 磨研 磨 I内象Ij落

596 I -15 L 研 磨 研 磨 644 G-33 M 研 磨 研 磨 -- -

H~12 j M 597 I -14 L 研 磨 I研 磨 645 研 磨／研 磨

598 i H -31 L 研 磨研 店 内外剥落 646 I -301 M 研 磨！研 磨 スス

599I 'H -26 L 研 磨 研 磨
r6478 tHH -9 

M 研 磨 研 磨
~ ~ 

600 I -141 L 研 磨 研 磨 -33 M 研 磨 研 磨

601 H-111 L I研 磨 研 磨 649 I -11 M 研 磨 研 磨＇

602 1-11 L 研 磨 研 磨 i外スス 650 H-18 M 研 磨，研 磨

磨603 G -13 
しL i研研 磨磨］I研研

651 H~24, M 研 磨 研 磨 I

604 I~27 磨 652 H -30 M 研 磨研 磨

653 I -28'M 

~l· 一—• 
605 H -10 L 研 磨研 磨 研 磨 研

606 I H~7 L I研 磨 研 磨 外スス 654 I -27 Iv! 研 磨 研

← 607 I -26 L 研 磨 研 磨 6S5 H -21 M 研 磨 研 磨 I

608 H-10 L'研 磨 研
磨-磨—+, — 

656 I -241 M 研 磨 i研 磨 I内剥落

L ! 研 H -15 I M 磨 1研609 H-10 磨 研 657 研 磨

610 I~27 L 研 磨 Ijijf 磨 658 I -29 1¥1 研 磨 I研 磨

611 E~14 L 研 磨 1研 磨 659 冒.G -:ー_翌24 M 研 磨 i研
磨磨 i - -

612 I -15 L 研 磨 I研 磨 660 M 研 磨 研

613 1 D -15 L 研 磨 1研 窄そゴ l 661,J-29 N 研 磨 1研 磨，

614 H -27 L 研 磨価 磨 662 H-2ll4 j I N 研 磨研 臼1洛＿

615 H -11 I L I研 磨 ケズリ i 663 
I 磨 I研I - 0 , 研

616 j H -15 1 L 1研 磨 ケズリ 664 I -27 0 I研 磨 ナ

617 G -16 L 研 磨 研 五磨 665 1 H~27 

゜
研 磨 研 磨，

~ ~ 

618 H -26 L 研 磨 研 666 H-23 

゜
研 磨 iliJf 磨

619 H-30 L 研 磨研 磨 667 I G -13 研 磨 I研 磨 I

620 H-31 L 研 磨 研 尼石 I i 668 H -151 研 磨 1ナ デ

621 1-11 L 研磨研 I 若 1 669 I I -14 1 研 磨 ナ テ 1

ー662232ロ'I I -11 L 
研磨研 磨 s7o I―1研 磨＋ーナ デ

-17 L 研 磨 研 麿 6711 1-18 研竺磨Ll1ナ デ

624 j H-16 L 研 庖 研 磨 672 I -28 研研 磨

625'I -29 Li研 磨 研 磨 673 H~10 研 磨 研 磨

626 L'研 磨研 磨 674 I -28 [ i研 磨 研 磨

627 H -,0j1 三CL 五堕研―＿尼烹磨11研研研一 面磨序―「，1 内―外
675 H -27 I 研 磨研磨 I

628 H -8 剥落 676 H -26 P 研 磨 研 磨 外スス鴨茫色槌II

629 G~9 面677~'H-21 7 1 P 研
―磨磨王I研研 磨 1~一~・

R 若上— I 
630, H~11 / L 研 磨 研 磨 9 Q 研

-193 -



第26表 m層出土土器観察表(6)

I 器面の調整
番号＇ 

器面の調整 備
一釆田-,  ＝ J 区 ，分頚

外面 I 内面
備 考 区 分類 考

i 外面 附 面 ！

679 I -16 Q 研 磨 研 磨 706 I -26 T 研 暦 研 磨

680 : H -31 ! Q 研 磨研 磨 707 G-10 T 研 店 研 磨

681 H -28 R 研 磨 ナ デ外スス 708 G -10 T'研 磨 研 磨

682 I -28 R 研 磨 ナ ァーミ ， 709 J -17 T 研 磨 研 四右 ； 

683 I -27 s 研 磨 ナ デ 外スス 710 H -13 T 研 磨 1ナ デ I内外スス

684 I -18 s 研 磨 研 店 711 I -2_6・ロ 研 磨 研 磨 外スス

685 I~26 s 研 磨 研 靡 i 712 I -26 T 研 磨 研 磨＇

686 I -26 S I研 磨 研 磨 713 I -26 T 研 磨！研 磨 内外スス

687 1 H -5 s 研 磨 ナ デ 714 I~27 T 研 唐，研 磨

688 I -26 T 研 磨 研 磨 715 I -28 T 研 暦 研 磨

689 I -25 T 研 磨＇研 磨 716 H-16: T 研 磨 研 磨

690 H-10 T 研 麿 I研 磨 717 I I -29 T 研 磨：研 磨

691 H-26 T 研 磨 研 磨 718 G-23 T 研 磨 研 磨

692 I~26 T 研 磨研 磨， 719 ! I -11 1 T 研 磨！研 磨

693 I -26 T 研 磨研 磨 720 H-13 T 研 磨 研 磨

694 I -271 T , 研 磨 研 磨 外スス 721 I -24 研 磨 研 磨底部

695 I -28 T 研 磨 研 磨 722 H -26 研 磨 ナ デ 底部

696 I -27• T 研 磨 研 磨 723 H-24 研 磨 ナ デ底部

697 H-11'T 研磨，ナデ 研磨，ナテ 724 H -11 研 磨研 磨 底部

698 ! H -27 T 研 磨 研 磨 外スス 725 H-27 u 条痕，ナテ 条痕，ナテ

699 I -13 T 研 磨 研 磨 726 , H -27 u 条痕，ナテ 灸痕， tテ

700 I H -32 T 研磨研磨 727 I H -32 じ 1 条痕，ナテ ナヂ，研磨

701 H -9 T 研磨 i研-磨-t---—- 728 H -26 V 網廿冗痕 研 磨

702 I -11 T 研磨， tテ 祉磨， tテ 729 ＇ H -26 V I 煎El圧痕 研 磨

703 I~23 T 研 磨＇研 磨！ 730 H -26 V 翡廿圧痕 ナ デ

704 H -27 i T 研 磨 研 磨 731 I -27 ! V 蔚甘圧痕 ナ デ

705 I -27 T 研 磨 研 磨 732 I -19 V 薦廿圧痕 研 磨
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2. 石 器

第1II層を中心とする層から出土した縄文時代晩期の石器は，

石器絹成と出土分布

計340点であった。

出土した石器の器種には多種のものがみられ， その内訳は第27表に示した。旦的に最も卓越

したものか打製石斧であり，計91点出上している。石器全体の26.8%を占めている。次に多い

のが磨石・敲石類で， 83点出土しており 24.4%を占めている。狩猟只としての石鏃も61点と多

く出土しており， 全体の17.9%にあたる。

第144・145図には各石監の出土分布を示した。石鏃の出土分布は一見して理解されるよう

に， 7区から17区までのまとまりと， 24区から30区までのまとまりと大きく 2カ所の集中区域

に分けられる。西側のグループは比較的広い区域にやや散在しており，東側のグループは北側

に密度が強く分布している。他の各石器の出土分布も石鏃の出土分布とはぱ同様である。それ

はまた， 土坑の分布や出土土器の分布とも一致している。

両グループを石器数で比較すると，石鏃の数は両方ともほほ同数であるのに対し，打製石斧

の分布は西側に，磨石・敲石類の場合は逆に東側のグループに多く出土している。

打製石鏃

計61点出土した。そのうち 2点は土坑内出土であり， また 4点は未製品と考えられるもので

ある。形態的には三角形を基本とし， 733-738のように浅い凹基式や平基式のものが多い。ま

た， 平基で比較的大きいもの (739-741) (5点出土） や， 742・743のように先端部と甚部の

間に小さな突基を有するものや五角形状を呈するものも 8点出土している。

製作技術的には，両面及び基部を丁寧に二次加工により整形したものの他に，藩い剥片を利

用し片面のみに二次加工を施したものや，片側側縁と基部をわずかに加工し整形したものなど

がみられる。使用されている石材は多種であり，

(21点），

第27表

頁岩 (10点）， ギョクズイ (2点），

黒曜石

石英

(13点），チャート

(1点）， 擬灰岩 (1点），

(11点），安山岩

たんぱく石 (1

縄文時代晩期石器組成表

器

種

石

鏃

石

匙

ス

ク

レ

イ

パ

石

錐

ピ
エ
ス
・
エ
ス
キ
ー
ユ

出

土

薮
61 3

 
7
 

4
 

5
 

?
]
 

磨

製

石

斧

磨
製
石
斧
（
伐
採
）

打
製
石
斧
（
土
掘
具
）

横

刃

形

石

器

椿

状

敲

打

器

礫

器

磨

石

蔽

石

石

皿

砥

石

計~

91 15 11 12 83 27 4
 

340 

出

土

率
17.9 0. 9 2. 1 1. 2 1. 5 0.6 1. 5'2. 9 26.8 4.4 3.2 3 5 

' 
； 

24.4/ 7.9 1. 2 100 

- 195 -



点）が使用されている。

出土した石鏃は完形のものが多く，破損したものは少ない。破損したものの破損部位は主に

先端部の欠損である。

磨製石鏃

751は最大長 4cmを測るもので，全体に丁寧な研磨が施され薄身である。表裏両面には着柄

のための凹面状の溝がある。＇基部は弧状の凹基式があり，縁辺は平姐に研磨している。このよ

うな形態のものは本県では主に弥生時代にみられるもので，縄文時代晩期のものか注意を要す

る。 752は表層より出士したものであり，仝面に丁寧な研磨が施されているものの751とは形態

的に大きく異なる。形態及び大ぎさは打製石鏃とほぽ同様であり，側縁と同様に基部縁辺も鋭

くしている。

石匙

計 3点出土している 0 753は横長のもの，他は全長2.5cmの小型のものと基部部分の破損品で

ある。

スクレイパー

計 7 点出土している。いずれも刻片の•部に二次加工を施し刃部としたものである。 754 は

黒曜石の偏平な小礫を利用し，一辺に二次加上を行い刃部としたものである。

石錐

755・756はチャートの剥片に二次加工を施し鋭い先端部を作り出したものである。二次加工

は機能部の先端部のみ行われている。計 4点出士しており全てチャート製である。

ピエス・エスキーユ

757・758は上下両端からの剥離がみられるもので，直線状の刃部とレンズ状の断面を有す

る。計 5点出土している。そのうち 4点はチャート製で 1点はたんぱく石製である。

異形石器

759は黒曜石の剥片を使用し，棒状の基部と三角形の先端を有し，全体は蛇頭形を呈する。

基部部分の二次加工は丁寧であるが，三角形の先端部は主に片面調整である。先端部は使用痕

と思われる磨滅痕が観察される。 760は最大長1.6cm, 幅0.6cmの小型のものであり，脊象辺に二

次加工を施したものである。

石核

761は黒曜石製の石核である。小角礫を利用し，打面作成を行わず自然面を打面にして作業

を行っている。まだ打面及ひ‘作業面は回転しながら刻離している。他に 1点同様のものが出土

している c

磨製石斧

研磨を施した斧形の石器には，エ几と考えられる全長約 5cm程度で刃部幅 1cm前後のノミ形

のもの (762・763), 偏平小型のもの (761-766), 樹木の伐採用と考えられるもの (768-771)

なとがある。 762は蛇文岩製で全体を入念に研磨を施したもの， 763は小礫に刃部のみ研磨した
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ものである。両方とも片刃であり，各々 C血の刃部先端に使用痕が観察される。 764・765はほ

ぼ刃部部分のみの研磨が施してあり，刃部は片刃である。エ具の一種と考えられる。 766は刃

部幅が小さく同様のものと考えられる。 767は粗い剥離により整形が行われ，片側側縁には研

磨もみられる。未製品と推定される c 772は破損した基部の部分であり，敲打具として再利用

されている。他に磨製石斧の破片と思われるものが 7点出土している。

打製石斧

合計91点出土した。その内訳は，ほぽ完形12点，基部のみの破片27点，刃部を含む先端部片

43点，基部と刃部を欠損した中間部の破片 9点となっている。形態的にはいわゆる偏平打製石

斧と呼ばれるものであり，短冊型に近いもの (773・777), 分銅形に近いもの (774・779), 概

ね撥型を呈するもの (775・778・780・781) のほか，円盤形を呈するもの (783) などがみら

れる。このように形態的な違いはあるものの，そのほとんどが，基部近くの両側縁に対して快

りを入れ，着柄を意識しているという特徴が共通している。 784-787は基部の破片， 788-793

は刃部の破片である。刃部には使用による部分的破損 (774・777・781) などの他，摩滅した

使用痕 (790・791・792) がみられるものも多い。また，基部にも摩減した痕跡があるもの

(774・781・784・785・786) が認められ，着柄の痕跡と考えられる。さらに，剥離面の構成

より，先端部が一部欠損した後，再加工を行い使用していると考えられるもの (774・781) な

どもあり，刃部再生による全長の変化が認められる。製作技術的には分割あるいは粗割した薄

手の剥片を素材にし，比較的粗い剥離により二次加工を行い整形しているものが多い。使用さ

れている石材はその大部分が頁岩であり，わずかに粘板岩 (774)が存在している。

打製石斧製作に生じた剥片

計216点出士している。 794-797が打製石斧製作に伴う剥片と考えられるものであり，背面

には腹面の打面と同一方向の剥離面がみられ，その打面は一縁辺に連続している。これらは石

斧の整形のための剥片と考えてよい。

横刃形石器

798-801は横長剥片を利用し，鋭利な剥片の長い縁辺に連続した二次加工を施し刃部とした

ものであり打製石斧とは区別される。縁辺に明瞭な二次加工を施すもの (798・800) や．著し

い使用痕が認められるもの (799) や，刃部のみでなく他の縁辺も整形したもの (801) がみら

れる。総計15点出土した。

棒状敵打器

803・804は棒状の礫を利用し両端に敲打痕がみられるもの， 802は磨製石斧の破損品が利用

され同様の般打痕がみられるものである。計11点出土している。

礫器

計12点出土している。円礫あるいは棒状礫の一端に，粗い数回の剥離を行い，刃部としてい

る。 806は大型の剥片を利用したもの， 811は分割礫を素材としたものであるが，ここで取り扱っ

ている。 807及び811は側縁に敲打痕が観察される。
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磨石・敲石

一つの石器に磨曲及び敲打痕あるいは敲打痕が梨中し凹みがあるものなど複数の使用痕がみ

られるため，磨石・敲石類として取り扱った。これらは以下のように分類できる。

1類…… 磨面のみを有する。 34点出土。 (813-816)

2 類…••• 平坦面に磨面があり，周縁部にも磨面あるいはつぶれた敲打痕をもつもの。 16点出

土。 (817-823)。819・823は表裏平坦面の中央部に敲打痕が集中した凹みがみられ

る。

3類…… 磨面と部分的な敲打痕がみられるもの。 (824-828)。20点出土。 827・828は片側平

坦面の中央に敲打による凹みがみられる。

4類……部分的に敲打痕のみがみられるもの。 (830-834)。13点出士c

総計83点出土している。また，大きさにより最大長10-15cm程度のものと，約 5cm程度のも

のに分けられるが，使用された痕跡は同様で大小の違いはない。

石皿

小さな破片も含め計27点出土している。使用により中央部が著しく磨り凹んでいるもの (835

-839), 磨面は認められるものの平坦に近いもの (841-843) がある。前者には敲打整形を固

縁に施しているもの (837) や表裏両面とも磨面がみられるもの (835, 836, 838, 839, 840) 

もみられる。石質は前者が安山岩であるのに対し，後者は全て花箇岩である。また円礫ではな

く安山岩の板状礫を使用したもの (840) も2点出土している。

砥石

844は粒予の細かい砂岩を使用した砥石であり線状痕が観察される。砥石の破損品と考えら

れる同様の石材の破片が計 4点出土している。

軽石製品

845-818は軽仁製品である c 845は平坦な磨面が認められる。 846は表裏の平坦面が磨面とし

て使用され，擦痕が観察される。 847は断面三角形の船形状に整形されているもので，平坦な

甲板面とやや丸みを帯びた両側面がある。紬先状の先端部と，逆の部分は丸い突起状となる。

848は片側平坦面の中央に凹みがみられるものである。

この他，人為的な加工及び使用痕は認められない軽石礫が計15点出土している。 849はその

一つである。

土製品

850は長軸と並行して中心部に穿孔した土錘に類似した形状のものである。穿孔は同側から

なされたものと考えられ，中心部付近のごく一部にわずかな段差が見られる。孔の中心部の径

は約 4mmである。表面を全面にわたり研磨し，その後にヘラ状工具を用い全面に直線と曲線を

組み合わせた文様を施文する。

851は上製勾玉と考えられるものであるが，頭部及び尾部を欠損している。
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石製品

852は細長い小礫の片側縁辺に，断面V字形の刻みがみられるものである。刻みは切り込み

状で最も深い部分で 2mmを有し，ほかの浅いものを含め計 9カ所ある。刻みの中は路しい線状

痕が観察される c また，反対側の縁辺にも浅い刻み状のものが 1カ所あるほか，縁辺全体に多

くの線状痕が横力向に観察される。さらに両側縁のみでなく，両平坦面にも多くの線状痕が認

められる。なお，片側端部（図の上）は平坦に擦られている c

853は「鰹節」形の礫の片側端部近くに，はぽ並行して多くの線状痕が認められるものであ

り，縁辺の深い部分は約 1mm程度の，浙向V字形の刻み状を呈する。

854は凹石状を呈するもので，凹みは表裏両面及び両側緑部にみられる。凹み自体は敲打痕

によるものと考えられるが，その上には横方向及びそれに直行する線状痕が観察される。ま

た，表面のほかの部分にも線状痕が観察される。

第28表 皿層出土石器計測表(1)

番号 器 種 出土区 石質 最大長!cm) 最大幅(cml 最大原lcrnl, 慮鼠噂I 備考 注記番号

733 石 鏃 H-9 黒曜石 1. 4 17650 

1. =. 2 ~ 3'00. . 4 2 0. 36 734 石 鏃 H-16 チャート 1. 6 1 0. 56 I 30048 

735 石 鏃 I -14 たんば〈石 1. 6 1 0. 70 28598 

736 石 鏃 I -28 黒曜石 1. 7 l. 3 0.3 0.52 10902 

737 石 鏃 H~15 頁 岩 1. 7 1. 2 0.3 0. 75 30644 

738 石 鏃 G-7 チャート 2. 1 1. 4 0.4 〇.98 117 

739 石 鏃 IG -34 頁 岩 2.6 1. 3 0. 5 i l. 72 ¥ I 2771 

740 I石 鏃 G~l?7」1 砂む 2. 7 1. 7 0.3 1. 54 I 15879 
--- ,-―― 

鏃 II -2 貝ー岩 o. 5 I 2. 15 ； 741 石 2.2 1.8 i 12080 

742 石 鏃 H -10 チャート 1. 5 1. 3 0.3 0. 75 15677 

743 石 鏃 H-27 I頁 岩 1. 9 
I . ••—• 

1. 2 0.3 0. 73 , 4522 

744 右 鏃 1~11 頁 岩 1 2. 2 1. 9 0.3 0.90 17859 

745 石 鏃 F-8 チャート 2.3 1. 9 o. 9 I 2. 63 , 781 

746 石 鏃 I~30 黒曜石 l 4 l. 3 0.2 0.45 1827 

747 石 鏃 I -10 黒曜石 1. 6 1. 2 0.3 0.51 17388 

748 , 石 鏃 I -11 チャート 1.8 I 1. 2 0. 3 0. 75 ＇ 17345 

749 石 鏃 I -25 頁 岩 2.6 1. 6 0. 6 1. 70 , 13564 

750 石 鏃 H-27, 頁 岩 2.0 1. 5 0. 1 0.63 12891 

751・ 磨製石鏃 I -24 頁 石戸． 3.95 2.84 0.37 5.06 20173 

752 磨製石鏃 H-31 頁 岩 2.95 Z. 1 0. 2 1. 14 表層出土
~. 

753 工し 匙 I -30 頁 岩 5.8 2. 7 0. 77 7.23 17385 

754 スクレイパー I -26 黒曜石 2.5 2.9 , 0.55 3.82 
＇ 

10477 

755 石 錐 IH-lll チャート 2.58 1. 84 0. 6 1. 71 15530 

756 石 錐 Iー14,チャート 1. 92 , 1. 28 I 0. 4 0.92 I 29037 

757 ピエス•エスキーユ I H-25 チャート I 2.45 1. 3 ! 1 22 3.8S 20931 

758 ピエス・エスキーユ H-24 チャート 2. 45 I 1. 6 1 0. 95 2.69 13713 
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第29表 皿層出土石器計測表(2)

番号 器 種 出土区 石 質 最大長1cm) 最大幅lcml 岐大厚lcrnl 重量lg) 備考 注記番号

759 異形石器 H-29 黒曜石 4.38 2. 17 1. 02 4.42 5781 

760 異形石器 I -25 黒曜石 1. 65 0.6 2. 7 0.26 12484 

761 石 核 II -15 黒曜石 2. 75 2.55 2.55 14.8 28872 

762 小刑／ミ形石器 I -27 蛇紋岩 4. 78 1. 75 0.92 11.16 片刃 12613 

763 小型）ミ形石器 H -16 砂 岩 5.4 1. 58 0. 74 9.4 片刃 30514 

764 磨製石斧 H -25 頁 岩 7.0 4.0 0.8 3.5 片刃 7981 

765 磨製石斧 H-22 頁 岩 6.35 3.9 1.35 50 片刃 21151 

766 磨製石斧 H~zo 頁 岩 6.0 3.65 1. 4 39 片刃 23643 

767 小型／ミ形石器 I -26 頁 岩 8.1 2. 75 1. 6 58 未製品 11481 

768 磨製石斧 1-11 砂 石μ』 6. 1 8. 0 ! 2. 8 185 刃部のみ 16894 

769 磨製石斧 H-30 頁 岩 14. 1 ! 7.2 2.5 328 3485 

770 磨製石斧 I -26 頁 岩 7. 7 5.6 1. 7 93 11458 

＇ 771 磨製石斧 I -25 砂 岩 I 8.1 5.5 3.8 223 基部欠損 11702 

722 蔽 石 H-14 頁 岩 7. 1 5.9 4.0 209 石斧の転用 29532 

773 打製石斧 F-8 砂 岩， 14.5 i 5. 5 1. 4 130 782 

774 打製石斧 粘板岩 13.3 8. 1 1. 9 198 0002 

775 打製石斧 I -16 砂 岩 18. 1 i 9. 8 2.3 470 28266 

776 打製石斧 H -26 頁 岩 12.2 5.2 2. 1 113' 13123 

777 打製石斧 I -12 頁 岩 15.0 6.9 2.8 301 18161 

778 打製石斧 I -17 頁 岩 10.8 7.5 2.8 273 22021 

779 打製石斧 H -17 頁 岩 14.5 10.0 2.5 318 21646 

780 打製石斧 I -15 頁 石山 20. 7 9. 7 1. 9 445 28487 

781 打製石斧 H-25 頁 岩 13.2 9. 5 I 3. 0 322 9409 

782 打製石斧 H -23 頁 石中~ 11. 0 5. 7 1. 4 88 14224 

783 打製石斧 I -14 頁 岩 8.9 7.0 1. 8 150 28695 

784 打製石斧 G -14 頁 石山 7.0 6.5 1. 9 99 基部 30385 

785 打製石斧 H~23 頁 岩 10. 0 6. 9 0.9 94 基部 8864 

786 打製石斧 H -14 頁 岩 8.4 4.8 1. 7 95 基部 29581 

787 打製石斧 G -15 頁 岩 7.5 6.8 1. 4 85 基部 28997 

788 打製石斧 H -26 貞 岩 7 .5 4. 0 ! 0. 9 38 刃部
， 

9508 

789 打製石斧 I -28 頁 岩 11. 3 9.3 2.0 253 刃部 13332 

790 打製石斧 I -24 頁 岩 7 3 6.5 1.8 55 刃部 14105 

791 打製石斧 H -14 頁 岩 6.8 7.6 1. 3 62 '刃部 29519 

792 打製石斧 I -11 頁 岩 7. 7 7.5 2.4 158 刃部 16947 

793 打製石斧 H-12 頁 岩 7. 7 10.9 2.4 220 刃部 10327 

794 剥 片 I -18 頁 岩 7.3 5.3 1.0 38 23243 

795 剥 片 H -15 頁 岩 6. 1 4. 2 0.9 20 30247 

796 剥 片 I -27 頁 岩 8.6 2.9 0.6 15' 12594 

797 剥 片 G-32 i頁 岩 6.6 4. 7 1. 1 22 62939 

798 横刃形石器 I -25 頁 岩 3. 7 7.2 0.6 19 7787 

799 横刃形石器 H -11 頁 石"-'- 4.6 9. 1 0. 7 30 15732 

800 横刃形石器 I~25 頁 岩 6.2 8.6 1.5 i 76 21208 

801 横刃形石器 I -28 頁 岩 6. 1 6. 7 1. 6 68 13043 

802 棒状敲打器 I -25 頁 岩 8.5 3.9 2.4 142 磨製石斧の転用 11840 

803 榛状蔽打器 H-20 砂 岩 11. 4 3.8 2.3 141 23654 

804 棒状敲打器 H -321砂 岩 16.3 4.2 2.4 135 2389 

805 礫 器 I~18 砂 岩 9.3 3.8 1.8 92 22548 

806 礫 器 G-22 ! 頁 石ぃ I I 7 . 9 10.9 2.55 i 115 大型剥片使用 14311 

807 礫 器 M-26 砂 岩 13.7 I 9.3 2. 5 420 I 側縁に敲打痕 19796 

808 礫 器 I -12 砂 岩 19. 7 7.0 3.2 604 i 18154 
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第30表 皿層出土石器計測表(3)

番号 器 種 用土区 石 斤貝斤 最人長1cm) 最人幅lcml 最大厚1cm) 重量(gj 備考 注記番号

809 礫 器 H~17 沿結凝灰岩 9.4 11. 6 3.8 524 22288 

810 礫 器 G-15: 砂 岩 7.4 6.8 2.5 220 28903 

811 I礫 器 G -151砂岩変成1 12. 7 3.4 1. 7 85 側稼に敲打痕 28902 

812 礫 器 I -6 砂 岩 20.2 13.5 6.2 1840 861 

813 摩石・蔽石 H -16 安山岩 13. 9 11. 4 6.4 1430 30209 

814 磨石・敵石 I —詞安山岩 10.9 9.9 8. 1 1250 ！ 15634 

SIS 磨石・敲石 H-15 砂 岩 7.0 5.0 2.0 100 29452 

816 磨石・敲石 'H-9 安山岩 4. 1 3.5 2.9 50 15135 

817 磨石・敲石 I -26 安山岩 12.3 10.3 4. 3 I 930 I 11356 

818 磨石・敲石 I -2り花尚岩 12. 3' 9.8 4. 7 1105 13568 

819 磨石・敲石!I -18 安山岩 11. 7 9. 7 4. 7 925 両面に凹み 22006 

820 , 磨石・敲石 I -12 砂 岩 4.5 4.4 2. 7 80 17114 

821 磨石・敲石 H-11 安山岩 4.6 4.4 2.5 60 14510 

822 磨石・敲石 I -26 砂 岩 5.6 5.0 1.9 75 11514 

823 磨石・敲石 H-25 安山岩 5.4 5.2 3. 1 130 両面に凹み 9397 

824―,＿問石・敲石 I -26 浴結凝灰岩 12. 1 9. 7 4.4 500 11491 

825 磨石・敲石 H -32 ィザヒ 岡μ』 石Lり 8.4 12. 6 6. 4 , 1020 2423 

826 磨石・敲石 , I -15 砂 岩 5. 3 , 4. 7 3.3 115 30788 

827 磨石・敲石 H-27 安山岩 7. o I 5. 4 j 3.5 190 片面に凹み 8519 

828 磨石・ 敲石 H -26 ザィヒ 岡~ 石~ 7. 7 6. 9 I 4. 7 365 片面に凹み 1 10151 

829 磨石・敲石： D -13 ィHヒ・ 岡~ 石~ 6.9 5.0 3.3 110 片面に凹み 19396 

830 敲 石 I -1し花尚岩 7.3 6.0 4.5 290 17929 

831 敲 石 G-15 砂 岩 6.8 4.8 4.3 150 19879 

832 敲 石 G-7 砂 岩 5.8 5.4 4. 7 190 99 
833 』敲 石 G-10 砂 石山 11. 2 8. 7 3.8 530 突部に蔽打農 16659 

834 敲 石 G-20 砂 岩 8.9 6.4 3.2 250 23738 

835 石 皿 H-27 安山岩 35.2 16.8 9.0 6980 両面使用 I 5395・5400 
836 ; 石 illl I -19 安山岩， 18.6 13. 4 I 5.5 1680 両面使用 23339 

837'石 皿 D-14 安山岩 21. 7 14.9 5.2 1900 19496 

838 石 皿 H-7,安山岩 24.2 18.6 7.8 2840 両面使用 853 

839 石 喩1 H-26 安山岩 21. 8 15.6 7.4 2660 両面使用 16766 

840 石 皿 'H~10 安山岩 11. 2' 7.9 2.2 230 両面使用 15275 
841 I 石 皿 H -24 花尚岩 17.6 14.4 6.8 2540 20552 

842 石 皿 1-11 -1じ 1~岡右cu 19.9 14.9 8.3 3420 I 16905 

843 石 皿 H-15 ·ィ~ヒ岡~ 石~ 28.4 25.0 15.5 14800 30370 

844 砥 石 I -26 砂 岩 7.8 6. 1 i 1. 9 95 破損品 12241 

第31表土製品，石製品観察表

番号 I 種 類 出土区石 材 晨大長lcni) 景大幅lcnil 最大厚lcml 重量Ig I 備考 注記番号

845 軽石製品 H-10, 軽 石 9. 7 5. 1 3.8 38 一面磨 16722 

846 軽石製品 II -11 軽 石 10. 3 : 6.8 2.8 36 二面暦靡 1 
16907 

847 軽石製品 G-16'軽 石 12.8 5.8 4. 6 : 51 三面 19777 

848 軽石寺六lj 日口日 I I -11 軽 石 11. 5 1 9.4 5. 1 117 中央に凹み 土坑42周辺

849 軽石製品 I -28 軽 石 14.8 6.8 3. 9 72 11261 

850 上 帝グJ ロ口口 H -15 i 3.8 2.3 18.36 全自研磨．線刻 29222 

851 土製勾玉 H -15 (2.8) (1. 4) 2.63 頭部，尼部欠損 29142 

852 石製品 I -18 頁 岩 7.63 2.88 1.47 40. 7 刻み，線状痕 21875 

853 石製品 H -15 砂 ー五岩r， 77. .7 4.45 1. 8 74. 7 線状痕 29222 

854 石製品 H -25 頁 95 5. 1 3. 8' 173 般打・線状痕 10724 
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第江章 古墳時代の調査

第 1節調査の概要

古墳時代の遺物は，調査区の中央部から北西側 (6区-22区）にかけての II層より出土し

た。特に H-22区からは成川式土器の甕形士器が 1個体分集中して出土し，完形に復元でき

た。また， Iー 18区からは，鉢形土器がほぽ完形で出土した。

第 2節出土遺物（第161図-163図）

古墳時代の上器は，甕形士器，鉢形士器，壷形士器， i甘形土器，裔杯形土器等が出土してい

る。

甕形土器（第161 図• 第162図 1-13) 

1 -13は甕形上器である。

1はH-22区より集中して出土した（第160図）もので，完形に復元された。口径33.5cm,

底径12cm, 器高34.4cmを測る。胴部はあまり張らずわずかにしまった頸部から口縁部が外反

し，口唇部は平坦に治められている。頸部には，板状工具による刻目突帯を巡らし，底部は上

げ底の脚台である。内外面の調整は同様で，口縁部は横ナデ，胴部はハケ目の調整が施されて

いる。口唇部内面に煤の付着が認められ幅 1cm程度のものが 1条巡っているが，煮炊きに利用

する時に蓋をしていたものと想定される。 2・3は頸部に布目の痕跡をもつ刻 H突帯を巡らす

ものである。 2は，わずかにしまった頸部から口縁部が外反し，口唇部は丸く治められてい

る。復元口径26cmを測り，内外面は横ナデ調整が施されている。 3は，口縁部がわずかに肥厚

しながら内湾し，口唇部は丸く治められており，復冗□径23.2cmを測る。

4 -9は底部である。 4はわずかに上げ底気味であるが，充実した高台である。復元底径は

9.4cmを測る。 5は上げ底の底部で，底径9.6cmを測り， 6 - 9は浅い上げ底の底部で，底径は

それぞれ 6が11.1cm, 7が10cm, 8が 9cm, 9が8.8cmを測る。

10-12は口縁部から胴部にかけてである。 10は頸部に絡条突帯を巡らせるもので，口緑部は

やや内湾する。復元口径30.4cmを測り，内外面は横ナデ調整である。 11は頸部に断面三角形の

貼付け突帯を巡らせるものである。口縁部はやや内湾し，復元口径28.2cmを測る。外面調整

は，口縁上部で横ナデ，頸部から口縁部にかけて板状工具によるカキ上げ調整，突帯の上下で

ナデ調整が施されている。 12は突帯のないものである。口禄部は直行し，復元口径23cmを測

る。外面は口縁部では横ナデ，胴部では板状工具によるナデ調整が施されている。 13は胴部で

ある。外面は箆状工具によるナデ調整が施され，底部では板状工具によるカキ上げ調整が施さ

れている。口縁部・脚部ともに欠損しているが，口縁部は外反し底部は上げ底であると思われる。

鉢形土器（第162図14・ 第163図15)

14・15は鉢形土器である。

14は上げ底の底部であり，復元底径7.6cmを測る。外面はヘラ磨き調整が施され，内面はナ
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デ調整が施されている。 15は I-18区よりほぽ完形の状態で出土した土器である。口径17.9

cm, 底径6.6cm, 器高10.8cmを測り，安定した平底の底部である。底部より胴部が球形状に膨

らみ，口縁部で内湾する。内外面は板状工具によるナデ調整が施され，底部外面で横ナデ，底

部内面でヘラ削りが施されている。

壷形土器（第163図16-22)

16-22は壷形土器である。

16は口縁部で，復元口径15.6cmを測る。頸部から口縁部にかけて外反し，口唇部は丸く治め

る。 17は貼付け突帯を有する頸部である。内外面はヘラ店きが施されている。 18・19は球形状

に膨らむ胴部である。 18は肩部に布の痕圧のある刻目突帯が 1条巡り，内外はナデ調整が施さ

れている。 19は突帯を巡らさないもので，内外はナデ調整が施されている。 20-22は丸底の底

部である。 20は外面にヘラ磨きが施され，内面は胴部にナデ調整，底部にヘラ削りが施されて

いる。 21・22は内外面ともナデ調整が施されているようであるが，表面の磨耗が激しく定かで

はない。

高杯形上器（第163図23-29)

23-28は高杯形土器である。

23は口径15cm, 杯部高さ 6cmを測り，脚部は欠損している。杯部は底部と立ち上がりの境に

弱い稜を有し，立ち上がりはまっすぐ伸びる。口唇部は丸く治める。内外面は口縁部上部は横

ナデ，他の杯部はヘラ磨きが施されている。 24は復元口径20.2cmを測り，底部と立ち上がりの

境に段を有するものである。立ち上がりはやや内湾気味である。内外面は口縁部上部で横ナデ

が施され，他の杯部ではヘラ磨きが施されている。 25, 26は同一個体であると思われるもので

ある。 25は口径19cmを測り，底部と立ち上がりの境に段のないもので，立ち上がりはやや内湾

気味であるが口縁部はまっすぐに伸びる。内外面は，口縁部上部で横ナデ，他の杯部ではヘラ

磨きが施されている。 26は杯部の底部であり，内外面はヘラ磨きが施されている。 27は杯部で

ある。外面に赤色頗料が付着し，ヘラ磨きが施
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されている。 28は杯底部から脚部にかけてであ

る。底部内面，脚部外面はヘラ磨きが施され，

底部と脚部の接合部分や中空の脚部内面はナデ

調整が施されている。

堆形士器（第163図29)

29は堆形土器であな l点のみの出上であ

る。胴部は球形状を星し，底部は径3.8cmで，

やや上げ底ぎみの平底である。頸部は欠損して

いる。内外面ともに，器面が荒れていて調整が
50cm 

わかりにくいが，内面はナデ調整，外面はヘラ

第160図 古墳時代の土器出土状況 磨きが施されていると思われる。
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第32表古墳時代の土器観察表

冒遺番物号I 出土区 I， 層 胎土 焼成 色調 外面調整 内面調整 I ； 備 考
-- -

1 H -22 IT 石英．長石．角閃石 良好 茶褐色 ナデ．ハケ目 ナデ．ハケ目 刻目突帯、口緑内部に煤

2 I G-9 ill ，，， /,, "' 
，， ナデ ,, 

3 H -12 II ,, ，，， 戌茶褐色 ケ ク ク

第
4 H~18 m 茶褐色 ヘラ削り，ナデ,, 

＇ ，， 
,,. 

161 5 H -14 1 ill 'l ク Ii I ,,. ナデ ナデ 底部内面に煤付着
i 

6!H-6 I ク ,, 賠茶褐色 ,, ヘラ削り？
図

7 Hー*+- ,, ,, I '茶褐色 ヶ
， 

ナデ

8 H- ヶ ，，， 赤茶褐色 ，， ク

F -15 川 ,, I ,, 灰茶褐色 ク ，，， ， G-IS・l6 II 

10 H:I-14 II ク ' ,, 茶禍色］ ,. ，， 綺条突帝，外面に煤付着
' 

第 11 H~6'I~ Ill ク ,, I ,, ハケ目，ナデ ，， 
1 三角突恰

162 12 G-5 
H-6 ,, I ヶ 'l ，， ナデ

図 F-6, 7 Il皿
i 

13 ,, ，，， ,, ナデ，ヘラ磨き ,, 
G-8'  

14 D・E-13 ク ［！ ク 赤茶褐色 ，， ，， 底部内面に煤付着

15 I -18 ill 石英長石．金雲母 ヶ 茶褐色 ナデ．ハケ目 i1 ヘナデラ．削ハりケ目， 底部内面に煤付着

I IG・H-24 ,, 1石英．長石．角閃石 ，， I 灰茶褐色 ナデ ナデ

17 E -14 . ク ，' ヶ 暗茶褐色ナデ，ヘラ磨きナデ，ヘラ磨き 刻目突帯

18, H -6 』 ，， ＇ク茶祝色！ ナデ ナデ ,, 

19 G-7 II 
ケ り // 

I 
，，， ク 外面に煤付着

'-
m 

第
20 H-6 旧 ケ I ＇ ヶ ,, 

1 ナデ，ヘラ磨き！ ケ

＇ 

21 G -16 II ,, (, 淡茶褐色 ナデ ，， 

163 22 F•G- 7'血！ ,, ,, 茶褐色＇ 1/ /,, 

l 

23 J -11 III ,, ,, 赤茶褐色 ナデ，ヘラ磨きナデ，ヘラ磨き

図
24 H-6 I "' " 

~~ ~. 

，，， 茶褐色 ケ
,, 

25 H -17 ,,, ,, ! I ； ,, ,, ヶ ,, 

26 I -11 'l ,, ケ I＇ ，， ,, ケ 内外面に煤付着

I 
I~24 I I 赤褐色' ヘラ磨き ナデ27 ,, ク

28 H~13 IlI ク ，，， 茶褐色 ナデ，ヘラ磨き ナデ，ヘラ磨き

i 29 G-8I ＇ ク ! ヶ ,, ヶ ナデ ＇ ナデ I 
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第珊章 奈良•平安時代の調査

第 1節調査の概要

II層およびm層上部から土師器・須恵器，その他に土製品が出土した。また遺構は竪穴住居

跡 1基，掘立柱建物跡 4棟，時期が不明であるが溝状遺構 2条とそれに伴うものと思われる占

道 3本が検出された。 II層がこの時代の己含層の中心をなすものであると考えられるが，後世

の耕作等による削平のため II層が削られている部分がかなりあった o ll層の残りが良く，遺構

・遺物が検出・出士した所は，調査区の中心から北東側の G- I -21-35区， F-I -15-18 

区であった。その中でも特に G・H-24-27区が遺物が集中して出土した。

第 2節遺構

1. 竪穴住居跡（第165 図• 第166図）

G-16区より検出されたもので， 4 m X4.1 mのほぽ正方形の住居跡である。四隅に柱穴が

みられる。これらの柱穴は検出が難しく，黄橙色の土まで掘り下げてから検出したが，柱穴の

埋土は少しざらさらした感じの黒色土が大部分をしめ，他に黄褐色土と黒色土が混ざったよう

な埋土もみられた。 1中居跡の北東側床面部分は土層横転がみられ， II層-11層までが横転して

いた。またその影響を受けて，住居跡中心部でも黄橙色の層が床面より高く盛り上がってい

た。この土層横転のすぐ近くで，住居跡内の東側にはやわらかい黒褐色土があり，かなり深く

まで (V層と息われる）掘り下げることができた。また住居跡内の北側と南側の床面は浅い土

坑状になっており，床面に近いところで土器が出土した。床面付近から土師器や里色土器A類

が出土しているので，平安時代の住居跡と思われる。

遺物は，床面付近から上師器の杯・椀．甕・ 全本，黒色土器A類の杯または椀，土錘，刀子等

が出土している。 1は休部がやや内;;合して立ち上がり口縁部が外反する林である。内外面は横

ナデが施され，底部は回転ヘラ切りである。復元口径13.4cm, 底径7.4cm, 器高 5cmを測り，

茶褐色を呈する。 2も杯である。 1本部がまっすぐに伸ひるもので，内外面は横ナデ調整であ

る。底部はやや丸みを帯ひ、，回転ヘラ切りである。復元口径12.4cm, 器高3.9cm, 底径は約 5

cm程度で，明茶褐色を早する。 3はまっすぐにのびる坪の口縁部で，復元口径10.6cmを測る。

内外面は横ナデ調整が施され，明茶褐色を呈する。 5は黒色上器A類の杯または椀の口緑部で

ある。外面は茶褐色を呈し横ナデ，内面は黒くいぶしがかかりヘラ磨きが施されている。 4は

口縁部が欠損している以外はほぼ完形の士師器の椀である。底部にハの字に開く高台が付き，

体部は内湾して立ち上がる。底径7.2cmを測る。内外面は横ナデ調整が施され，淡茶褐色を呈

する。 6は土師器の椀人は杯の体部てあり， 7は土師器の椀の底部で高台が欠損している。ど

ちらも内外面は横ナデか施され，淡茶褐色を呈する C 8は土帥器の鉢である。やや外反する口

緑で，復元口径20.8cm測る。内外面は横ナデが施され，赤褐色を呈する。 9は直径1.6cm, 長

さ1.7cmの土錘である。穴は土錘のほぽ中心を通っており．直径約 4mmである。表面はナデ調
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整が施されている。 10は全長19.1cmの刀子である。茎は長さ 5.3cm, 幅約 3mm~5mm で， 目釘

穴がわかる。柄は残っておらず，不明である。

2. 掘立柱建物跡（第167 図• 第168図）

調査区域内で45カ所の柱穴が検出されたが，建物跡として確認できたものは 2オ東，また建物

跡の一部であると考えられる柱列は 2列検出された。いずれも 1II層上面で検出された。

掘立柱建物跡 1

I -28区で検出各れた。主軸は北西～南東方向で、 2間X3間の建物跡である。南東側桁行

は約5.zmを測り，柱間は P1 -P 2が約1.Sm, P2-P3か約1.6m, P3-P4が約1.sm

である。北東側桁行は約4.gmを測り，仕間は P6-P7, P7-P8が約1.6m, P8-P9 

が約1.7mである。北西側梁行は約3.6mを測り，柱間は P4-P5, P5-P6ともに約1.8

mである。南東側梁行は約3.7mを槻ljり，柱間は P9-Pl0が約1.6m, PlO-P 1が約1.7 m 

である。柱穴の平面形は径約20-34cmのほほ円形であり，ほほ垂直に掘り込まれている。柱穴

の断面形は筒状で， p 4とp10が洩く （約18cm), P 7がいちばん深い（約50cm)。他の柱穴

は約28cm-40cmである。

また， p 1とp9の約1.5 m前にやや小さめの浅い柱穴が検出された。主軸よりやや東側に

ずれているが建物跡と何らかの関係が考えられる。簡単な廂が作られていたのかもしれな

し‘
゜
掘立柱建物跡 2

I -29・30区より検出された柱列である。他は削平を受けたのか検出できなかったため，主

軸方向も不明である。一列が 3間で約4.4mを測り，柱間は P1 -P 2が約1.5m, P2-P3 

が約1.6m, P3-P4が約1.3mである。柱穴の平面形は径約24-28cmのほぼ円形であり，断

面形は筒状で p2が約80cmと深<' p 3が約30cmと浅い。

掘立柱建物跡 3

H-29区より検出された。主軸は北東～南西方面で，柱穴が確認できなかったところがある

ため， 3間X3間の建物跡になるのか， 3間X4間になるのかまたはそれ以上か不明である。

北西側桁行は約5.Zmを測り，柱間は P1 -P 2とP3 -P 4が約1.Sm, P 2 -P 3が約1.6 

mである。南東側桁行は約 5mを測り，柱間は P7-P8が約I.Sm, P8-P9とP9 -P 1 

0が約1.6mである。北東梁行は約4.Smを測り，柱間は P4-P5, P5-P6, P6-P7 

ともに約1.6 mである。 p10は南東梁部の並びからやや南東方向にずれている。柱穴の平面形

は径約20-30cmのほぼ円形で，垂直に掘り込まれている。杵穴の断面形は筒状になり，約24-

44cmの深さであるの

掘立柱建物跡 4

I -25区より検出された。他の柱穴は調脊区域外に広がると思われる。主軸方向は不明であ

る。柱間は P1 -P 2が約1.5m, P2-P3が約1.2m, P3-P4が約1.5mである。 p4 
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は他の柱穴の並びから見るとやや南側方向にずれている。柱穴の平面形は径約24-30cmのはぼ

円形であり，断面形は筒状で， p 1が約64cmと一番深く，他の 3つが約36cmである。

3. 溝状遺構及び古道（第169図）

G - I -24-26区のIlI層上面で，溝状遺構 2条，古道 3本が検出された。しかし部分的であ

り，溝状遺構も古道も調査区域外へ続くものと思われる。時期は不明であるがこれらの溝状遺

構と古道は同時期のものであると思われる。

遺物は溝状遺構埋土内より出土しているが，ほとんど小片で，縄文時代晩期の浅鉢・深鉢，

成）II式土器，土師器，須患器等が出土している。また数点ではあるが，陶器も出土している。

溝状遺構 l

G -I -26区で検出され，北東ー南西方向に走っている。幅は約 2m-3mで，長さは調査

範囲内をほぼ横断し，約ismである。断面形は U字形をなし，深さは約50cmである。埋土は，

一様で，溝は一時期に埋められたようであったが，溝状遺構の底面にはわずかではあるが砂層

が見られ，水が流れていた可能性があると考えられる。

溝状遺構 2

G - I -24-26区で検出された。溝状遺構 1とほぼ平行に北東ー南西方向に走り，そこから

南東ー北西方向，そして南ー北方向に走る，コの字形に走る溝である。幅は約60-140cmで，

長さは北東ー南西方面が約18m, 南東ー北西方面が約16m, 南ー北方面が約16mである。深さ

は約30-50cmである。埋土は溝状遺構 1と同じで，遺構の底面にはわずかではあるが砂層がみ

心
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られた。

古道 1・2

G・H -26区で検出された。古道 1・2ともに北東ー南西方面にほぽ平行に走り，古道 1は

途中で 2つに分かれる。幅は約20-SOcmで，長さは古道 1が約10.5m, 古道 2が約12.5mであ

る。占道部分は固く踏みしめられている。

古道 3

H-24区で検出された。溝状遺構 2に沿うように走るが，途中から検出できなくなった。古

道部分は固く踏みしめられている。

第 3節出土遺物

1. 土師器（第170図～第174図）

土師器は蓋・皿・杯・椀・ 甕•黒色土器A類の杯・椀，黒色土器 B 類，墨書土器，刻書土器

等が出士している。包含層内出土の土師器は破片が多く，復元できるものがわずかであった。

蓋（第170図11)

11は暮である。復元□径16.2cmを測る。

1IIl (第170図12・13)

12・13は1IIlである。どちらも口縁部は外反し，底部は回転ヘラ切りである。 12は復元口径1

3.8cm, 底径8.4cm, 器高2.8cmを測り， 13は復元n径13cm, 底径 7cm, 器高3.7cmを測る。

杯（第170図14-57)

14-57は杯である 3

14はG-11区から出十し， 15は内側に杯と同じくらいの大きさの石をのせた状態で I-27区

から出土し，ほぽ完形に復元できたものである。 14は口径12.6cm, 底径4.8cm, 器高4.7cmを測

り，体部は内湾気味に立ち上がる。 15は口径11.4cm, 底径5.1cm, 器高4.8cmを測り，体部は

まっすぐ仲び口縁部で外反する。底部の切り離しはどちらも回転ヘラ切りである。

16-26は口緑部である。

18・24・26を除き， 16-25は体部が口縁部にかけてまっすぐに伸ひるもので，復元□径は

12. 3cm -15. 6cmを測る。 18は体部がまっすぐに伸び，口緑部が外反するもので，復元口径14cm

を測る。 24・26はイ本部がやや内湾するもので， 24が復元口径12cmで， 26が11.6cmを測る。内外

面は16-26すべて横ナデ調整が施されている。

27-57は底部である。

復元底径は， 4.4cm-7. 2cmで， 5.5cm以上のものがほとんどである。 52-57は底部に高さとく

びれ部を有しているもので，充実高台を呈している。

椀（第171図58-84)

58-84は椀である。

58-64は口縁部である。復元口径は10.4cm -14. 2cmを測る。 58-60・63・64は体部がやや内
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湾し口縁部がまっすぐ伸びるものである。 61・62は口縁部で外反するものである。

64-84は高台を有する底部である。高台部分は76を除きハの字に開き，貼付けである。復元

ロ径5.6cm-9. 8cmを測る。 65-68は高台部分が高いもの， 69-73は中くらいのもの， 78-83は

短いものである。 74・75は厚く短い高台がつくもので， 76は高台部分がハの字ほど開かずやや

内湾気味のものである。

黒色土器A類（第171図85-114)

85-114は内面に黒いいぶしがかったものである。

85・86は杯の口縁部である。体部が直線的に伸び上がり，復元口径は， 85が15.8cm, 86が16

cmを測る。

87-90は，杯の底部である。 87-89は体部が内湾して立ち上がるが， 90は直線的に立ち上が

る。復元底径は5.6cm -10. 4cmである。底部の切り離しはすべて回転ヘラ切りである。

91-96は椀の口縁部である。 91は体部が直線的に伸び，口緑部の端祁は平坦に治められてい

る。復元口径は12.6cmである。 92-94は口縁部で外反するもので，復元口径llcm-16cmであ

る。 95・96は口縁部がまっすぐ伸びるもので，復元口径は95が14.4cm, 96が13.8cmである。

97-112は高台を有する椀の底部である。高台の高さから 3種類に分類した。 97-100は高台

の高さが高いもの， 110-112は短いもの， 101-109はその中間のものである。高台はハの字に

開き，復元底径は5.8cm -8. 8cmである。 112は高台の外向に稜を有する。 113・114は高台が底

部との貼付け部分から欠損したものである。

黒色土器B類（第172図115-118)

115-118は内外面ともに黒色を呈するものである。いずれも口縁部で，復元口径は115が13.2 

cm, 116が12.4cmである。内外面はヘラ磨彦が施されており，口縁部は115-117ではまっすぐに

伸び， 118ではわずかに外反している。

その他の土師器・青磁（第172図119-121)

119-121は内面が磨かれているもので，ヘラ磨きである。外面はナデ調整が施されている。

120は内面に赤色顔料の付着がみられるものであり，ベンガラであると思われる。 121は高台を

有する底部である。太いしっかりとした脚部は，ハの字に開いている。 112は青磁の口縁部で

ある。

墨書土器（第172図123-138)

123-138は墨書土器である。全部で17点出上しているが，ほとんどが破片で，文字も一部分

しか残っておらず，判読できるものは少ない。墨害は全て土師器，黒色土器A類等の杯ゃ椀の

体部外面に書かれている。

123・124は黒色土器A類で表層から出土したものであるが，ほぽ完形の形で出土した。やや

内湾気味の体部から口椋部はまっすぐ伸び，端部でわずかに外反する。ハの字に開く高台を有

する。外面は横ナデ調整が施され，内面は黒色にいぶしをかけ，細かい左上がりのヘラ磨きが

施されている。 123は口径12.2cm, 底径6.6cm, 器高5.4cmを測り， 124は口径12.4cm, 底径6.6
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cm, 器高5.7cmを測る u 体部外面に書かれている文字は， 123が「七箇J, 124が「十箇」であ

ると思われる。 「七」と「十」の区別がつきにくいが， 123はわずかに曲がった部分があり

「七」と推定され，また「↑、」の字は「箇」の略字であると推定される。他にこれらと同じ種

類の文字が書かれていたのではないかと考えられるものが， 125・127・128・130である。 125

は復元口径13.4cmである。

129は体部が内湾して立ち上かり，口緑部で外反するものである。内外面は横ナデ調整が施

されている c 体部外面に「石」という字がみられるが，石偏である。労の部分が欠けているた

め判読不能である。その下の字も判読できない。復元口径11.6cmを測る。

131は，休部がまっすぐに立ち上がるもので，復元底径7.4cmを測る。内外面とも横ナデ調整

が施されている。体部外面には，数字の「 0」のような字が書かれているが，判読不能であ

る。 136は小片であるが， 「口」という字がみられる。ある文字の一部分であると思われる。

刻書土器（第172図139)

139は刻書上器と思われるものである。小片であるため，字の一部分であるのか絵の一部分

であるのか不明である。

甕（第173図，第174図）

140-165は甕である。口縁部が外反し，内面の頸部以下にヘラ削りが施され，外面は口緑部

では横ナデ，頸部から下はナデ調整が施されている。全体の形状を把握できる個体がないた

め，口縁部から頸部にかけての形状によって大きく 3種類に分類した。

140-146は頸部があまりしまらず，口緑部が強く外反するものである。その中でも 140-143

は頸部から口緑部までの長さが長いもので，復元口径25cm-33. 2cmを測り， 144-146は紺いも

ので復元口径24.4cm -32cmを測る。

147-152は頸部がくの字にしまるものである。胴部はほとんど欠損しているため形状は断定

できないが，やや張るものと思われる。その中でも 147-149は頸部から口縁部までの長さが短

いもので復元口径25.8cm-31. 6cmを則り， 150-152は短いもので復元口径21.2cm -28. 4cmを測

る。

153-160, 162-164は口縁部が外反するがそれほど強くないもので，頸部もあまりしまら

ず，胴部も張らないものである。復元口径22.4cm -31. 2cmを測る。 162は頸部がしまらず，胴

部から口縁部はわずかに外反しながら伸び，端部でまたわずかに外反する。

158・159は口縁端部が丸く治められているものである。 161・165は口縁部のみであるが， 161

は口縁部内面ハケ目がしっかりと残っているものである。 165は口緑端部が強く外反するもの

である。
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第33表土師器観察表(1) 石＝石英，長＝長石，角＝角閃石を表す

挿号図番 1＇ 物遺番刃 出土区I' 層 I胎土 焼成 色調 外由 内面
坤番号図 物番号遺 l 出土区Ii 層 胎十 焼成 I＇色調 I！ I外面 内面

調整 調整 調整 調整

11 I -25 II 石長角 良好 茶褐色 キ， ァーヽ ナデ 53 I -25 II 石長，角 良好 淡茶褐色 ナデしナデ

12 H-16 llI 'l ，， ケ ,, ,, 第 54 ,, ,, ,, ケ 茶褐色 ,, ， ，， 

13 I -25 0 ~ ケ ケ ケ ,, 1711. 55 H -26 ，， 
" 

,, ,, ,, ケ

' 

i 14 i G -11 ，， ,, ,, ，， • ,, 
図 56 H -25 " ,, ,, 1炎茶褐色 ， ク

15 I -27 II ＇ 
,, I 没芥褐色 ,, ,, I 57 H -23 ,, ！ ' ＇ ヶ ヶ 茶褐色 ク ,, 

16 G -23 j > ケ ,, ,, ; I ,, ,, 58 I -25 ,, ,, . ，， I 
,, ,, 

17 I I -25 ヶ
,, ,, I 茶褐色 ,, ケ 59'G~16 ,, • ,, ケ ， ,, ,, 

18 ,,'Il・III 1/ ,, ,, I ヶ ク 60 l~24 ,, ，， 
； 

，，， ， ,, 
" ; 

~ ~ ~ 

19 ,, Ill ケ
,, ク ,, ,, , 61 I~27 ，， ケ

,, ,, ケ
,, 

20 i H -17 ， ケ
,, みヽ ,, i ケ I 62 H -26 ，， ク ,, ,, ，， ク

21 I -27 II ケ ,, ,, ケ
,, 63 , I ， ,, ， ,, ,, 

第 22 I -25 ill • ,, 'l I ,, ，， 64 I~24 II " 
,, ! ，，， ケ

,, 

23 0 II ,, ,, ,, ， ク 65 H-21 ,, ,, ,, ， ❖ ，， 

' 
24 H-:JO ill ケ ケ ケ ケ 'l 66 l -26 ,, 1/ ,, ,, ， 4ヽ

25 l -25 ]l I ケ
,, 

" ケ ,, 67 I ，， ,, ,, ， ，， 
—~ 

26 I H -30 ID ケ ケ 汎茶褐色 ケ
,, 68 G-:,4 II ケ ク ，，， ！ ,, ，， 

227 8 I I ＇ I I --19 ヶ

ヶ ケ ＇ 茶祝色 I ,, ヶ i 69 I -25 ,, ， ,, ク；＇ 
’ 

,, 

仇茶褐色
第

25 ク ケ ケ ケ ケ 70 II -27 ,, 1/ ,, 茶掲色 ケ ク

29 11-27 II' 
,, ,, ❖ ク 71 I~25 ,, I . ; ＇ ,, 淡茶褐色 I ,, ケ

I 30 I~25 ,, ,, ,, ,, ,, ~ 72 I -25 ク ， ,, ,, ,, ,, 

'31 ,, I I ,, ク ，， 改茶褐色 ,, ヽ ! 73 ,,',, ,, 
’’ , I I 々 ,, 

170― 
茶褐色 ヶ ' 74 1 H -25 ク ， ； ！ 

32 1-1-25 ,, ,, ,, 
＇ 

， ，， C ,, 

33 I -24! ,, ケ > I I ヶ ヶ ，， 75 H -26 ，， ❖ ，， 
＇ 

,, ,, 

34 G -34 ,, ,, ,, ,, ,, ,, 171 76 I -25 0 ， ,, ,, ，， ❖ 

35 I I -23 ,, ケ ケ
,, ,, ,, 77 H -24 • I • i ,, ,, ヶ • 

j 36 I -25 ,, ,, ,, ,, ケ ,, 
i 78 I~25 ヶ ケ

,, ケ ,, ク

37'I -27, ,, ，' I ，' ,, ,, ク 79 I -26 ,, ,, ,, 'l ,, ❖ 

＇ 38 I -25 ク ,, ク ,, ,, 80 I I -25 ケ ,, ,, ,, ,, ,, 

H~27/ ,, , ク， ク
1 ― 

ク I ,, I 39 姶裾色 ,, ,, 81 • ,, ,, ，， ク

I I ＇ 40 I I I -2:i ク
＇ 
戌茶褐色

＇ 
ケ

,, ,, ク 82 H -25 ,, I ク ，， ,, 
I ク

図
,, I ,, 

図
41 i ,, ヶ I ケ

,, ,, ,, ， 83 /,, ! /,, 茶悧色，， ，， ,, 

42 I -26 ,, ，， 
＇ 鱈栴色 ,, 

＇ 84 I -25 ,, ,, ,, ， i ,, ,, 

43 ! I -27 

-, 
—85 + I -27 ヶ ,, 

，，□茶三褐色i 
,, ク ク ,, ク ケ ,, ,, 

;>:
,, ，， ,, ・ヽ 86 I ,, ,, ,, ~ 

,, ,, ,, 

＇ 
,, ,, I i I音茶褐色 ,, ,, 87 H -25 " 

ヶ! ❖ 

＇ 
,, ケ

46'I~25 ,'~ I ク ,, J澤褐色 ,, ,, 
~89 I -25, ,, 

,, ❖ 戊荼褐色 I ク ヘぅ阻ぎ

: 47 I -27 ，'ク '， 茶罰色 ,, ,, -26 ヶ ,, ❖ 茶褐色＇ ,, ナデ

48 1 H -24 ,, I ! ,, ,, ,, ,, ,, 
1 90 H -24 ,, ! ,, . ク ケ ケ

: 49 I -25 ク ,' I ＇ ,, ＇ I災茶褐色 ,, I ,, 91 G-32! ,, ・ヽ ヶ ,, ， ヘラ磨ぎ;

50 ❖ ， ,, i ,, i茶褐色 ❖ ,, 
! •—99-3 2 H三 ,, 1/ ,, 々 ,, 

51 I -26I , ， ,, ， ， 況苓褐色 ,,' ,, H ヶ C 'l ケ
,, ,, 

I 52 I! -24 I ,, ，' ク 茶褐色 ,, ,, 94 G-33 ヶ ❖ ケ ,, ,, ！ ,, 
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第34表土師器観察表(2) 石＝石英．長＝長石．角＝角閃石を表す

>I 出上区 層 胎土 焼成 I色調
外面 ！ ， 内面， 物番号遺 I ！ 出土区!＇ 層 胎土 焼成 色調， 外面

内面

調整 調整 ： " 調整 調整

第 95 11-33 TI 石長角 良好茶褐色！ナデ へう磨き 137 H-16 Ill 石長角 良好 戊茶褐色 _,, _ 7 --- ナデ
171 第
図 96 H -27 ill ,, i ,, ,, ,, ,, 172 ! 138 l~27 II ,, ,, 茶褐色 ク ,, 

97, I -25 II ,, 
’’ 

図,, ,, ク 139 I -27 ,, ,, ,, ,, ク ケ

98＇ ； ' ヶ "I ' 
,, ,, I ,, ~ ク 140 H-26 ，， ケ

,, ,, ,, 
ヘナラ削デり

99j I -28 ク I！：： ✓, ; ！ ,,  ， ~ ク 141 H -33 ク ケ
,, 陪茶褐色 ， ケ

! 100 G -33 ,, ,, ケ
,, ,, ,, 142 I -25 ,, ,,'I ,, 拾褐色 ,, ,, 

101 H -25 ；, ,, ,, ,, ,, II ヶ 第 143 ,, 
クロt,, 陪茶褐色 ,, ，， 

102 l -27 ク ,, ,, ,, ,, ， 
~ 144 I! ~26 ，'，'  ク ,, ，， 

103 I -26 ,, ,, ,, ,, I ,, ,, )]3 I ]45 I -29 ,, ,, ，， 茶褐色 ,, ,, 

104 I -25 " ,, 
" I 

,, ,, ,, 146 I -28 • ,, ，； 暗茶褐色 ク ク

:os G -16 ， ,, ,, ,, ,, ~ 図 147 H -33 ， ケ ,, 黒褐色 ,, 
i 

,, 

i06 I -25 ， 
’’ ク ,, ，， 'l 148 I -28 Ill ,, i ,, 茶褐色 0 ，， 

107 G -33 ,, ,, ク ケ ，， ! ケ 149 H -34 II I ,, ,, 陪茶褐色 ，， 'l 

108 H -26 ケ ,, ,, ,, ,, 
＇ I 

,, 1511 I -25 ❖ ,, ,, ,, ， ， 
＇ 109 G -33 々 ,, ,, I ： 

,, ，， ,, 151 ,, ,, : ク 0 茶褐色 ， ナデ

: JD H -25 'l ,, ク ,, ク ケ 152 H -28 ill ,, • ＇ ,, 淡茶褐色 ,, 
へナう削デIJ 

第 ~ 一.一
111 H -34 ,, ,, ク 炎茶褐色 ク ~ 153 H -25 II ,, ， ,, ク ,, 

llZ H-25 ケ
,, 

ケ 茶褐色 ク '/弁託し 154 ,, 
’’ 

'l ク 茶褐色 ケ ケ文：し、る

＇ 
113 H -23 ,, ,, ❖ ，， C '~、ラ鹿き 155 I -26 ❖ I > ,, ,, 0 ,, 

114 G~33 罰 ,, ク ケ ， ,, 第 156 I -27 II ク ク 賠茶褐色| ,, ， ,, 

: 115 H -23 II I ,, ，， 里色 ,, 157 I -26 ,, 
" 

，， ケ ，， ,, 

116 H -34 ク• ,, ク ,, ク 174 158 H -26 ,, ,, ， ケ I！ ， ,, 
172 

,,＇ ' ケ I ， 
117 II -34 • ,, ❖ 'l 159 G -33 ケ C 茶褐色 ,, I ,, 

i 118 H -21 ク ,, ,, ,, 
，， ，'＇ i ナ--デ--

図 1601H-271 ,, ,, ,, ,, ，'， I ，， 

11り H-26 ク• ケ ,, 茶褐色 161 H -24 " ケ ❖ ク ク ,, 

:20 I ク ク ,, ク I！ 16c H-26! ク ヶ ， ，炎茶褐色， 'l ,, 

~21 H-261 II , ク ,, i ヶ ,, 163 H-31 ill ,, ， 茶褐色 ,, I ❖ 

上22 I -25j ,, I 164I H -26 II ,, ，， ,, ヶ ❖ 

図 ; 

123 ! 1 h長角 良好 荼褐色 ナデ ヘラ磨き 16, I -27 ill ,, I ク・＇ ケ ク ,, 

124 ,,＇ ',, ,, ケ ケ
,, 

125 H -ZS II 0 ケ ❖ ケ ,, 

l -28 ! • ＇ 126 ， ,, I ,, ,, ,, 

lZ7, I -26 ,, ，， ,, ,, 'l ナデ

118 ,, ,, ,, 
ケ 淡茶褐色 ケ ケ

lc9 H -28 ， 'l ， a ,. ， 
； 

130 I ,, ，， ,, ,, ク

131 ケ ❖ ,, • ~ ケ

132 H~24 II ク ク ‘’ ！ ク ク

133 H -26 ク ,, I ,, ク，I ／ / " 

i 134 I -27， 1 I ,, ,, C ,, ケ ❖ 

13, I -23 o ク ,, I茶褐色 ,, ,, 
--・---

136 H -2ci ヶ ・ヽ ク ,, ,, I ＇ ヶ
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須恵器（第175図-178図）

須恵器は蓋．杯・椀．壷．甕等が出土しているが，量も少なく破片がほとんどであり，復元

可能なものはなかった。主に H・I-23-29区から出土している。

166-169は蓋である。復元口径は166が14.4cm, 167は13.4cmを測る。 168はつまみを貼りつ

けた跡が残るが，つまみ部分は欠オ員している。外面は天井部にヘラ削りが施各れ，口縁部は横

ナデが施されている。 169もつまみを有していたと思われる。

170-191は杯である。 170は復元口径12.4cm, 底径6.8cm, 器高4.7cmを測る C イ本部はやや内

湾して立ち上がり口縁部は直線的に伸びる。底部は回転ヘラ切りである。 171-173・176は直

線的に伸びる口縁部である。 174は体部が内湾して立ち上がり口縁は直線的に伸び， 175は体部

が直線的に立ち上がり口縁部もまっすぐに伸びるものである。 177は口縁部がやや内湾するも

のである。 178-180は口縁部の端部がやや外反するものである。

183-191は杯の底部である。底部は全て回転ヘラ切りである。復元口径は6.2cm-7. 9cmであ

る。 183・184は体部がまっすぐに立ち上がるもので， 186-190は体部が内湾して立ち上がるも

のである。 190は底部裏側に籾痕がみられる。 191は体部が外反気味に立ち上がり，底部が若干

上げ底になっている。

192-197は椀である。 197を除き他は全て厚く短い高台がハの字に付く底部である。復元口

径は7.4cm-9 cmである。 192は体部が直線的に立ち上がる。 197は高台と体部の間に段を有

し，高台がまっすぐに張り付けられている。復元底径 6cmを測る。

198-215は壷である。 198-201は壷の口禄である。 198・199は口頸部から外反し，口緑部は

平坦でやや内傾する。復元口径は198が13cm, 199が12.6cmを測る。 200は口緑上端がやや厚く

なり，復元口径4.6cmを測る。 201は口縁上端が先細り，復元口径5.6cmを測る。 202-204は司

一個休と思われるものである。 202は肩部， 203は胴部， 204は底部である。外面は頸部に近い

ところでナデ調整，肩部でヘラ削り，胴部で格子且叩き，底部側面でヘラ削りが施されてい

る。内面は，肩部では指で押さえた後横ナデ．桐部から底部にかけてはヘラ削りの後横ナデを

施している。また底部裏面は同心円叩きが施されており，復元底径11.8cmを測る。 205は口緑

付近で，外面には沈線文と波状文が施されている。 206は頸部である。 211-215は底部であ

る。 215を除きすべて回転ヘラ切りで，復元底径は7.8cm-13.3cmである。

216-271は甕である。 216-219は口縁部で，復元口径は216が15.4cm, 217が14.4cmを測る。

220・221は頸部であり， 221の胴部内面には車輪文が施されている。 222-271は胴部で叩き技

法によって整形されており，外面と内面がそれぞれ格子目叩きと同心円叩き，平行叩きと同心

円叩き，格子目叩きと平行叩き，平行叩きと平行叩きの組合せになっている。平行叩きと平行

叩きの組合せは271の 1点のみである。またその他に，外面が格子目叩きで内面は車輪文のも

のがあり， 222-225の 4点である。 254は 1点のみであるが，内面のあて具には直径 2cm程度

の丸い木のオ奉の浙面を使っており，またその棒の断面は「＋」の形の掘り込みがみられ，その

跡が観察される。

-241 -



こーニニロニ166 -—-

~~ ロニ□□:5 
\7==-ニー／ロ=F?i7s~□ :76 
二7~'□• '.~8 

~d 
9 ¥--―-r-i。
｀ニー士~185

;/,8, j,82 

\--JJ''~ 二三
\—— ~J: ご／ー/1ss

＼二~89

-J✓ 
184 ~ こ87 Cニニ190

~192 

~Ld ¥..-=-ニ7191

194~ 二］ご，6

ロロニ193 ニニニ，5~ニ~197
I~, □□ 7 99 \~(/,00口:,

90 ：：＄口73

.、

..、̂ 、--、→ .....、---一

ノ~20G [ぷ□—r,w
,, ・ -s···••:. ,.・ 

.. 
・・→ て・

第175図須恵器(1)

-242 -



~ ，
 
゜

汀
ロ
ロ
ロ
[
2
2
1
1ロ

2
 

ー2
 

-

「

、
ー
、

,．
 

9
,
 

尺
’• 

1
`
°
 

／
 

9

,

 

—, 
ー，，．`＇、

-
9
 

F

・

 

r
,
 -． (

9
,
9
,
 

今'、"“

,1 

9
-
，
 

ふ-ー,‘↑
'
-
'
,
9
 

へ
P'

"
-

•
-
i

、

-
__ 
S

ミ
ー
―
-
,
'

'

-

Y

-

t, 

9

今

一

、
—

一
，

-』

-' 

｀
し
'
『

<

i

 

]

-

i

 

．＇ 

-
V
 

~
~
.
'
，

-
9
,
'
~『

9
,
 

，ヽ

』t̀
t

』'}ご

｝`
てい

・
r
 

｝
 

:
'
•
9

バ
9

9

,

.

~

9

,

'

i

 

9
:

、9-＇,『｛

f

,
9
 

,

'

,

 

'，

‘

9

9

(

 

,'，，

9、

9
-
,
1

9
9
 

'

,

L

1

9

:

言
9
'

9

9

9

9

 

、9
,

-

9

 

〒

~'.l, 

ヘ 'J,,"'、／
219 

～ 

｀一

.-------...... .. 
----・ ... -・ 

ヽヽ ・-・--・.-, . 
．，．ヽ・,. 鴫<こ

，↓•さ'』 -← .• -.、・.、
• 心・`＇

, ,, ，"' ・.,, .,,,. ,,. ,.,・,.:. 
, .-・.:.-

ーグ`_ ..... 
, 

2
 

2
 

"
2
 

＂ 

＼
 

ヽ
で

4
 

2
 

2
 

＼
 

冷ーー，

:

、
9`

 
•. 

Aq 

}
必
ヽ

4
{
・
・

、、•. 
9,’ 

；J
ク

f.

i,
人)；••• .

 9
 

’↑

i
.
 

9

ィ
4

;
9

ーヽ
‘.̀

,・
 

L
.

、
・
’

ir'＼

t
f
 

9
.
 

]

1

 

J

h
ゴバ
i
ー
・

}
;
:
・
 

j
¥

＇,；・
4
 

ヽ
・・・r,・"

．̀
9. 

>．．．．‘’̀
 

.
9
,

し

i

.

'

‘

i

v

 

．

．

 
，
 

i・
ノ
・
,
．

i.‘f^

 

.. ‘. 
{•9 

’
¥
 

~
，
~
ヽ

--.. 
~ ~ 

_/  ‘‘ 
｀ 

， 
I " i 

'' 

0 5cm 
I―l―--, ― l―寸

3
 

2
 

2
 

口
＼
口

／‘〔”
□

9
,

＇， 

225 

第176図 須恵器(2)

-243 -



:.-------: ー":":--~-• .. --—-·...'• ・...... 一・ • •一, .,-;., __ ....... 

.. --.-, , • ,.c..-c;--==, ← 
,::----, ニータ・:::-'"'ー」，....• .,... ---.・、 9

，・イ・ク

. ---~--
~ --—··,• "'-・・ 

： :c.-r-,-
. ●，.... -一`‘、:;;三・-・-

二．
・・ ，' ;..  

. 
2..:-. 

,-.--
' 

己ニメーニ;::;,
/ 

.'ベ.. -~ ン~-•,_;,--~-.-・.-~＇｀今9

/ 
,． 

, ・::... ―づ::.,<・:.,,・.. . __.. __... 
'.,;e: .. ::---:--
”みヽャ

. え

--~~~ て~、 ~--• ✓ い-
, -・... ... --・--・・. __ ... ,.,---, 

-----. / •• -こ. 

、.)

授紺
恥

-.' 
-ぶ.!・・・ も ·i~,<.̀、べぐf,
、,:·•,\ , .. ,,:.•, 

・.・,,,. ¥ 

i ,c'#f~ ヘf},.{¥,i
ヽ·••. 戌．、ふ；., : .. ・,, ... 、翌~~ベ>,:,. ・,.,. 

ゞ ・;i.i¥ >ズ，,・≪) <' 

¥'fC "'・ 
.... ,.,, 

．囀9. ・.;, 
,・ 忍＇

2
3
0
2
3
2
2
3
3

八
＼
口
〗

2
3
5

し、
9

.

し．

t‘.

：
＼
口
ぃ
＼
¥

j

/

 

'
｀
，
9
 

]

1

 

＼

＼

 
＼
，
 

9
¥
 

，9
,
9
,

氏
，
ヽ
｀
、
1

9
9
 

9
,
L
 

`
｀
’
 

9

,

 

A
n
,
1
 

,
¥
＼
,
 

q
 

i
 

＼． 

・

1

,＼
 

丸

‘

↓

 

'，
 

9

F

 

＂＇ 

•9 

1
 

^
｛
，
、

r̀＞＂偵ゃ`

＇ 

¥
2
4
2
 

竺心ギ｛ここ～

:」□

｀

>2:18

6
 

¥
2
4
 

＼
 

ーヽ

Aー>.,.

，
 

．＼ 

1'’ ・、
4
、
9
.

'

、

¥ 
.: 

4
9
!
 

ー

~
,
~
.
~
｀
’
~
』

'-

\
i
'
‘
~

上 7
 

4
 

2
 

¥
¥
 

4
 

4
 

2
 

＼
 

，
 

乙
ニ_

i
●
}
[
-
〗
声
〗

ー

24 

ご
＝
三
苔
ぇ
言
i,

7
 

•

23`240\

\
~243 

'`＇, ．`
 

9..t 

、:
t
9

、

}

-

・'"c> ..、

＇ごーーマニーI・-
; --・ -—-三ご三―, .. 

八□

249

0 5cm 
I I • I I I 

ー~-―・-- -、_,

,- 一・-

-,_ 
----一 ー一 一＿--- --- -、-- 鴫―-“'

-、a

- --『一―-------- --一一← -ヽ--,- --べ~-----'-----. ---- --- ---—' 
--__ ーヽ__ _ - ご‘

¥250 第177図 須恵器(3)

-244 -



．令ヽ文や.

-":.-,-'::.----
ー『~--一•·

“ -r-,-~:,-' ・・. -寸直

.. ・--'一--,-":;--< ____ .~』・
い・--~- • ---==:::." 

ー

¥25253 `

 

•
•
こ
心

り
・
万
こ
5

旦．

4v.さ・[

..“ふ，
i
t
i

疇'[琴こ）
252 

ヽ

ヽ
＼
＼
}

ぐ
ゞ

ヽ

ミ、ヘ
べ
ミ
‘
ミ
f
f

、ゞ

ミゞ
ミ
ミ
・
~

｛
 

；・
[

i

、

l
 

/
‘
]
 

----、→ニ-ご~
・ ・ --、

ーここ""-c'•----l 
‘―- ----・-----囀---~-、.----

9 ―-
~--~: ¼•--,-. ,-- :-----

,-, -----•マヽ

',_.、. 
：し.'- ,・・ 

;',• 

＇ 
し`! t 
I 

し‘

‘~~ 

254 

・-
記袷と、

.::'-,,;""--・ 
••ぷ→令..--""'"' ._._,. ヽ"・-'・""'ご:.c:,.
・・"点・:やぷ",--.•·-·. ··-ヽ••cc.. _ ..、..
.・-: ぶこ：．を苓,a.::>.:・え;:
クc,,~·-・・ ・ヤ

’’ 
.. _, ... -~-.,; 夕心一心←
.. て二念•.

i、いか上↓..  一生ぐナ・
.、,.・-゚...... .. ・ダ;:-,,・、

/
[
 

、久、し

SN5,‘
もに

.
i
f
r
↓ら

、
j?iぞ．

.. ;:,1Jrこど，；；•
・,、、鼻/f;,ざ
', "·•· 、.'.;ゞ,"

・ヽ只， 9

,,''. 
し、濾

， 
ゃ

□

260

り
い
263

□

264

'2及
／

さ
§
、
う
ク
＇
亙
'
9
j

ぷ
ド
、
崎
~
ク
｀
ベ
―

這
¥f¥‘

□

クロ

•-.
¥it. 

f
7
 

／
 6

 
2
 

／
 

：ツ

～ヽ•

バ),.
'?'ffわ

心ソベも

. ,-―．ゞ c'•，.. ●―、｝・．』．
,, .'. -. •-.'―,, ・- .. 
' 

. さ，''. /, 
、;'...、，， _,. .. ' .  ー．． 

＇ ,, 

□

261 

n268 

□ こご' 鳴一

＼
 

‘
 

・̀’ ，
 

＼
 

ー

\~ 

99 
へ、＇へ,

f
 

、＼

'-
•.• 1

 ．．
 ,

9

 

*

'

 

、
.

.

 

ぷ
t
*
，
．．
 

``
 •. 
,• 

¥
．

f

、、'

＼
ヽ
．
ヽ
．
ヽ

.

.
‘
9
>
．
、
.
¥
‘
¥，．

 

..̀
 

•
‘
•
‘
ヽ
ヽ
，
＇
．
、

．．
 、さ[〉¥、

9

}
、
,
．
‘

.. 

.• 
、

・i、••••• 
‘
 

•• 

t

.

 

,、‘．． 

＼
 

9
 
.
.
 ‘*.:`
‘ 

‘̀ 

t
.
.
J
.
‘
 ｀

、
ゞ
り
・

.＇ 
し
、
．
，
9
 
.. 

、．．．＂

:
L
 

ぐ

,
5
，ヽ．

｀
ら
、
⇔
．

)＇ 

・
ヽ
・
、

．
＼
 ＂`
 ／

265 

‘
,
4
/
 

¥‘̀
c“
じィ

'~ 
し
、
~

J1ァ£≫
i
 

ク`“'J
 

□

270 

,. ・.' 
勺ヽ

ヽ‘

-・,'・、

―・-・.--/ 
,」・
;; 
”‘ 
~ 

_,,_グ心,,・
---:/: , . .-,._. 

cm•: . .,,, 會？., 
., 

第178図 須恵器(4)

-245 -



第35表須恵器観察表 {i~ 白英，艮＝長石，角＝角閃石を表す

挿番号図 物号遺番 出土区，＇, 層 I胎土

! 
外面 内面

揖I， i 
外向：］ 内面

焼成］， 色調 暑
出 土 区 層 胎土 焼成 色調

！ 
調整 調整 ， 調整 調整

: 166 H~24 II 石，長，角 良好 暗I火色！ ナデ ナデ 219 I -l4 II b, 長，角＇良好 戊芥褐色 ナデ ナデ

! 167 H-25 III ，， ケ ,,I 」' 

＇ ’’ 第 220 H -16 ケ ケ ケ 格ヘ7子胤目叩きiiナデ
,, 

' ! 11668 9 
ヶ II ，， ❖ 灰白色／ ,, i 221 I -25 II i ,, ク 青灰色 I'行ナ叩テ’ぎ 車輪文

,, ,, ,, ,, 暗灰色 i C ,, 177 222 H -23 ，，＇ ク ,, ,, 格了甘叶ぎ ケ

'170 I ,, ,, 青灰色； ナデ
,, 223 ,, ,, I ,, ク ,, ,, 

" 
171 H -25 II ＇ 

ケ ，， ！ ケ ,, 図!224 H -24 ，， I ' '  ,, ,, ,, ク

172 I -24: ケ ,, ,, ，， ，， ,, 215 ケ ク ,, ,, ク 、 乎車行輪文文

173 H -24 ! ,, ケ ケ i 'l ,, ,, 226 i I -25 ❖ ケ ,,' ＇ 'l ヶ i同心円文

174 H-201 ケ ,, ヶ i茶褐色 ,, ! ,, 227 I -27 'l ,, ク．1 • ,, I ,, 
一一

175 I -25',, ,, ク 暗灰色 ,, ヽ~ 228; H~25 ク ,, 
,, ● ． ク ,, : I ケ

176 H -20: ,, ケ ケ 赤褐色 ❖ ,, 229 ! I -27 ク ,, ,, ： ：ク ,, 
I ク

177 ドH-311 Ill ,, ~ 茶褐色 ク ， ,, 230, I -26 III ,, ,, ,, ,, ,, 

178 I~25 II ~ ケ ク ，， 'l , 231'H -26 II // ク 灰白色 ,, 1 1口平］心狂I~夕文

179 I -24 ク ,, ケ 青灰色 i ケ ,, 第， 232 I -25 Ill ,, ケ 青灰色 ,, 同心円文
,, : ' ： 

180 I -23 ,, ,, ケ ， ,, 233 H -26 I] ,, ケ ，災戻褐色 ,, ,, 

第 181 I ,, ケ ,, ク ,, 234 ,, ，， ＇ ,, ク ，， ク• ❖ 

182 ， ケ ク 茶灰色， ， ,, 23S ,, ク ，， ,, 国青沢色 1 ，， 同中心行円文文

183 I -25 II ，， ケ 青灰色 'l ケ 236 I -27 ，， ,, 
’’ 淡茶褐色、 々 伺心円文

184 I ',、 ❖ ク ！ ク ,, I 237 H-16 ,, ,, ク• 青灰色 ，， ❖ 

185, H -27 II ケ 0 '茶褐色 ケ ， 178 238 H -24 ,, ク ,, 没笑褐色 ，， ,, 

1861F-15 ク ヶ ; ，， |青灰色 ~ ,, 239 I -27 ケ ，，，， 研青1火色 ,, 同斗心わ円文文

175 187 I -27 II ケ ' ク 赤術色 ケ ， 240 H -26 ,, ク ,, 灰白色 ク ケ

1881 - I ヶ',, 灰白色 ~ ，， 241 H -24 ケ ,, // 青灰色 ,, 同心円文

1891 I -25 II ,, '. 青灰色 ，，， ,, 242 I -23 ,, ,, ，， 灰白色 ,, ，，， 

190i H -28 ク' ケ ,, 'l ,, 243 I -25 ，，，＇ ク ク 青灰色： ,, ,, 

191 I -16 ,, ク ,, 陪仄茶褐色 ,, ,, 
図 244 H~z5 ク ，， ク Ii: だ茶屈色 平行叩き ,, 

192 I~25 Ill ❖ ,, 阻青仄色 ,, ,, "45i I -25 'l ,, ~ ,, ケ ,, 

図 193 I -24 II ケ ，， 青灰色 ， ,, 246 I -29 ,, ク 'l ,, ケ ,, 

194 H -24 ，， ，，， ，，， ケ ❖ ,, 247 I~27 " 
,, ク 灰白色 格子目叩き 同‘払心"円す文

, 195 I -26 ,, ， ~ ク ,, 248 H -25 ケ ヶ I ,, ケ 半行叩き I同心円文G-11 

I I 196 H -24 ケ ケ
＇ 褐色 ， ケ Z49 I -26 ~ ケ：ク ，， ク i ,, 

197 G-5 Ill ，，， ク 青灰色 ク ケ 250 H -24 II ,, ，， 淡茶褐色 ,, ,, 

198 I -25 II ，， ,, ,, ,, 
’’ 251 I -24! ヶ ,, 

❖ 青灰色 ❖ ,, 

199 I -24 ~ ,, ，， ,, ，， ク 252 I -25; ,, ,, ,, 没茶褐色 ク ,, 

200 G-5 川 ,, ケ ケ ケ I ,, I 笠3'II --27 ケ，' ,, ❖ ケ ,, 

201 H~32 II ,, ,, ,, . . ,, 254 ,, ク ,, ク 灰白色 惰子目皿ぎ

202 I -25 .' ケ ,, 茶褐色 格へナう111, ナそ ,, r-
_JJ I -25 ケ ,,',, 賠青只色 平行文

203 
H --24 ，，＇ ,, ❖ ,, ， I ,, 2i6 ク ~ ヶ！，， 百灰色 ,, 
H -25 

204 H-4 III . • ,, 
＇ 

， ,, 第 257 I ク ❖ ク ,, 

205 H -27: II ,,',, 賭青誼色 波状文 ,, 
258'! I ---,'25 I lII -ケ-

,, ヶ 灰白色 ,, 

106 H-25 ill ク ， 茶灰色， ナデ
,, 259 ヶ！ク ,, 平行叩き ,, 

207 G-5 ケ＇，' " 灰褐色 格ヘ十ラ自"~"I」+Iiキさ ,, : 260 I ‘’ ク ク ク 青灰色 洛f目UITき＇ 'l 

208 H -25 II ケ ,, 灰白色 平行闘き， 十デ 179'261 H-24 ケ ，， ク ク ! ‘‘ ~ 

209 G-5 ill ,, ,, 青灰色
柁子目叩き

❖ I 262 ❖ ケ ケ ,, 4ヽ ,, 
" ナデ

210 I~25 II ケ ,, 'l ' ・; キ行-J-削叩デき ,, 263 H-23， ヶ 'l ク ,, ，， ケ

第 1lli I -24 ク I ,, ,, 灰白色・''+テ下,)．． ,, 264 H-25 ケ "' ~ 
,, 

’ 
,, 

111 H -26 ,, ク ,, 青灰色 I " 
,, 

図 26S ,, ケ ケ :'l
,, 

’‘ ，， 

213 I -26 • ,, ,, ,, 平行叩き ,, 266 I -26 ケ ケ ケ ク ， ， 
-Jデ

176 
，紅茶褐色 ヘ-/肖LJり 灰黒色214 I -29 . ，， ，， 

→ -j' 
ク 267 I~25 ， ク ~ ,, ケ

215 G -22 ケ ,, ケ 青灰色 ,, ,, 戸 ,, し j ,, ，， 青灰色 ,, 0 
- . - ----一

図 "16 I ❖ ， 戊茶褐色平行叩きl ,, 269 I -26 ， ,, ク ク ， ， 
217 I -27 ill, ， ，， ケ . ヶ ,, 270. J -16 ケ ク＇ク 灰白色 • ケ

218'H -24 II i ,, ク ,, 1 ナデ 1/ , 2711 H -27 ， ~ ~ 赤茶褐色 T行卯き " 
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その他の遺物（第179悶272-283)

II層および1lI層上面から出土した遺物のなかで，土師器（黒色土器等を含む），須恵器以外

のものをその他の遺物とした。

272-274は輌である。同一個体であると思われる。 272は復元外径7.5cm, 273は6.2cm, 274 

は8.2cmを測る。 275は口縁部である。外面はナデ調整，内面はヘラ削りが施されている。荒い

作りである。 276-278は同一個体であると思われるものであるが，器形等は不明である。 279

は把手である。表面はヘラ削りが施されている。 280・281は紡錘車である。 2点とも土師器の

底部を再利用したものである。中でも 260は里色土器A類の底部を再利用している。外径6.1 

cm, 内径 1cm, 厚さ 5-9 mmを測る。 282は一部欠損しているが，少なくとも 3本の溝が通っ

ていたと思われる土製品である。用途，形態ともに不明である。

283も用途，形態ともに不明の土製品である。下の部分の復元径は13.7cmである。内外面と

もナデ調整が施されている。

272 
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第179図 その他の遺物
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第1X章まとめ

1 細石器文化

(1 l ピノト群と礫群について

出土遺物の平面的分布から， A, B, Cの 3カ所のブロックが識別された。 2カ所のピソト

群と 9基の礫郡は全て，調査区域の西側端部で，台地の縁辺に位置する Aブロ／ク内で検出さ

れている。ピゾト群のうちピノト群 Aは一つの遺構として把握できるほど集中している e

ピット群Aはブロ、J クのほぽ中心部付近で，半坦に近い位置に検出され，礫群はピ J 卜群を

囲むような位置に配置しており、その大部分は弧状に並んでいた。このようなピノト群Aと礫

群の位置的観点から，両者は相互に関連した一連の生活遺構としての理解が可能である。

ピ'1 ト群Aを構成する各々のピ J 卜は，埋土及び掘り込みの断面からの観察により人為的な

ものと判断して差し支えないと思われるか， ピノト全体の配置は規格性に欠けている。これま

でに検出された旧石器時代例として，大阪府はさみ山遺跡］），広島県酉ガカラ遺跡21' 熊本県

下城遺跡ふなどで住居跡,1 と想定されるピノト群が報告されている。これらの遺跡のピノト群

はピ／卜が外固を巡り円形あるいは梢円形プランを呈するものである。しかし本遺跡のピノト

群Aは外｝告］の間隔も一定てなく， 1大］部にもピ J 卜がみられ規格件がない。そのためこの上屋構

造については不明であるが，テント状の筒易なものを想定できるかもしれない。また出土遺物

の分布との関連では， ピ；卜群内部は遺物がかなり少なく， ピソト群Aに接近して北東部に，

ブロ J ク内で最も遺物鼠の多い区域が見られる。その部分は最も細石刃の多い場でもあり，石

器製作場と考えることができる。遺跡内でのピノト群の位罰と石器及び砕片等の集中した部分

が隣接していることは，遺跡空間を考慮するうえで興味深い構造となっている c 苔らにピ；卜

群周辺には磨石・敲石が多く出土しており注意されよう c

本遺跡で検出された 9基の礫群は，礫の集中度が強いものであり，その形状から，ほぱ円形

に礫が強く集中しているもの (A類），柏円形状に礫か比軟的散在するもの (B類），石囲い

炉状に礫が円形に並ぶもの (C類）に分けられた。これらの礫群の特徴は，ゆるい傾斜地に近

接して弧状に並ふという配置あるいはまた， ピ；卜群を取り囲んだ位償に所在するという配置

にある。まだこれまで本県で確認されている細石辟文化期の西丸尾遺跡日），盆峰町宇治野原遺

跡GI , 入来町床並 B遺跡71 などの礫群と同様に下部に掘り込みがないという共通点がみられ

る。

礫群自体は火を受けていることにより，縄文時代早期に普遍的な調理用の施設と考えられる

が，礫群の形状の違いは，使用から廃棄までの形成過程8, による違いであろう c ただし，本遣

跡とは谷を隔てて相対する西丸尾遺跡の礫群は全て，この B類に属しており注意される。まだ

c娯としたものは，静岡県休場遺跡＇））などで検出されだ，いわゆる石囲い炉に形状が類似する

が，内部にば焼土・炭化物は検出されていない点で異なる。さらに他の礫群と比較すると，溝

成する礫で100g以下の破砕礫が全くなく，大部分が完形礫であり，他の礫群とは大きな違い
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がある。

これらの礫群の同時件について具体的な検討は困難であるが，かなり接近した位置に存在す

ることや，全体が弧状に配置していること， また総遺物委tや石器数が比較的多くないことより

定の梨団により，ほぱ同時期につくられた可能性が高いと考えられる。

礫群の礫は，加熟を受けたためと考えられる赤化やヒビ割れ，破砕したものが多く．それら

の破砕礫は， 2・3・5・7・9号礫群で接合している。これらの礫群が，その位置で火を受

けたかどうか，渡辺栄次氏に各礫群下部の土を分析していただいた。その詳細は附篇に掲載し

ている。分析の結果 1・2・3・5・6・7号はその位置で熱を受けているものの， 8号及び

9号礫群はその位置で熱を受けていないという判断がなされた e このことは，礫群を使用して

後，その位置で1発棄するものと，他の位置に使用済礫を寸舎てた可能件，あるいは別の地点で焼

いた礫を，位置を変えた場所で使用する等．多様な形成過程が考えられる。 8号礫群は， 100

g以下の破砕した小片が全くないことから．その場で熱を受けたとは考えにくい点があり，分

析の結果と符号している。 9号の場合，熟破砕礫片が存在し，かつ接合しており，他の地点で

使用したものを一括して捨てたことが想定されよう。

② 出土遺物

総計約1700点の遺物が出十．しており，石器の大部分は細石刃で計162点出上した。本遺跡の細

石刃の特徴］（］＇は，細石刃の頭部調整が全くみられないことである。これは西丸尾遺跡でも同様で

ある。このように頭部調整がなされず，打面が広く平面形が四角形を足する細石刃が南九州の多

数の遺跡で多い傾向Iiiがある。このことは細石｝）の剥離方江あるいは細石刃核の固定法が，南九

J州では他地域と異なる特徴ある方法が行われていた可能性も考慮する必要がある。

細石刃核は計33点出土し，次のように分類で蓋る。

l類……小礫を素材とし，石核整形加工はほとんど行わず，そのまま一端から紐石｝）を剥取

するもの。

2類……小礫を素材とし，それを分割し，石核整形を行うもの。

3 類…•••小礫を素材とし，比較的大きな一皿の剥離で打面をつくるもの。石核整形は行われ

なし、0

4類……偏平な剥片を素材とするもの。

それぞれは紺石刃剥離前に打向調整をしないもの (a類）と，打面調整を施すもの (b類）に

分けることができる。

紐石})核の出士分布は各フロノクに対応するのみでなく，数個づつの集中したグループかみ

られる，この小単位グループことの細石刈の形態は次のようになる。

A 1 ブロ ） ク・・・・・・・・・ 2a , 2 b類

A 2ブロノク西測… 1a, 1 b類

AZブロ J ク中央… la, Za, Zb類

A 2プロノク東側・・・ 1b類
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A 4ブロック・・・・....・l b類

Bブロソク・・・・・・・.....l a, 2b, 3a類

Cブロック・...........2a, 4b類

このように Aブロック内でも各小単位グループの細石刃核は，単一形態あるいは類似する形

態のものである。このような小さなまとまりは製作者が細石刃を匝l(あるいは一時期）に製

作した場の最小単位として認識できるかもしれない。

細石刃核 2類と 3類について， 2類では得られた平坦面が側面と打面に利用されているが，

3類は打血形成のために分割されるという違いがあり， 88の接合例や82及び92の例のように，

石核整形も行われていないようである。また細石刃象1j離崩に打面調整も全く施されないという

違いもある。ただし素材礫及び得られた平坦面を利用するという類似する特徴もみられる。

出上した細石刈核は，小礫を使用したものが大部分であり，打面転移もみられることより型

式的には野岳・休場型121 の範疇に比定されるものである。 1類のように小礫をそのまま利用

するものは船野遺跡 B 地点13)• 成岡遺跡 Bユニ J 卜14) , 榎崎A遺跡lo) て出土している。成岡遺

跡 Bユニ J 卜では加治屋固型細石刃核16) と，榎崎A遺跡では畦原型細石刃核19) と共伴してい

る。

本遺跡では接合した細石刃核の砕徴は，一回の剥離で平坦な打面を形成すること，石核整形

を行わないこと，細石刃剥離前に打面調整を施ない点である。この特徴は南九朴1地域に特徴的

に分布する畦原型細石｝）核と共通したものである。本来の畦原型細石刃核は砂閤あるいは頁岩

の小円礫を側面方向からの二分割によって打面を形成し，石核整形を行わず，また打面調整も

施さず，細石りは一端あるいは両端から剥出しているものである。本遺跡のものは石材が里曜

石という違いと，作業面方向からの剥離による打面の形成という差はあるものの畦原型の範疇

で理解できる。ただし， 82のように作業が進行した後打面転移する例も存在しており，広い意

味では野岳・休場別として理解すべきであろう。すなわち，畦原型は野岳・休場型の南九J+i的

なータイプとして位置づけが指摘できよう。

石器組成の面では，本遺跡の石器群は細石刃以外の石器が数点のスクレイパーや石斧・敲石な

どであり，極めて貧弱な様相を呈している。しかし，三本の石斧は注目に値する，二本の磨製右

斧と，かなり大型の石斧である。細石器に共伴する磨製石斧として県内では加栗山遺跡18) 出土の

片｝）のものが知られるのみであったが，西丸尾遺跡でも部分的にわずかに研磨が施された局部磨

製石斧が出土している。本遺跡出上の磨製石斧はこれらのものとは形態か異なり， 2点のうち 1

点は敲打調整が施されており縄文時代のものに類似している。 103は刃部整形や形態的特徴がい

わゆる神了柴型石斧19) に頷似するもので貴重な例と考える。 3点の石斧はいずれも片刃であり，

刃部先端の片面にのみ特徴的な使用痕が観察され，全て横斧と考えられる。九什1における神子

柴刑石斧の出土冽は横田義章氏201 によって17遺跡例集成されており，最近では大分県市ノ久保

遺跡21Iで船野型細石刃核と共伴して出土している。

本遺跡の細石器文化の石器群は，野岳・休場刑の細石刃核と畦原型の細石刃核などに特徴が
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あり磨製石斧に加え神--f・柴型石斧という共伴例から，細石器文化の後半の時期に位置づけてお

きたし'o

2 縄文時代早期

(1) 上器

土器は， I 類-\~類とその他の土器に大ぎく分類した。

l類土器は，貝殻条痕を全面に施し，口縁部に貝殻腹縁による刻目を有する円筒土器であ

る。地文に貝殻条痕を施したのちに貝殻腹縁剌突文や刺突線文を施すいわゆる二重施文の前平

式土器と分離される前平 B式土器である。

II類土器は，口縁部に貝殻腹緑による刺突文を施し，胴部に斜位又は綾杉文状の貝殻条痕を

施すものである。口縁部の貝殻腹縁による刺突文のタイプから，さらに 3つに細分した。 IIa 

類土器は横位のもの， II b類土器は縦位のもの， II C類土器は斜位または羽状のものである。

器形は口縁部が内湾又は直行気味のものが多くみられ，従来知られている口縁部が大きく外

反し肥厚する石坂式士器とは異なるが，文様構成はほほ同様であり，近年の資料の増加もあり

石坂式土器の範疇でとらえられる。

III類土器は，貝殻腹縁による刺突文が施され，胴部では羽状文が密に施文される。 TI類土器

の綾杉文状の貝殻条痕と区別するものである。 II類士器と同じく，口縁部の貝殻腹緑による刺

突文のタイプからさらに 3つに細分したが， IIIb類土器にあたるものはみられなかった。 IIIa 

類上器は横位のもの， IIIC類土器は斜位又は羽状のものである。

下剥峰式土器と解釈できるが，口縁節は肥厚・外反せず，直行もしくは若千の内湾がみられ

る。また，従来知られているハケッタイプと異なり，スマートな円筒形に近く，焼成も良好で

施文も丁寧である。中尾田遺跡出上のIIIC類土器，下刻峰遺跡出土の IIC類上器に似ている

が，施文の粗密度が異なる。酷似するタイプがみられず，今後の資料の増加を待ちたい。

w類士器は，同一個体である。円筒形の胴部にラ／パ状に開いた口縁部がつくという形であ

り，施文部分が沈線による区画がされない塞ノ神 A式 a土器である。

V類土器は，粗成土器で磨耗が激しく施文状態が観察できない。形式も不明である。

M類士器は，山形口縁を呈し，口唇部外縁にヘラ状工具により細い刻目が施され，器面には同

ーエ具による粗い波状の条痕が施文されている。 1点だけの出土であり，形式は不明である。

,~ 頬土器は，壺形土器の口縁部と思われる。早期後半の押型文形土器やこれに後続する手向

ll」式土器さらに塞ノ神式土器・平棺式土器などに特徴的にみられる南九州1独特な形態である。

本遺跡出土の壺形土器片はその文様や口縁の形態からして新しい時期に該当するものであると

考えられる。

その他の土器については，現在の知見において分類不能な一群である。特に77においては，

ヘラ状工具で器面をT寧にナデた後， 2 -3条の細い沈線で縦位又は斜位に文様を狛す。口唇

部には刻目を巡らし， 1か所もしくは一対の刻目を持つ瘤状突起を配する特異な形態が見られ
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,--

る。 74·78~80 も同一個体である。

(2) 石器

石器全体の50.7%を占める礫器と磨製石鏃について若干触れてまとめとしたい。

総計141点出土した石器のうちで礫器は計71点出土しており，石器組成ではI±倒的に多い。

出土点数の少ない石器は各土器の集中部と分布がほぱ一致しているが，礫器は全体に広く分布

しており，各土器形式を通じて使用されたものと考えられる。この礫器は円形から楕円形の偏

平礫を素材として，縁辺に数回の粗い剥離を行い刃部としたもので，素材礫の形状や刃部の位

置により 5類に分類でぎた。刃部には使用によると判断される小さい剥離や刃遣れ，割れなど

が観察され，その重い重量を意識した機能が想定されよう。柄を装着するための加工や痕跡も

なく，片手で持ち使用する場合に際して大部分が自然礫の丸味があり都合が良さそうである。

これらは手持ちの斧的な機能を想定しておきたい。

縄文時代早期の礫器について，夏島貝場などで古い段階から確認されていたものの，南九朴I

では出土例がほとんどなく一般的な器種ではなかった。しかし，最近の調杏による本遺跡近辺

の西丸尾遺跡34)'榎崎A遺跡35)'飯盛ケ岡遺跡36) や，熊本県狸谷遺跡371 で出土しており，礫

器は南九朴I縄文時代早期の石器の確実な一組成と言える。

石器組成のなかで 6点の打製石鏃とともに 2点の磨製石鏃が出上した。一点は表裏面とも平

坦に研磨しているのみでなく，両側縁部も両面から縁辺を研磨している。全体形はほぽ三角形

に近いものの，基部は丸味を有しややふくらむ。他の一点は凹基式で両面を研磨しているもの

の両側縁及び基部には押圧剥離による加工が残存しており，通常の製作による石鏃を研磨した

形態のものである。仮に前者を A類，後者を B類としておく。 A類のものは近接する西丸尾遺

跡や，塚ノ越遺跡38) , 宇治野原遺跡39)' 木落遺跡401 , 小牧 3A遺跡41) などで出上してい

る。また B類に類似するものは岩本遺跡42) で出土している。 A類や B類は長さが約 2cm前後

であるのに対し，約 5cm程度の石槍形のもの (C類）もあり，塚の越遺跡や岩本遺跡で出土し

縄文時代早期の磨製石鏃等出土地名表

遺跡名 I 形能-~、 共伴土器

本遺跡 A・B : I 前平

西丸尾（鹿屋市） I 'A 前平（岩本タイプ）

塚ノ越（吹上町） A・C'I 前平（岩本タイプ）

宇治野原（金峰町） I A 前平

木落（金峰町） A 塞ノ神

岩本（指宿市） B・C 前平（岩本タイプ）

小牧3A(指宿市） A 前平（岩本タイプ）

和田前（知覧町）

ている。本遺跡の A奏員の出土地点は前平式の

集中地点と一致しており，前平式に伴うもの

と判断される。また，左記の一覧表に示しだ

とおり，そのほとんどが前平式（岩本タイ

プ） 43) に伴うという共通性が指摘できる。

これらの磨製石鏃は先端部や基部の一部が破

損したものが認められ，使用されたものと考

えられるが，全体の遺跡数の中での出土率は

少ない。そのため禁祀用などに使用した可能

性を含め，またいわゆるトロトロ石器との関

連も考慮して検討する必要があろう。
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3 縄文時代晩期

，， 1 I 遺構

遺構は集石 2基と土坑51基が確認されているが，ここでは土坑を中心に若十のまとめを行っ

てみたい。

51基の土坑の分布は， 9 -16区の西側のグループと22-28区の東側のグループに大きく分けら

れる，3 今回の調査は道路幅部分の調査であるから，いずれのグループも調査区外にも土坑は存在

するものと考えられる。土坑のまとまっている部分は，遺物も集中する傾向が見られるが，それ

それのグループの前後関係やグループ内での前後関係については明らかにできなかった。

土坑の形態は円形や梢円形のものが多く，ほかに長楕円形，隅丸長方形，不整形のものなど

が見られる。一方，深さは10cm前後のものから， 150cm前後のものまでさまざまである。

遺物の出土した土坑は34基である。その内容は，土器の細片数点のものから 9号 1基のみで

あるが100点近くの遺物が出十ーしているものもある。上器はいずれも黒川式土器と考えられる

ものである。木炭片が12基から出土しており，そのほとんどは細片であるが， 48号からは比較

的大きなものが多砿に出土した。

このような縄文時代の土坑の性格については一般的に埋秤のための墓穴，貯蔵穴，狩猟のた

めの陥し穴等が考えられている。榎崎B遺跡のものについてみてみると，その大きさや形態か

ーら陥し穴の可能性のあるものもあるが，遺物が多量に出士するいわば生活の場では狩猟の方法

としての陥し穴は考えられない。 1号， 3号， 9号， 14号， 15号， 38号， 46号等のようにある

程度の大きさと深さのあるものは墓穴とすることも可能であるが，脂肪酸分析等の化学的分析

を行っていないので断定はできない。 9号については大きさ深さともに墓穴とするに十分であ

り，第80図21の底部近くに穿孔された土器が出士しており，十分その可能性は考えられるが，

多量の遺物が埋土中の上から下まで出土しており，この点について今後の検討，資料の集積が

必要である。同様の土坑が川内市の成岡遺跡44) で 1基確認されているがその性格は明らかで

ない。 5号， 19号， 21号， 33号， 40号等のように小さいものについては，貯蔵穴の可能性も考

えられるが，中から木の実等が確認されていないため，明確なことは不明である。県内の貯蔵

穴ではっきりしたものは志布志町東黒土田遺跡401 で木の実が多量に人ったものが確認されて

いる。東黒士田遺跡のものは縄文草創期と時期は違うが，直径40cm, 深さ25cmである。 :l4号と

35号内の出土遺物が第78悩に示す状態で接合した。 2つの土坑はわずか40cmの距離で相接して

おり，土器の接合はこの 2つの土坑が同時に存在したことを示すものであろう。その性格につ

いて周辺にちらばっていた土器を掃除してこの士坑に落とし入れた可能性46) も考えられ，こ

れらの土坑の性格等を明らかにするうえで，今後の参考になるものと思われる。

(2) 上器

土器について本文では粗製，精製に分けて記述したが，これは器面の調整により区分したも

ので，条痕やナデまたは削りによる調整のものを粗製，研磨による調整のものを精製とした。

この区分は蔽密なものではなく，楕製浅鉢としたものの中にはナデ調整のものも一部含んでい
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る。まだ，同じ浅鉢でも内面はていねいな研磨による調整であるが，外面はナデ調整や削りに

よる調整のものもあり，こういったものは粗製の浅鉢とした。深鉢の中にもごく一部であるが

情製のものもある。

深鉢は口縁部に無刻目の突帯のつくもの (A類）とつかないもの (B, C, D, E類）があ

る。 A類の突帯は断面が三角形のもの，台形に近いもの，やや幅広のものがあり，その位置も

口縁端部につくもの，ややドがった位置のもの等がある。この無刻目突帯文の士器は県内では

鹿屋市榎原遺跡471 や志布志町道重遺跡481 からも出土している。大分県の上菅生 B遺跡491 や夏

足原遺跡50) からも出土しており，上菅生 B式として刻目突幣文土器の疸前に位置づけられて

いる。 B類は胴部が「く」字状に張り，口縁部が内傾あるいは内湾するものである。 B-1類

は突帯が付くという点では A類と同様であるが，突帯の幅が広いこと，器形を見ると口縁部が

直線的に内傾すること等により B類の中に含めた。 C類は胴部が「く」字状に張り，口緑部が

外反するものである。口縁部にリボン状の突起を付けるものや，頸部に蝶ネクタイ状の突起を

張り付けるものもある c 深鉢は入佐式土器の口縁帯をもつものや刻目突帯をもつものがないこ

とから，従来の黒川式の範疇でとらえられるが，今後，無刻目突帯をもつ土器を含めて，細分

を行い時間的幅等について検討することが必要である。

浅鉢は粗製と精製の両方があり，その割合はやや精製の方が多い。外面はナデや条痕または

削りによって調整され，内血はていねいなナデや研磨により調整されており，いわば半柑半梢

製であるが，柑製戊鉢とした (H類）。同様の土器は鹿屋市榎原遺跡において黒）II式土器とと

もにまとまって出土している。梢製の浅鉢は頸部が長く張り出し，口緑部は内外面に沈線をも

つものや，内面にわずかな段をもつもの (K類）。胴部が丸く張り，頸部で阿曲し，外反する

口縁部となるもの (L, M類）。粗製没鉢の H類と同様の器形で体部からゆるやかに立ち上が

り口縁部となるもの (T類）。丸く張る胴部からわずかに立ち上がる口緑部へと続くもの (s

類）等が特教的である。 L頷， M類は黒川式土器の典型的な浅鉢である。 K類については黒川

式土器の範疇の中でとらえられるが，中には若干古い様相を残すと思われる口縁帯の立ち上が

りの比較的はっきりした535, 536, 539-541等の土器も含まれる。 667-671はL類またはM類

と考えられる土器で，頸部付近の断面が焼成後ていねいに研磨されており，口縁部を再牛して

いると考えられるものてある。同様に口縁部を再生したと考えられる土器が鹿犀市榎原遺跡や

東市来町桜原遺跡月11等でも出土している。他に孔列土器が二固体分，組織痕土器が 5点出土

しているっ孔列土器は粗製の深鉢と浅鉢，組織痕土器はいずれも粗製の浅鉢である。

榎崎 B遺跡の土器はそのほとんどが包含層からの出上であり，各器種のセット関係は明確に

できないが，いづれも黒川式土器の範疇でとらえられるものである。黒川式土器については近

年その細分が試みられており 52i , 榎崎 B遺跡の黒川式土器についても， A類深鉢と他の深鉢

の関係，精製戊鉢の K類と L, M類との関係，粗製浅鉢の削りの問題，孔列土器，組織痕土群

等について今後，細かく検討していくことが必要であろう。
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(31 石悩

総数340点の石器が出十．し，多種の器種が認められた。調壺面積はかなり広いが，遺物の集

中している区域があり，東西の 2カ所の出土集中グループが認められた。ただし，各々の出土

分布を概観すると，まだ調査区域に広がることは確実である。特に東側の集中グループはその

出土状況からなお北側に拡大することが予想される。

石器組成は当時の生業を反映しているものと考えられ，本遺跡で各種の石器が出土している

なかで，それらの量的割合も当時の生業における労働の比率（あるいは石器の消耗率）を反映

しているものと予想される。

本遺跡で雇的に最も卓越していたものが打製石斧であり，石器全体の26.8%を占めている。

次が磨石，敲石の24.4%, そして石鏃の17.9%という順序になっている。多星に出土した打製

石斧製作に伴う破片・砕片類は．遺跡内で必要な打製石斧は遺跡内で製作されたことを意味し

ており，棒状敲石とした804などは整形剥離後の敲打調整に使用されたものと考えられる。打

製石斧はいわゆる偏平打製石器と呼ばれるもので，偏平で幅広の刃部と比較的軟質の石材をも

使用するという特徴，そして比較的粗雑な製作などの特徴から木材の伐採用ではなく，土堀具

と考えられるものである。形態的には短冊旦や分銅刑に近いものや，概ね撥型を呈するものな

どが認められるが，基部近くの両側縁に着柄を意識した挟り状の加工が施されているという共

通性がみられる。柄を装着していたであろうことは，石器の基部に柄ずれによると考えられる

磨咸痕が観察されることにより理解される。基部の磨滅痕は主要剥離両面の平坦な片面だけに

認められるものと，両面に認められるものがある。刃部には，使用による小剥離のほか靡減痕

も認められる。メJ部に磨減痕の残るものは，特に片面に著しいものがある。このことより，こ

れらの土堀具は地面に対して垂直に使用されたとするより，角度をつけて斜めに使用された結

果と考えられる。すなわち，装着される柄は石器と平行に柄と直線状に装着されるものだけで

はなく，現在のクワのような「 L字状」の柄の装着を考慮することも必要であろう。

土堀具である偏平打製石斧が多量に存在するということは，＊当時の生業のなかで根茎類など

の植物質食料の確保に占める作業が少なくなかったことを意味していると考えられる。また，

ドングリなど堅果類の植物質食料の加工のためのものと考えられる磨石・敲石が多いこと特徴

の一つである。さらに横刃形石器も 15点出士しているが，これも収穫などの何らかの植物質食

料獲得に関連する石器と推定されるものである。

このように，本遺跡の縄文時代晩期の石辟糾成から判断すると．植物質食料への依存度が狩

猟と同程度かそれ以上高かったものと思われる。ただその植物質食料がドングリなどの堅果類

や，自然に生育する根茎類のほか栽培植物の存在も考慮する必要がある。今匝遺物包含層の土

壌と土器片の胎土のプラント・オパール分析を藤原宏志氏に依頼した。その結果は附韻に掲載

してあるようにイネ及びヒエ・アワ・キビなどのキビ族が検出され，栽培植物の存在が指摘さ

れた。石器組成からの推定と一致している。また逆に，石器組成のなかでは石錘が＾点も出上

しておらず，漁労活動を示唆する石器は全くないのも本遺跡の特徴と言えよう c
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4 古墳時代

古墳時代では，遺構は検出されなかった。遺物は，成川式土器の甕形上器，鉢形土器，壺形

士器，高杯形上器， J:甘形土器等が出上している。

甕形土器は，口縁部が外反するものと内湾するものがあり，また頚部に突帯を有するものと

有しないものがある。底部は成川式土器特有の中空の脚台である。

鉢形式土器は，底部が安定した平底で器形は胴部が球状に張ったマリ形を呈するものが，ほ

ぱ完形で出上している。

壺形十器は破片が多く良好な資料が少ないが， しまった頸部より D縁部が外反し，胴部の最

大径が中央にくるものがみられるし底部は丸底で，胴部又は頚部に布目圧痕のある刻目突帯が

巡ってくる。

高杯形土器は，杯部は底部と立ち上がりとの問に，段を有するものと有しないものがあり，

椀形を呈する。内外面は丁寧なヘラ磨きが施され，赤色顔料が治られているものもある。

その他にJ:甘形土器が 1点出土している c

本遺跡の成川式土器は出土最は少ないが，その形態からみて 5C-6C頃の時期に該当する

ものと思われる。

5 奈良• 平安時代

本遺跡では， II層及びIII層上部から土帥器（黒色上器を含む），須恵器等の遺物が出上し，

また遺構も竪穴住居跡，掘立柱建物跡，溝状遺構及び古道などが検出されている。

竪穴住居跡は，図面が紛失しており，詳細は不明であるが， 1基検出されている。約 4mX

4.1 mのほぽ方形のもので，四隅に柱穴がみられる。住居跡の中には，炉跡などは検出されな

かったC [; 和面付近から土師器・黒色土器A類・刀十等が出土しており，これらの遺物から平安

時代 (9C後半）の住居跡と思われる。

掘立柱建物跡は 2棟，またその一部と考えられる柱列か 2列検出された。掲立柱建物 lは，

2間X3間で廂になると思われる柱穴も 2つ検出されている。掘立柱建物 3は3間X3間であ

るが，それ以上になる可能性も考えられる。追物の向きは一定していない。

溝状遺構は 2条，古道は 3本検出された。古道は溝状遺構と同一方向に平行して走っている

が， 2つの遺構を同一時期と決定する資料に欠けるぐしかし遺構全体の配置から考えると，同

一時期の遺構であると想定は可能である。時期については，奈良• 平安時代の遺構出上面で検

出したが時期を決定できる資料が乏しく，近世の遺構である可能性もある。

出土遺物については，土師器の器種は蓋・皿.j: 不．椀．甕に分類した。特徴的なものをあげ

ると杯は，体部が開きながらまっすぐのびるものがほとんどで，他に口緑部がわずかに外反す

るものもみられる。椀も同しように体部が開きながらまっすぐのびるものがほとんどで，他に

体部が内湾気味に開き，口縁部はまっすぐ開きながらのびるものやわずかに外反するものがみ

られる。
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黒色土器は，里色土器 A類（内面が黒色）と黒色土器B類（内外面とも里色）が出土してい

る。黒色土器 B類は小片が多く，その器形がわかるものはみられない。黒色土器A類は，杯・

椀が出土しており，その形態は士師器の林・椀と同様で，森隆氏の分類による九州系黒色土器

II類及びIII類に相当し， 9世紀後半に位置づけられる資料と思われる。

また本遺跡の土師器・黒色土器ともに底部の切り離しは，すべて回転ヘラ切りであり，高台

をもつものにも同様の技法がみられる。

墨書土器は，土師器・黒色土盆 A類の杯や椀にみられ，小片で判読不明なものもあるが，数

量を表す「箇Jという字の異体字と思われる「↑」の描かれた資料が 7-8点みられる。

甕はすべて，口縁部が頸部より外反し，内面の調整は頸部より下でヘラ削りを施し，頸部か

ら口縁部にかけては横ナデ調整がみられる。

須忠器は，特徴的なものをあげると，底部外面に同心円叩きを施す壺が 1点 と ， 内 面 に 車 輪

文を施す甕の胴部片が 5点みられる。特に底部外面に同心円叩きを有する壺，車輪文を有する

甕などは，従来肥後の荒尾窯跡群との関連で考えられており， 9世紀後半の年代か与えられて

おり，土師器や黒色土器の年代とも符号するものである。
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58 森 隆 1989 「九小廿系黒色土器の器形的系譜に関する若干の党書」『古文化談叢』第21集 九州古文化研

ゲノ‘
Jし云

59 田中 琢 1967 「古代・中 1廿における手―［巣の発達(4)畿内」『日本の考占学』 W歴史時代（上）
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第X章分析

榎崎 B遺跡におけるプラント・オパール分析結果について（報告）

宮崎大学藤原宏志

1990年10月，当該遺跡で採取した土壌資料のプラント・オパール定雇分析結果を報告する。

l 各地点とも 3層は黒川式（縄文時代晩期中葉）遺物包含層てある。 3地点とも， 3 a層で

イネが検出されている。 I-25地点およびII-28地点では 3層の直上， 2層にイネのピーク

があり， 3層のイネは 2層からの混入とも考えられる。しかし， H-18地点では 2層にイネ

が認められず， 3層でイネが検出されたことから， 3層が稲の生産面であった可能性が高い

ことを示している。

2 3地点とも． タケが多く検出されている。照葉樹林の下床植生であるスズタケと思われ

る。

3 3地点とも，キビ族が多く検出される。キビ族植物には，ヒエ，アワ，キビなどの雑穀類

が含まれており，これらの作物が栽培されていた可能性のあることを示唆するものであろ

。
、つ

4 里川式土器（縄文時代晩期）片の胎土分析を行ったが，イネは検出されなかった。同胎土

から， タケ，ススキとともにキビ族が多量に検出された。

5 1項で縄文時代晩期の遺物包含層 (3層）からイネが検出されており，この時代に稲作が

行われていた可能性が高いことを指摘した。縄文時代晩期に稲作が行われていたことは他の

遺跡でも実証されており，当該遺跡もその例に連なることになろう。
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1夏 111奇 B 辻竺昆力におげそ

プラ ント・オパール定量分析結果

宮崎大学農学部 農作業管理学研究室

sampling block [ H-18TRENCH] 
sampling date (10/01'90) 

層名

植物体乾 iii ( t/!Oa.cm)  
イネ イ不籾 キピ族 キ ピ族種実 ヨシ タケ亜科ウンクサ族

(O.sati.) (rice g.) (Pani.) (Pani.seed) (Phrag.) (Bamb.) (Andoro.) 

ー

3a 

b
 

3

4

5

6

7

 

。

9

1

 

3.610 

0、000

0.908 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

4

2

1

5

1

4

9

3

0

1

 

0

1

2

1

6

9

8

7

0

9

 

5

1

4

5

5

5

7

2

0

2

 

•••••••••• 8

3

3

3

4

1

6

9

0

1

 
ー

8

4

3

1

5

1

1

2

0

3

 

2

5

3

4

4

1

7

2

0

4

 

7

8

5

7

0

5

9

4

0

8

 

•••••••••• 8

6

7

7

0

3

6

 

0
 

0
 

2
 

1

1

3

2

 

5

0

8

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

6

0

1

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

2

0

3

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

 

1

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

O
 

O
 

0.000 

〇.000

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.449 

〇.148

0. 914 

0.000 

0.414 

1.273 

1.339 

4. 371 

0.559 

6.472 

3.019 

5.742 

2.360 

2.808 

2.319 

2.114 

1.153 

4.195 

0.867 

sampling-block [I-25TRENCH] 
sampling-date (10/1'90) 

層名
植物体乾重 ( t/!Oa.cm)  

イネ イネ籾 キピ族 キピ族櫂実 ヨシ タケ亜科 ゥ・ンクサ族

(O.sat1.) (rice g.) (Pan1.) (Pani.seed) (Phrag.) (Bamb.) (Andoro.) 

ー

2a 

2b 

3a-l 

3a-2 

3a-3 

3b 

4 

1.099 

3,884 

1.948 

0.748 

0. 000 

0. 000 

0.000 

〇.000

0.000 

0

5

6

 

0
 

0
 
0
 
0
 

0
 

0
 

3

8

 

0
 

0
 

0
 
0
 
0
 

0
 

0
 

6

8

5

 

0
 

0
 
0
 
0
 

0
 

O
 

．

．

．

．

．

．

．

．

．

 

8

4

5

 

0
 

0
 

0
 
0
 

0
 

O
 

1

2

 

7

1

4

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

2

0

2

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0

8

1

0

 

0
 
0
 

0
 

0

0

 

••••••.•• 1

4

2

 

0
 

0
 
0
 

0
 

0
 

0
 

4

5

1

 

5

1

2

2

 

0
 

0
 
0
 

0
 

0
 

8

6

8

6

 

0
 

0
 
0
 

0
 

0
 

3

3

6

2

 

0
 

0
 
0
 

0
 

0
 

．

．

．

．

．

．

．

．

．

 

0

1

0

 

0
 

0
 

0
 
0
 

0
 

0
 

0.000 

0.000 

0,000 

0.000 

O.OGO 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

3

8

0

3

0

9

8

7

8

 

3

9

8

9

1

8

4

3

2

 

6

8

6

8

3

4

3

6

3

 

．

．

．

．

．

．

．

．

．

 

4

5

0

1

2

 

0
 
0
 

0
 
2
 

ー

4

1

8

0

2

5

4

 

0
 

0
 

1

4

1

0

1

2

4

0

0

 

6

1

3

0

1

3

9

 

0
 

0
 

••••••••• 1

1

0

0

0

1

0

 

0
 

0
 

sampling block [H-28TRENCH] 
sampling date (10/1'90) 

層名

ー

3a-l 

3a-2 

3b 

6

7

 

。

9

1

 

植吻体乾重 ( t/lOa. cm)  
イネ イネ籾 キ ピ 族 キ ピ族櫂実 ヨソ タケ亜科ウシクサ族

(O.sati.) (rice g.) (Pani.) (Pani.seed) (Phrag.) (Bamb.) (Andoro.) 

1.602 

1.465 

0.355 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

4

1

0

 

0
 

0
 

9

0

5

 

0
 

0
 

0
 

6

0

7

 

0
 

0
 

8

0

5

 

0
 

0
 

0
 

0

6

6

 

0
 

0
 

9

0

1

0

 

0
 

0
 

••••••••••. 0

4

 

0
 

0
 

0
 

0
 
0
 

1

0

 

0
 

0
 

ー3

1

5

 

0
 

0
 

8

0

3

 

0
 

0
 

0
 

6

3

7

 

0
 

0
 

7

0

4

 

0
 

0
 

0
 

1

1

4

 

0
 

0
 

1

0

5

 

0
 

0
 

0
 

..••••••••• 2

0

1

0

0

2

0

2

 

0
 

0
 

0
 

2

1

 

1

3

5

 

0
 

0
 

0
 
0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

6

1

2

 

0
 

0
 

0
 

0
 
0
 

0
 

0
 

0
 

5

5

1

0

 

0
 

0
 

o
 O
 
O
 
O
 
O
 

••••••••••• 0

0

 

0
 
0
 

0
 

0
 

0
 
0
 

0
 

0
 

0
 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

1.395 

0.957 

0.058 

0.000 

0.186 

0.600 

〇.346

1. 401 

0.215 

0.115 

0.068 

3.154 

3.707 

1.199 

0.705 

0.482 

0.885 

1. 789 

2.326 

1.294 

1.637 

〇.349
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礫群土壌分析（加熱について）

通産省工業技術院名古屋工業技術研究所主任研究官渡辺栄次

① 礫群土壌の熱的変化

実 験

礫群各地点の中心部と思われる試料を調べた。サンプル管を用い，生活面の地表から数cmの深

さまでを採取した。サンプル管から円柱状試料を 3分画し，上部 1/ 3を分析に供したの

風乾後，それぞれメノウ乳鉢で粉砕し， 70meshのふるいを通した。

最初は，そのまま分析を行ったが，有機物が 1%程度含まれること，及びその影響が測定に

軍大なことなどから，過酸化水素水による有機物の分解を行った。処理した試料は，真空乾燥

機で乾燥し， DTA-TGで測定した。

試料重は自重力的に秤量されるが， 1りOmりから200mgの範囲である。真空理工社製 TGD7000RH 

型 DTA-TG。

測定条件は，昇温速度10℃/min, チャートスピード120mm/h, 昇温範囲は室温から 1100℃

までとした。他に X線囮析を行った。

DTA (示痒熱分析）は，試料が加えられた温度に応じて，発熱したり，吸熱したりする変化

をとらえるもので，曲線上，上に向かうピークは発熱を，下に向かうピークは吸熱を表わす。

装置の状態が悪く基準線が低下するが，発熱及び吸熱はこの基準線にそって上にあるか下にあ

るかで判断した。

TG (熱重星分析）は，やはり試料が熱を加えられたときに試料がもつ物質（水分など）が

放出されることに伴う重贔滅をとらえるものである。

結 果

測定した試料 8点及び対照 2点は DTA-TG結果から 3つに分類することが可能である。第

1のグループは対照 1, 2に類似した結果を示すものである。これには， 8号と 9号が入る。

※図 1・2

DTA-TG曲線を見ると， 100℃-200℃の範囲で深い吸熱のピークを持ち，それに伴って大き

な重量減 (8%以上）がある。 300℃付近に小さな吸熱ピークと，それに伴う 1-3%の重鼠咸

が認められる。さらに520℃付近を中心として吸熱ピークで 5%程度の重量減を伴っている。ま

た920℃の付近には小さな発熟ピークか認められる。これには重量変化は認められない。

第 2グループは， 300℃付近の吸熱ピーク及びそれに伴う重呈減が少ない (1%以下）のも

のである。 1号. 2号， 3号の 3つが含まれる。他のピークは①のグループと大きな違いはな

い。※図 3

第 3のグループは， 300℃付近の吸熱ピークがまったく認められないものである。 5号， 6 

号，及び 7号の 3つか入る。※図 4
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以上の結果について，さらにその原因を X線回析により調べた。※図 5 全般的に含まれる

ものは，石英，長石，カオリナイト， クリストハライトなどであるが，その他に20°-30゚付

近にかけての幅広いが低いピークとゲータイト（水酸化鉄の納晶）及びギブサイト（水酸化ア

ルミニウムの結晶鉱物）のピークである。輻広いピークは非品質のアルミノ・ケイ酸塩鉱物の

存在を示している。一般にはアロフェン様粘土鉱物と考えられるものである。これら鉱物組成

を払にして， DTA-TG曲線をみてみると，次のことが考えられる。

100℃ -200℃付近の吸熱ピーク（低温側に小さなピークを伴うことがある）は，アロフェン

様粘土鉱物が熱を吸収して， OH基を放出し分解する。いわゆる脱 OH反応である。離れた 0

Hの分だけもとの菫塁が減ることになる。

300℃付近の吸熱ピークはゲータイトやギブサイトが熱分解し， OHを放出して，他の鉄や

アルミニウムの結品鉱物に変化することに伴うもので，やはり重旦滅を同時に起こす。

520℃付近の吸熱はカオリナイトという粘土鉱物の分解に伴うものである。

920℃付近の発熱ピークは，アロフェンやカオリナイトなどの粘土鉱物が熱分解された後，

再び熱による相変化を起こし，新たな鉱物として結晶生成することに伴うものである。この場

合は，重量変化は伴わない。

考察

前提として付近の地質（先土器時代が含まれる層位）が，岩石，鉱物的母材としての均一性

が保たれると考えられることが必要である。

均一性があると仮定すると，以下のように推定できる。

試料の熱変化（特に対照となった試料）に見られるように土壌などは，熱を受けて変化する。

すなわちもともと含まれている鉱物などが熱により分解されたり，新たな鉱物などを生成した

りして，今まであった状態から新たな状態をもつに至ることを意味する。

調べた試料では，特に300℃付近に認められる吸熱ピークの有無と重量変化が重要である。

100-200℃及び520℃付近のピークは，すべての試料で大きな相違は認められない。

300℃付近のピークが無く， 520℃付近のピークが有るものは，その間の温度例えば400℃前

後の熱を受けている可能性がある。すなわちゲータイトなどは300℃前後で分解されるがカオ

リナイトは500℃を越えなければ分解されない 3 従ってその中間の熱を土壌が受けたため，

ゲータイトなどが消失した状態にあることを示していると考えられる。

第2のグループは熱の受け方が少なかったため，ゲータイトの一部が残っている可能性を示

唆している c

第 1のグループは全く熱を受けていないと考えてよい。すなわち，対照区が熱を受けた可能

性がないとすれば，それと同じ傾向を持つ地点は同様に熱が加えられていないと考えられるか

らである。

② 400℃加熱減量値によるダイヤグラム

DTA~TG 曲線にみられた300℃付近の吸熱及び重量滅の有艇に注目して，野焼き場所（炉）
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の探査を試みた。 DTA-TG測定用に調整した試料約 1gを白金ルッポにいれ， 105℃ (1昼

夜）， 250℃ (1時間， 以下同じ）， 400℃, 600℃, 1100℃ で加熱した。加熱後， それぞれの試

料の重量を秤最した。 105℃減鼠値， 105℃から250℃までの減量値， 250℃から400℃までの減

屈値， 400℃から600℃までの減量値， 及び600℃から1100℃までの減量値を算出したc

その一つの例として，礫群 lに関して， 250℃から400℃までの減量値を用い， 図化（ダイヤ

グラム） した。図中，波線は礫一つ一つを示す。

図によると， 礫群の周りの試料点 5, 6, 3' 9で高い減量値を示し，礫群の中心部にある

試料点 7及び 8を中心として低い値が認められるの このことは，礫群の周りに比べて， 中心部

では， 400℃加熱によって分解減量する物質（ギブサイトやゲータイト）が少ないことを意味

する。

人々が生活する以前はこれらの物質は •定の値を示すように存在していたと考えられる。

従って， 野焼き場所として使われている間に， その熱による変成を受けて，既に一部が失われ

たことを意味するのではないかと考えられる。

こうしたダイヤグラムにより， 野焼き場所（炉） の特定化が可能となると考えられる。
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以上， 分析結果について大胆な推定を行ったものであるが， 100℃-200℃付近のピークがす

べての材料に認められることや， もっと高い熱を加えられた地点がないか等， それぞれのサン

プル地点についてさらに調査する必要があると思われる。
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榎崎B遺跡14c年代測定

パリノ・サーヴェイ株式会杜

はじめに

榎崎 B遺跡は廂屋市に所在する。遺跡からは縄文時代晩期に属す士塙が検出されている。こ

こでは土城内から採取された炭化材を測定試料として，放射件炭素年代測定 (11C年代測定）

を行ったc

1. 試料

試料は，榎鯰 B遺跡の土塙No.9および土塙No.46内より出土した炭化材 2点（試料番号

3・4) である。いずれの上堀も縄文時代晩期とされている。

2. 方法

測定は，学習院大学放射性炭j直年代測定室が行った。

3. 結果

結果は，表 lに示した。

表 1 14 C年代測定結果

試料番号出上場所 質

3 I土堀Nu.9 炭化材

Oxle No. 年代 (1950年よりの年数）

Gak-16795□ llO土150y 

4 土堀No.461炭化材 IGak-16795 1 3670±90 y. B. P (1720 B. C.) 

なお年代値の算出には 14cの半咸期どして， IJBBYの半減期5570年を使用しています。ま

た，付記した誤差は (3線の計数他の標準偏差 (Jにもとづぃて算出した年数で't票準偏差 (ONE

SIGl¥lIA) に相当する年代です。また試料の］線計数率と自然計数率の差が 2(1以下のとき

は， 3 (J に相当する年代を下限の年代値 (Bp) として表示してあります。また試料の］

線計数率と現在の標準炭素 (MODERNSTAJ'vIDARD CARBON) についての計薮率との差

が 2(J以下にときには， Modernと表示し， 014(%を付記してあります。

4. 考察

九州の縄文時代晩期の14c年代値は， 2700-2500 y. B. P , 後期が3500-2700y. B P, 中

期が4500-3500y B Pなどの既存責料がある（キーリ・武藤， 1982)。今回の年代値は，い

ずれも縄文時代晩期とは調和せず，土城 No.9炭化材は後期，土i廣No.46炭化材は中期の範

疇になる。各方面からこの年代値を検討する必要があるが，炭化材を笠含する十．壌中により

古い炭素分があり，約2500年間の内に炭化材に混入したのかもしれない。

引用文献

キーリ・武藤康弘 (1982)縄文時代の年代，縄文文化の研究 1'縄文人とその環境， P. 251―213. 
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榎崎 B遺跡出土土器に付恙した赤色顔料について

鹿児島県立埋蔵文化財センター 大久保浩二

榎崎 B遺跡出土の土器に，赤色顔料の付着が認められるものがあっだ。その顔料について粒

子の形状の観察と成分の分析を行い，顔料の種穎の同定を試みたのでここに報告する。

一般に赤色頻料の種類には，ヘンガラと水銀朱が考えられる。それぞれは頻料の粒fの形状

に特徴があるようであり，主成分もベンガラは酸化第―宝鉄 (Fe,Oり，水銀朱は硫化水銀 (Hg

S) と大きく異なっている。今回は主に EDSによる X線分析（成分分析）で検出される元素を

もとに，赤色頻料の種類の同定を試みた。

分析に使用した機器は，鹿児島県立埋蔵文化財センター所蔵の日本電f製走査刑雀子顕微鏡

（低真空タイプ ・LV-SEM) とエネルギー分散型 X線分析装置 (EDS) である。

1. 試料 榎崎 B遺跡出七の十．器 4点に付着していた（塗彩された？）赤色頻料。試料 lから

5の付着していた土器の実測図は，本文の挿図を参照。試料 3と試料 4は同一の士器の外即と

内面に付着していたものである c

2. SEM像の観察試料 1, 2 3, 5には，中空のパイプ状をした粒子が観察される。ロ

径が 1μmほどで長さはまちまちである。試料 4は鉱物が細かく粉砕されているような形状を

している。（図版92に試料 2, 3, 4, 5の SEMi象と X線分析のスペクトル図をホす。）

3. X線分析 X線分析は加速電圧20KV, 打効時間100秒，取り出し角度20.2゚ ，作動距離20.0

mmの測定条件で行った。分析の結果，試料 1, 2, 3, 5からはいずれも Feが，そして試料 4

からは HgとSが顕著なピークとして検出された。 Al, Siなどのピークも検出されたものがある

が，これらは土器の胎上や上壌からの汚染であると考えられる。

4. まとめ X線分析の結果試料 1, 2, 3, 5からは Feのピークが認められたので，赤色

顔料の種頷は酸化鉄を主成分とするベンガラであると考えられる。粒子の形状はいわゆるパイ

プ状粒子と呼ばれるものであるで試料 4は HgSを主成分とする水銀朱であると思われる。

これらの結果の中で，特筆すべぎは No.676の梢製浅鉢についてである。黒川式土器の範疇で

捉えられている土器であるが，外面に付着していた赤色顔料（試料 3) はベンガラであり，内

面に付着していた赤色頻料（試料 4) は水銀朱であっだつつまり同時に 2種類の赤色頻料を用

いていたことが明らかになった。また内面と外面という使い分けとも思われる用いられ方をし

ている。遺跡出土の赤色顔料について研究を進める上で，今後注目すべき資料であると思われ

る。分析試料の増加を図り，類例を待ちたい。

試料嵐 挿図 遺物番号！注記番号 時期 遺物と付着位置 X線分析 顔料種類 粒子の形状

1 115 389 8256 晩期 粗製浅鉢外面 Fe ベンガラ パイプ状

2 ,, 391 ！ 12194 晩期 粗製浅鉢外面 Fe ベンガラ パイプ状

3 141 676 12175 晩期 精製浅鉢外面 Fe ベンガラ パイプ状

4 ク ク ク ヶ 精製浅鉢内面 Hg, S 水銀朱 細 粒

5 l層出土， 古墳高杯？ 外面 Fe ベンガラ パイプ状
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図版



図版 1

遺跡遠景
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図版 2

土層と火山灰の堆積状況

各地点の土層
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図版 3

礫群・ピット群の配置
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図版 4
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図版 5
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ピット A群
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